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1896年1月､デューイはシカゴ大学教育学科に小学校を開設した｡教育理論の実験的構築をめざ

すこの学校は､一般には｢実験学校｣ (Laboratory School)の名で知られ､当時としてはきわめて

斬新な初等教育の実践を､デューイがシカゴ大学を去る1904年までの約8年間にわたって展開した｡

この学校で実際にどのような教育実践が試みられていたのかについては､メイヒュ-とエドワー

ズの『デューイ･スクール』 (1936年刊)1'によってかなり詳細に知ることができる｡この二人はとも

にこの学校で教師を勤めており､特にメイヒュ-は開校後まもない1896年10月から1903年6月まで

の7年間にわたって､この学校の実践の中心に位置していた｡

もともと､デューイの実験学校の歴史を著す計画は､デューイの妻で1901-1902年度と1902-1903

年度にこの学校の校長を勤めたアリス･チップマン･デューイ(Alice Chipman Dewey]が､メイ

ヒュ-と協同で遂行することになっていた｡だが､ 1927年のデューイ夫人の死去により計画が中断

し､あらためてデューイの求めによって､メイヒュ-とエドワーズの二人が夫人の遺志を継ぐこと

になったのである｡その際､二人はデューイ夫人が集めていた原資料を受け継ぎ､デューイとも頻

繁に書簡のやりとりをし､さらにデューイやこの学校の実践にかかわった元教師たちの公刊された

論文､その他未公刊の資料､卒業生からの聴き取り等の膨大な資料を使って､この学校の教育実践

とそれが依拠していた教育理論とを体系的に再現した2)｡

なお､メイヒュ-とエドワーズが『デューイ･スクール』の執筆において利用した実験学校に関

する膨大な資料は､現在The Milbank Library, Teachers College, Columbia Universityに…Mayhew

Papers"として保管されている｡

デューイの実験学校の実践記録については､現在のところ以下のような諸資料の存在が知られて

いる｡
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(1)シカゴ大学の『大学広報』 (University Record)に掲載された実践報告

『大学広報』は毎週金曜日に発行された｡実践報告は､ 1986年11月から1899年9月までのほぼ3

年間にわたって合計74本が掲載された｡これらの実践報告は､タイトルによって以下の3つに区分

される｡

①　School Record, Notes, and Plan : The University of Chicago School

『大学広報』の第1巻第32号(1896年11月6日付)から第2巻第13号(1897年6月23日付)まで

の8カ月間､ほぼ毎週､ 30回にわたって掲載された｡各報告文にはローマ数字でⅠからⅩⅩⅩまで番

号が付されている｡

②　Reports of the University Elementary School

『大学広報』の第2巻第34号(1897年11月19日付)から第3巻第11号(1898年6月10日付)まで

の8カ月間に11回にわたって掲載された｡各報告文にはローマ数字でⅠからⅨまでタイトル番号が

付され､この他にHThe University Elementary School : General Information"という表題の学校紹介の

レポートと､ "Work in Household Art and Science"という表題の家庭科の実践報告がタイトル番号

なしで掲載されている｡

③　The University Elementary School

『大学広報』の第3巻第30号(1898年10月21日付)から第4巻第24号(1899年9月15日付)まで

の11カ月間､ほぼ毎週､ 33回にわたって掲載された｡実践報告は､生徒の組分け(ほぼ年齢ごとに

GrouplからGroupIX､これにSub-Primaryを加えて計10グループ)に対応して記されており､ 1898

-99年度の一年間にそれぞれのグループの生徒がどのような課題にどこまで取り組んだかが系統的に

わかるようになっている｡

(2) The Elementary School Record3*

これは､デューイとローラ･ラニアン(Laura L.Runyon)の編集により､ 1900年2月から12月に

かけてシカゴ大学出版から9分冊で逐次刊行された実験学校の実践記録である｡ちなみに､ラニア

ンは実験学校の歴史科の教師であった｡

実験学校は､開設からほぼ3年が経過した1899年には､それまでのさまざまな試行をふまえて､

実践的にほぼ安定した形をとるようになった｡デューイの有名な『学校と社会』のもとになった三

連続講演がおこなわれたのも､この年の4月である｡ The Elementary School Recordは､ 1898-99年

度の終了を期に､実験学校の研究成果を一般の学校の教師が利用できるようにすることを意図して

刊行された｡

各分冊は次のように教科別に編集された｡

No.i :芸術　Art ､ 1900年2月

No.2 :音楽(Music) ､ 1900年3月

No.3 :織物(Textile) ､ 1900年4月
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No. 4 :植物(Botany) ､ 1900年5月

No. 5 :幼稚園(Kindergarten) ､ 1900年6月

No. 6 :理科(Science) ､ 1900年9月

No. 7 :手工(ManualTraining) ､ 1900年10月

No. 8 :歴史(History) ､ 1900年11月

No. 9 :カリキュラム､ 1900年12月

これらは､単に授業のヒントやノウハウを伝えるものではなく､実験学校の実践の分析をとおし

て､授業実践上の諸問題に対する理論的な理解を深めることに主眼をおいていた｡

(3)教師レポート

これは､実験学校の教師たちによる過ごとの授業実践報告であり､実験学校の日々の授業実践と

カリキュラム開発の様子を最も具体的に知ることができる第一級の資料である｡実験学校では毎週

教師会合(Teachers'Meeting)がもたれ､教師たちは討議資料として､前の週の授業実践について成

果と問題点を記して提出した｡期間は､ 1896年から1902年にわたっている｡ちなみに､ 1896年は実

験学校開設の年であり､ 1902年は実験学校がフランシス･パーカー(Francis Wayland Parker)の主

宰するシカゴ大学教育学部(The School of Education, University of Chicago)の附属小学校に統合

された年である4)｡

教師会合は､実質的にはデューイが主宰するセミナー形式の授業研究会であり､同時に実験学校

の原則を確認し､具体的な指導計画を練り､教師スタッフのあいだの意思統一を図る場でもあった｡

1898年10月には､デューイによってレポート作成に関するガイドラインが示され､これ以後レポー

トはそれにしたがって書かれだ)｡また､これらの教師レポートは､シカゴ大学教育学科の大学院の

演習(大学院生の多くは現職教員)や研究会でも利用された6)｡

先に触れたThe Milbank Library, Teachers College, Columbia Universityの…Mayhew Papers"には､

教師レポートからの抜粋が各教科ごとにスクラップブックに整理された形で残されている｡おそら

く､メイヒュ-が『デューイ･スクール』執筆の準備段階でそのように整理したものであろう｡

また､ The University of Chicago Archives, Regenstein Libraryには､ 1898-1899年度と1899-1900年

度と1900-1901年度の3ケ年分の教師レポートが保管されている｡これらは実践報告を各年度ごとに

日付順に製本したもので､ The University ElementaりSchool Teachers'Work Reportsのタイトルが付

されている｡これらには､先の=Mayhew Papers"の抜粋には含まれていないレポートも見られる｡教

師レポートの1896年から1898年までの分と1901-1902年度の分については､現在のところ所在が不明

である｡

ところで､実験学校の教師レポートは､ 1960年代まではシカゴ大学のLaboratory Schoolsにあった

ことが知られていた｡グリフィスの1927年の修士論文では､参考文献一覧にUniversityElementary

School Teachers'Reportsのタイトルで1898-1899年度､ 1899-1900年度､ 1900-1901年度の3冊が掲げ
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られ､それらには"Unpublished Records, Laboratory School Records Omce, Emmons Blain Hall"と

記されている7)｡次に､アーサー･ワースは1966年の著書で､教師レポートのタイトルをTeachers'

Reports of the University Elementary School hしており､参考文献一覧の中で…Unpublished, (1899-

1901 "と記し､ " Available in the Archives of the University of Chicago Laboratory School."という

説明を付している｡ 1960年代半ばの時点で､ワースは1898-1899年度の資料の存在を確認できなかっ

たようである8)｡ところが､ジェラルド･カッチによれば､その後､実験学校の教師レポートの所在

は不明になり､ 1990年の初めになって1898-1899年度と1899-1900年度の2冊がLaboratory Schoolsで

再発見された｡ただし､再発見された資料のタイトルをカッチは記していない9)｡さらに､ローレル･

タナ-は1997年の著書で､彼女が研究に着手した時点では実験学校の教師レポートはシカゴ大学教

育学部(School of Education)のJudd Hallのクローゼットに保管されていて､その後にRegenstein

Libraryに移管されたと述べている｡タナ-は資料のタイトルをLaboratory Schools WorkReportsと記

している10)｡

アーサー･ワースは上記の1966年の著書で､教師レポートは最終的にローラ･ラニアンの監修で

タイプ書きのTeachers'Reports¥こまとめられたと述べている11)｡グリフィスが1927年の修士論文作成

の際に資料として参照した1898-1899年度､ 1899-1900年度､ 1900-1901年度の3冊は､現在

Regenstein LibraryにあるThe University Elementary School Teachers'Work Reportsの3冊そのもであ

ろう｡おそらく､ラニアンが監修して製本した教師レポートはこの3冊だけだったのではないか｡

1898年10月にデューイによってレポート作成のガイドラインが提示されているのであるから､ラニ

アンはそれ以降の比較的書式の整ったレポートを実験学校の授業研究の基礎資料として編集･保存

したのではないか｡事実､製本された教師レポートの第1冊目(1898-1899年度)は､一番最初にデ

ューイによるレポート作成のガイドラインを収録している｡それにしても､ 190ト1902年度の分は製

本されたのかどうか､製本されたとしたらその所在はどうなったのかについては､まったく不明で

ある｡

以下では､実験学校の実践記録のうち上述の(1)シカゴ大学の『大学広報』 (university Record)

に掲載された実践報告を分析する｡

『大学広報』に掲載された実践報告は全部で74本あり､掲載時期は1986年11月から1899年9月ま

でのほぼ3年間にわたっている｡この時期は､実験学校が移転をくりかえしつつ規模を拡大させ､

さまざまな試行をかさねながら､やがて独自の教科課程(a course of study)を完成させていった時

期にあたる｡

メイヒュ-とエドワーズの『デューイ･スクール』によれば､実験学校のカリキュラム開発は､

1896年から1898年までの第1期と､ 1898年から1903年までの第2期に区分される｡第1期は､実践

の大部分が｢実験的｣で､教師の子ども理解は｢素朴な洞察｣に依拠し､教材(subject-matter)

や教授法(method]の有効性は実際に授業をやってみることで確認されていった｡第2期は､この
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第1期において確認された諸成果に修正を加えつつ､それらをさらに入念に仕上げていっtzl ｡特に

第1期における実践の特徴について『デューイ･スクール』は次のように説明してる｡

教育実験の最初の2年間はいくらかぼんやりしている｡というのは､それは探究の時期であり､あれ

をやったり､これを試したりの時期だったからである｡これらの試行の多くは盲目的なものであった｡

成功もあれば､失敗もかなりあった｡しかし､表面の混乱から､後年の教科課程や教授法の骨格が次第

に成長してきた｡また､子どもの内面の働きや変化､興味に対する理解も､そうした混乱の中から次第

にはっきりとしてき｣13)｡

1898-1899年度が実験学校にとって大きな節目の年であったことは､デューイが学長宛てに提出し

た実験学校の1898-1899年度の活動報告書からも知られる｡この報告書の中で､デューイは｢今年度

の教育上の主要課題は､教科課程に関するこれまで3年間の成果を理論的に定式化することにあっ

た｣と述べ､さらに｢この方面での実験の期間は事実上終了したと思われる｣と述べている14)｡

こう見てくると､実験学校では最初の2年間1896年　�"1898午)は教育実践の試行期にあたり､ 3

年目の1898-99年度に入って､いわゆる｢社会的オキュペーション｣ (socialoccupations)を核とす

る教科課程が一応の完成をみるに至り､その後はこの教科課程にもとづいてさらに精度の高い実践

が展開されていったと理解することができよう｡

『大学広報』に掲載された実践報告は､まさにこの最初の2年間の試行期から教科課程が完成さ

れる1898-99年度までにわたって､実験学校の実践の様子を記録したものである｡以下の分析では､

この点をふまえ､実験学校の初期の実践を時間の順序にしたがって逐一追跡するここで､実験学校

の教科課程がどのようにして形づくられていったかを明らかにすることにしたい｡

年度の実践報告

1896-97年度に『大学広報』に掲載された実践報告は全部で30本ある｡これらには=School Record,

Notes, and Plan:The University of Chicago School"という統一タイトルが付されている｡そして､

各報告にはローマ数字でⅠからⅩⅩⅩまでの番号がつけられている｡

タイトルに記された実験学校の公式名称について

ここでまず注目されるのは､ 1896-1897年度の実践報告の統一タイトルで実験学校の公式名称が"The

University of Chicago School"iシカゴ大学附属学校)となっていることである｡次年度(1897-1-898

年度)の実践報告の統一タイトルは"Reports of the University Elementary School"であり､その翌

年度1898-1899年度)の実践報告の統一タイトルは"TheUniversityElementary School"となっている

ことから､ "The University of Chicago School"という呼称は1896-97年度だけで､次年度1897-1898
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年度)以降は"The University Elementary School" (大学附属小学校)が実験学校の公式名称になっ

たことになる｡

ところで､実験学校開設前の1895年にデューイが実験学校のプランを書いた文書のタイトルでは

"TheUniversity Primary School"が使われている15'｡実際の実験学校にこの呼称を使わなかったのは､

おそらくはデューイの強い意向を反映してのことであろう｡すなわち､彼は､当面のあいだ実験学

校は初等段階の学校として出発するが､将来的には中等段階までも含むことを予定していたのであ

る｡そのため､大学内の一組職としての学校の公式名称はUniversityPrimarySchoolでは困る､あく

までUniversitySchoolであるべきだということであろう｡

ところが､ 1897年5月21日付の『大学広報』に載ったデューイが書いた実験学校の概要を紹介す

る文章のタイトルはHThe University Elementary School : History and Character"となっている16)｡もち

ろん､ 『大学広報』の実践報告のタイトルの方はそのままであったが､ …The University Elementary

School"の名称は､ここで初めてデューイ自身によって用いられ､これが次年度1897-1898年度)以

降の『大学広報』の実践報告で用いられる実験学校の公式名称になったわけである｡

では､なぜ1897年5月の段階でデューイは…The University Elementary School"の名称を用い､また

次年度(1897-1898年度)以降にこれを実験学校の公式名称にするようになったのか｡その理由につ

いて考えられるのは､ 1896年10月にシカゴ手工学校(The Chicago Manual TrainingSchool)がシカ

ゴ大学に編入され､これがシカゴ大学の予備門として大学に付設されていたサウスサイド･アカデ

ミー(South SideAcademy)という中等学校といっしょになって､ The University SecondarySchool

(大学附属中等学校)が発足したからであろう｡つまり､シカゴ大学の組織としてTheUniversity

Secondary Schoolが存在するようになったので､大学の組織としてThe University of Chicago School

(または単にThe University School)の呼称は使えなくなり､そうした事情で実験学校の名称をThe

University Elementary Schoolにしたものと思われる｡

キンバーク街5714番地

さて､最初の実践報告は『大学広報』の第1巻第32号(1896年11月6日発行)に掲載された｡こ

の号には､同時に3本の実践報告が掲載され､それぞれに1896年10月16日､ 1896年10月23日､1896年

10月30日の日付が付いている｡これ以後の号では､実践報告は1本ずつ掲載されている｡

実験学校は､最初､ 1896年1月に57番街389番地(389 57thStreet,の住宅に開設されたが6月で

終了し､ 10月の新年度開始とともに､キンバーク街5714番地(5714Kimberk Avenue)の住宅に移転

して授業を再開した｡したがって､ 『大学広報』の実践報告はキンバーク街に移転した直後から書か

れたことになる｡

この時点で､生徒数は32名､年齢は6才から11才までであった｡

教師は､常勤がクララ･ミッチェル(Miss ClaraI.Mitchell] ､フレデリック･スメドレイ(Mr.

Frederick W.Smedley) ､キャサリン･キャンプ(Miss Katherine B.Camp)の3名､これにパート
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タイムの音楽指導員1名と､教育学科の大学院生3名がアシスタントとして加わった｡常勤の3名

は､ミッチェルが主として文学と歴史を､キャンプが理科と家庭科(domestic arts)を､そしてスメ

ドレイが手工(manual training)を担当した7)｡教師たちの間でこのように担当分野の割り振りがな

されたのは､キンバーク街に移転してからである｡

オールラウンド･ティーチヤーからスペシャリストティーチヤーへ

しかし､もともとデューイはオールラウンド･ティーチヤー､つまり一人の教師がいくつもの教

科を指導することが望ましいと考えていた｡しかも､このオールラウンド･ティーチヤーはさまざ

まな年齢からなる少人数の子ども集団を担任すべきであった｡なぜなら､学校は子どもたちにとっ

て｢理想的な家庭生活｣の延長として組織されるべきであったから､ちょうど母親の周りに年齢の

異なる兄弟姉妹が群がるようにクラスを構成するのがよいと考えられたわけである｡それで､実際

に1896年1月に実験学校が開始されたとき､最初に採用された教師のクララ･ミッチェルは6才か

ら9才までの16人の生徒を一人で担任し､手工についてはスメドレイがパートタイムで指導すると

いう体制がとられ^蝣-18)｡

しかし､オールラウンド･ティーチヤーが異年齢混合の子ども集団を指導するという実験学校の

当初の試みは､最初の6カ月間でうち切られ､教師はスペシャリストでなければならないこと､そ

して子どもたちも厳密な年令別の学年制ではないにせよ､知的理解力や活動能力の発達程度にもと

づいて､学年制に近い形に組分けされる必要があることが確認された｡

オールラウンド･ティーチヤーの｢理想｣がなぜ放棄されたのかについて､デューイは次のよう

に説明している｡

最初は､オールラウンド･ティーチヤーがベストだと考えられた｡そして､一人の教師がいくつもの

分野(branches)を教えるのが望ましいと考えられた｡しかしながら､この理論は放棄され､得意分野

で訓練を受けたスペシャリスト-特定の方面にすぐれたエキスパート-を教師として確保するほうが

よいと考えられた｡最初のプランが放棄された理由の一つは､事実と真理にもとづいた科学的諸事実を

教えることができなかったことである｡子どもが興味をもつものならどんなものでもよいものだとか､

子どもの注意を呼び起こし刺激しさえすればそれですべて結構だとかいうふうに考えていた｡しかしな

がら､子どもはそこから真理を学び取る必要があるのであり､それ以外のものに従属してはなら.ないの

である｡子どもにまちがったものを見せることによる観察の訓練は､しばしば思われている以上に好ま

しくない｡スペシャリストによるのでなければ科学の作業を正確に指導することは困難である｡そして､

同様の変更は他の諸教科についても導入されることになっVs.19)｡

オールラウンド･ティーチヤーの｢理想｣が放棄されたのは､明らかに､この学校の基本方針に

関わっていた｡すなわち､教科書中心の画一的な一斉授業を否定して､子どもの自然な欲求や興味

を出発点に､そこから学習活動を発展させていくという基本方針である｡だが､このいわゆる児童

中心主義の方針は､ただちにゆきづまる｡それは児童中心主義がまちがっていたからではなく､子

どもの欲求や興味を真に価値ある学習へと結びつけていくことが､オールラウンド･ティーチヤー
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では困難だったからである｡この点についてデューイは次のように論じている｡

一人の教師が手工､芸術､理科､文学のすべてにわって有能であることは､たとえそれが望ましいこ

とだとしても､とうてい不可能である｡物理的に不可能だし､能力的にも不可能だ｡すべてを一人の教

師にまかせるということになれば､いずれかの分野で必ずや表面的な仕事がなされ､そして子どもたち

はエキスパートの本物の仕事ぶり(expertworkmanship)を示すモデルをもたないことによって､注意

の浅い不完全なやり方を身につけることになる20)｡

実際､最初に採用された教師のクララ･ミッチェルは､フランシス･パーカー(Francis Wayland

Parker)が校長を勤めるクック郡師範学校(Cook County Normal School)の卒業生であり､子ども

の興味や活動を中心に授業を展開するという点では､彼女は適任であった｡しかし､彼女は理科の

分野ではスペシャリストではなかったから､子どもたちが自然観察の中で示す自由な反応を諸事実

の科学的な理解にきちんと結びつけて指導することができなかったのである｡それで､新たにキャ

サリン･キャンプが理科のスペシャリストとして採用され､ミッチェルは彼女本来の専門分野であ

る文学･歴史の担当となったわけである｡

もちろん､ミッチェルは有能な教師であった21)｡そして､デューイは､有能な教師ならば子どもた

ちの示す自然な欲求や興味を捉え､そこから適切な学習活動を展開して､知識や技能の習得へと導

いていけるだろうと考えていた22)｡しかし､オールラウンド･ティーチヤーにそれを要求するのは無

理だということがわかった｡子どもの欲求や興味から出発して､しかも各分野にわたって確実な学

習を組織するとなると､教師は特定分野のスペシャリストでなければならない｡それは､理論から

導きだされた結論というより､やってみてはじめてわかった教訓である｡だから､オールラウンド･

ティーチヤーを放棄してスペシャリスト･ティーチヤーに代えるというのは一つの選択の問題であ

った｡そして､実験学校では｢事実についての誤った説明やあいまいな推測から生じる知的混乱の

緊張よりも､一人の教師から別の教師へと移動する際に生じる緊張に対処するほうがずっとましだ｣23)

という実践上の判断がくだされたのである｡

一人の教師があれもこれも教えるということになると､結果的に､子どもたちに質の高い学習を

提供できなくなる｡理科､文学､歴史､芸術､音楽､体育､手工など､どの教科のどの分野の学習

においても､子どもたちには正確な事実と厳密な方法が用意されなければならない｡子どもだから､

小学生だからということで､学習の中身がいい加減なものになってほならないのである｡この点に

ついてデューイは､キンバーク街で授業が再開される直前の時期に､次のように論じている｡

最新の科学の成果や科学的なものの見方を小学校段階に導入しようとする際､障害となるこ

との一つは､事実ではない｢事実｣が教えられていることである｡あるいは､事実が相互に無

関係に､あまり一貫性のない形でもち込まれ､時代遅れの方法が用いられていることである｡

子どもは､最も進んだ水準(the most advanced plane)にもとづいたところから出発すべきであ
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り､その際､特殊な事柄や方法といえどもいい加減にしたり子ども向けに手直ししたりしない

で､最大限に正確さを確保し､概念や原理は重要性の大きいものから､上級学年への発展を考

えて選択すべきである24)｡

実際､デューイの実験学校の子どもたちは､今日の小学校と比較してみても､かなり高度な学習

内容を学んでいる｡例えば､古代ローマ史の学習では共和制から帝政への移行の原因を地中海貿易

を通じたローマと属領との関係から究明したり､理科では電気と磁石の性質を一つ一つ実験をおこ

ないながら学び､簡単な電池や電信装置､発電装置､検電計を作っている｡

一般に､デューイの実験学校といえば､子どもの興味や活動を尊重するあまり､学力の形成はお

ろそかにされたと考えられがちである｡しかし､事態はまったく逆だったと言っても過言ではない｡

デューイは､実験学校がその開始にあたって最も中心に置いていた研究課題は､初等教育の教育内

容の水準をいかにして引き上げるかということにあったと述べている｡今日の言い方では､教育内

容の｢現代化｣である｡

歴史や科学や芸術の教育内容(subject-matter)が子ども自身の現在の経験の中で積極的な価値とリ

アルな意味をもつように､それらを導入するにはどうしたらよいか｡幼い子どもにとってさえ､それら

の教育内容が知識･技能の点でなにか達成するだけの価値をもち､ちょうどハイスクールやカレッジの

学生がその教育段階に至ってはじめて得ることができるような知的および情緒的な満足を､小学校の段

階でも得られるからこそ教育内容が子どもにとって価値をもつようにするにはどうしたらよいか｡ --

最近の統計資料をいくつか見てみると､学校に入学してからの最初の3年間の75%から80%は､学習の

内容ではなく形式に､すなわち読み･書き･計算といったシンボルの習得に費やされている｡こうした

ものにはあまり身になる栄養はない｡その目的は重要であり､また必要でもあるが､後年まで引き延ば

されている積極的な教育内容､すなわち歴史と科学の真理､あるいは現実世界と美に対する洞察力の増

大､こうしたものによって示される子どもの知的および道徳的な経験の拡大には､シンボル形式の習得

は少しも寄与しないのである｡だから､われわれの実験の一つの目的は､子どもに周囲の世界について

の理解を与え､自然界の諸力について､社会の歴史的発展について､多様な芸術形式で自分自身を表現

する能力について､真に学ぶ価値のある教育内容を幼い子どもにどの程度与えることができるのかを発

見することである｡厳密に教育的な側面から言えば､これが当校の主たる問題であった｡われわれはま

さにこの方面において､教育全般に対する主要な貢献をなしたいと望んでいる｡そのために､積極的な

内容と固有の価値をもち､しかも生徒の側に探究と構成の態度を求めるような教科が､当校の実践の核

にすえられる25)｡

もちろん､デューイはカレッジやハイスクールで教えられている教育内容を単純に小学校に降ろ

してくることを主張しているのではない｡彼が問題にしているのは､小学校では読み･書き･計算

の反復練習と言葉だけの雑多な知識の暗唱がおこなわれだけで､本当に学ぶ価値のある｢積極的な

教育内容｣はあとまわしにされていることである｡本当の学習はハイスクールやカレッジにいって

からおこなうもので､初等教育は単なる準備段階にすぎないというわけである｡しかし､小学校の
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子どもでも､適切な教材と教授法を開発すれば､自然･社会･芸術についてハイスクールやカレッ

ジの学生が学ぶのと同じ概念や原理を学ぶことができるし､またそのような力を本来子どもはもっ

ている｡このことをデューイの実験学校は証明しようとしたのである｡

だから､デューイの実験学校は教科書中心の画一的な一斉授業を､単純に活動主義の自由教育に

置き換えたわけではないし､知識､理解､技能の獲得は遊戯や工作のなかで付随的に生じればそれ

でよいとしていたわけでもない｡この学校は｢真に学ぶ価値のある教育内容を幼い子どもにどの程

度与えることができるのかを発見すること｣を教育実践上の｢主たる問題｣にしていたのである｡

つまり､歴史や科学や芸術の｢積極的な教育内容｣を準備することを第一にしていたのである｡

しかも､そうした教育内容は子どもの発達段階を考慮して､ ｢子ども自身の現在の経験の中で積極

的な価値とリアルな意味をもつように｣導入されるのでなければならない｡だからこそ､子どもの

示す自然な欲求や興味が大切にされる必要がある｡しかし､それらはあくまでも学習活動を展開す

るうえでの出発点にすぎないのであって､それらがそのまま教育内容を決定するわけではない｡教

育内容は教師が準備するものである｡そして､教師はそれらの教育内容を｢子ども自身の現在の経

験｣に翻訳するために､適切な教材(materials)と教授法(method)を開発しなければならない｡

実験学校の教師たちによる実践記録は､まさにそうした教材と教授法の開発の記録なのでる｡

しかし､デューイの実験学校が､その開始の時点から､教育内容は教師が準備するものだという

認識をもっていたかどうかは､定かではない｡おそらくは､もっていなかったのではないか｡デュー

イ自身が述べていたように､ ｢最初はオールラウンド･ティーチヤーがベストだと考えられ｣ ､ ｢子

どもが興味をもつものならどんなものでもよいものだとか､子どもの注意を呼び起こし刺激しさえ

すればそれですべて結構だとかいうふうに考えられていた｡26)｣つまり､子どもの示す自然な欲求や

興味がそのまま教育内容を決定すると考えられていたわけである｡しかし､そうした考えはただち

にゆきづまり､修正をよぎなくされたことは､先に見たとおりである｡

メイヒュ--エドワーズの『デューイ･スクール』によれば､実験学校の最初の六カ月は｢試行

錯誤の期間｣であり､主として｢なにをなすべきでないか｣が明らかにされた期間であったという27)｡

そして､その間の事情が次のように説明されている｡

子どもの4つの本能的欲求一一コミュニケーションしたい､構成したい､探究したい､表現したいと

いう衝動一一は､子どもの活動の自然な源泉である｡子どもの成長は､これらの衝動を実際に行使する

ことに依存している｡だから､カリキュラム開発は､表現や創造行為に向かうこれらの根本的な衝動に

応えつつそれらを利用する方策を開発することである｡

実験学校が開始されたとき､子どもの心理学的諸条件に即した学習をおこなう学校はひとつも存在し

なかった｡ただ､前年[1895年]の秋にデューイ氏が印刷に付した若干の理論的公式があっただけであ

る｡学校をどう組織していったらよいのか､前例となるプランはまったく存在しなかった｡そのため､

最初の六カ月の経験は､大部分が､なにをなすべきでないかを示すものであった｡それで､最初の六カ

月が終了したところで､教育目標､教育計画､教育方法が練り直された｡それまでに成功したことと､
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それよりも特に失敗したことにもとづいて､カリキュラム､組織､管理について多くの修正がなされた｡

しかし､当校のもともとの目的はそのままだった｡すなわち､子ども一人一人に自分が本当にやってみ

たいと思う事柄をおこなう機会と方法を与え､その過程の中で､子どもが自分のやっていることの社会

的な意味を次第に理解していくように指導することである26)｡

最初の6カ月の｢試行錯誤｣を通じてこ実験学校は教育目標､教育計画(カリキュラム) ､教育

方法のすべてにわたって大幅な練り直しがおこなわれたことがわかる｡ただし､メイヒュ--エド

ワーズは｢失敗したこと｣の中身を具体的に説明していない｡おそらく実験学校の｢もともとの目

的はそのままだった｣としても､子どもの生来の欲求や興味から出発して学習活動を組織していく

ためには､単に｢子ども一人一人に自分が本当にやってみたいと思う事柄をおこなう機会と方法を

与える｣だけではだめで､そこに｢真に学ぶ価値のある教育内容｣が準備されなければならないこ

とが､最初の6カ月間の｢試行錯誤｣を通じて実践的に確認されたのであろう｡そして､そのため

にオールラウンド･ティーチヤーの｢理想｣は放棄され､スペシャリスト･ティーチヤーの体制の

もとで､各教師がそれぞれの得意分野において､教材開発と指導計画の策定に取り組むことになっ

たのであろう｡もちろん､それ自体が､実験学校の教師たちにとっては､前例に頼ることのできな

い試行錯誤の連続となったことは言うまでもない｡

デューイはオールラウンド･ティーチヤーの｢理想｣を放棄するに際して､スペシャリスト･テ

ィーチヤーの弊害についても論及している｡そして､ ｢当校は､手工と科学と歴史のスペシャリス

トの貢献を､目的と方法の統一に結びつける努力をしている｣と述べ､ ｢スペシャリストによる授

業にしばしば伴う不当な分離は[教科担任制という]方法に固有のものではなく､統一された計画

による監督､協同､統制の欠如の結果である｣と論じている29)｡ここに言う｢手工と科学と歴史のス

ペシャリスト｣とは､それぞれ､スメドレイ､キャンプ､ミッチェルの3人であるが､これ以後､

実験学校では各教師間に相互理解と協同の関係をつくりあげていくことが､学校経営上の課題とな

っていく｡教員会議(Teachers'Meeting)を毎週開き､そこにデューイも参加して､教師の実践報告

(workreport]にもとづいて授業研究がおこなわれたのも､そうした課題に向けた努力の一つであ

っただろう｡

無学年制の放棄

さて､最初の6カ月の｢試行錯誤｣の結果､子ども集団についても､当初の異年齢混合の方針が

変更され､キンバーク街に移転してからは発達段階に応じた学年制に近い組分け(grouping)がおこ

なわれるようになった｡この間の事情について､デューイは､開校後3年が経過した1899年2月に

次のように説明している｡

最初､われわれは可能なかぎり異なった年齢と発達段階にある子どもたちを混合した｡それは､そう
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した混合から生じるギブアンドテイクには精神発達上の利点があると考えたからであり､また年長児に

年少児のめんどうをみる責任をもたせることには道徳的な利点があると考えたからである｡学校が大き

くなるにつれて､この方針を放棄して､子どもたちを共通の能力(capacities)にしたがって組分けする

ことが必要になった｡しかしながら､これらの組分けは､読み書きの能力(ability)にもとづくもので

はなく､精神的態度(mental attitude)と興味の共通性にもとづいており､一般的な知的能力や精神の

機敏さにもとづいていた｡われわれは､依然として､いくつかの方法で子どもたちを混合するという考
はしごだん

えを実行しようと努めており､ ｢学年制｣の学校の厳格な梯子段のシステムを構築するつもりはない｡

そのための第一歩として､子どもたちは異なる教師の間を移動し､異なる教師と接触をもつようにして

いる｡これにはさまざまな困難や弊害があるけれども､私が思うには､子どもたちが多数の異なるパー

ソナリティと親密な関係をもつようになることは当校における最も有益なことの一つである｡子どもた

ちはまた､全体集会(general assemblies)に集まり､歌を歌ったり､他の組の生徒たちが学校全体の活

動報告を読みあげるのを聴いたりする｡さらにまた､年長の子どもたちは週に30分､年少組に加わり､

可能な場合には､例えば工作(hand-work'において年少児の作業に加わる｡こうしてさまざまなや

り方で､われわれは学校全体に家族的精神(a family spirit)がゆきわたるように工夫しており､孤立

した学級や学年というものを感じないようにしている30)｡

なぜ異年齢混合の方針を放棄したかについて､デューイは学校の規模が大きくなったからとしか

説明していない｡確かに､生徒数が増加すれば組分けの必要が生じるのは当然である｡しかし､な

ぜそれが｢共通の能力｣とか｢精神的態度と興味の共通性｣にもとづく組分けである必要があった

のか｡それについてのデューイの説明はない｡しかも､他方で厳格な学年制をとるつもりはないと

述べ､全体集会の催しや工作での作業を通じて､可能なかぎり年少児と年長児を混合する工夫もし

ている｡そこまで異年齢混合にこだわりながら､なぜ当初の異年齢混合の方針を棄てて｢共通の能

力｣にもつづく組分けをおこなう必要があったのか｡

おそらくその答えは､オールラウンド･ティーチヤーからスペシャリスト･ティーチヤーへの変

更と同様､実践上の一つの選択だったということだろう｡つまり､異年齢混合による利点よりも､

子どもたちの｢共通の能力｣にもつづく組分けの方が優先されたということであろう｡

最初､実験学校が始まったとき､生徒数は6才から9才までの16人だった｡これをクララ･ミッ

チェル一人が担任したわけである｡そこでは年少児と年長児がいつも一緒に行動し､ ｢年少児が年長

児から無意識に学ぶようになること｣31)とか｢年長児が年少児のめんどうをみる責任もつことによる

道徳的利点｣とかが期待された｡それは､学校を｢理想の家庭生活｣の延長として組織し､従来家

庭や近隣において子どもたちの生活の中でごく自然におこなわれてきたことを学校生活の中で再現

しようという考えにもとづくものだっただろう｡

キンバーク街に移転したとき､生徒数は6才から11才までの32人に増加した｡そして､これをつ

ぎのように5つのグループに分けた32)｡

GroupI: 5才半～6才

Group II:6才～7才
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Group IE: 6才半～7才～8才､

Group IV: 7才～9才

Group V: 9才～11才

厳密に年齢ごとではないが､学年制に近い組分けと言ってよいだろう｡各組別の生徒数はわから

ないが､単純に計算すれば､それぞれ6-7名といったところである｡この時､常勤の教師は3名

で､教科担任制をとったから､どこかで複数の組が一つの授業を受けるということになろう｡事実､

Group IとⅡおよびG-oupIVとⅤは一緒に授業を受ける場合が多く､ときにはGroup IとⅡとⅢが一

緒になることもあった｡これは『大学広報』の実践報告の記述から知られる｡

常勤の教師が3名なのに生徒の方は5つに組分けされ､しかもそれが学年制に近い組分けになっ

ている｡なぜこのような組分けがおこなわれたのか｡その理由として考えられるのは､教師がオー

ルラウンド･ティーチヤーからスペシャリスト･ティーチヤーに切り替えられたのと同様に､生徒

の方も異年齢混合の子ども集団から､年齢や能力の点でよりスペシャライズされた子ども集団へと

編成される必要があったということであろう｡つまり､教師の側が教科担任制をとるのに対応して､

生徒の方は一定の発達段階ごとに区分されたということであろう｡組分けの基準が｢共通の能力｣

とか｢精神的態度と興味の共通性｣であったことは､それをものがたっている｡メイヒュ--エド

ワーズが引用したデューイの講演速記録には､組分けの基準として｢一定の種類の課業(work)を

こなす能力｣への言及もある33)｡

そこにはやはり､異年齢混合の自然集団に近い形では子どもたちに｢積極的な教育内容｣を系統

的に学ばせていくことができないという実践上の判断があったと考えられる｡もちろん､デューイ

の実験学校は教科書中心の一斉授業をおこなっていたわけではないから､いわゆる能力別学級編成

による学習効率の向上をねらっていたわけではない｡しかし､この学校は子どもたちが思い思いに

遊びや工作をしていればそれがそのまま学習だとするような牧歌的な児童中心学校をめざしていた

のでもなかった｡この学校がめざしていたのは､初等教育にカレッジやハイスクールの学生が学ん

でいるのと同じ｢積極的な教育内容｣を導入し､しかもそれが子どもたちの生来の欲求や興味の内

発的な展開の中で学ばれるようにすることであった｡そこでは､教育内容は一群の知識や概念とし

て与えられるのではなく､教育内容はそうした知識や概念を子どもたちが自ら発見し､構成し､創

造する彼ら自身の探求活動の内容として与えられる｡もちろん､その内容は教師が準備するもので

あるが､それを子どもたちは自らの探求活動をとおして発見し､構成し､創造していくのである｡

こうした探究的な学習活動を展開するためには､子どもたちは異年齢の混合集団ではなく､一般

的な知的能力や課題遂行能力の発達程度の違いにしたがって､きちんと組分けされる必要があった

のではないか｡例えば､植物の学習において､植物が呼吸をしていることは､ 6-7才の年少児で

も観察や簡単な実験をおこなって確かめることができる｡しかし､土中の塩類や空気中の酸素と二

酸化炭素の存在を確認したり､それらの基本的な性質を理解したりするために､一連の化学実験を

遂行することは､ 6-7才の年少児には無理であり､ 9才くらいにならないとできない｡
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『大学広報』掲載の一連の実践報告を見ればわかるように､実験学校ではこうしたことを日々の

授業実践を通じて一つ一つ確認しながら､植物学習なら植物学習の具体的な教材を開発し､植物の

分野の系統的な指導計画を作り上げていくということがおこなわれた｡そのためには､教師は教育

内容についてのスペシャリストである必要があっただろうし､同時に生徒たちを発達段階の違いに

よって組分けし､それぞれの段階で子どもたちが何をどこまで学ぶことができるのかを臨床的に明

らかにしていく必要があっただろう｡いわば組分けは､教師による教材開発と系統的な指導計画の

立案のための必要条件だったということであろう｡

そうだとすれば､キンバーク街-の移転を境に､実験学校がオールラウンド･ティーチヤーをス

ペシャリスト･ティーチヤーに切り替え､異年齢混合の子ども集団を学年制に近い形に組分けした

ことは､この学校がこのとき以来､本格的に教育内容の開発･研究に取り組みはじめるための体制

整備の一環としてとられた措置だった見ることができよう｡

シカゴ大学の1895-1896年度の『年次記録』 (Annual Resister)には､この年度の1月(1896年1

月)に教育学科(Department of Pedagogy)に開設された小学校(実験学校)の目的が次のように記

述されている｡

当学科ではすでに小学校を開設し､そこにおいて学校教育の最も早期の段階でのよくバランスのとれ

たカリキュラムを作成することについて､科学的研究をすすめる機会を提供している｡この学校の主目

的は､正しい方法(method)をテストし開発することであるが､ここで言う方法とは､単に教師の教え

方という意味における方法ではなくて､むしろ子どもの生活の必要に教材を適合させるように､正しい

教材の選択を図るという意味での方法である34)｡

おそらくこれを書いたのはデューイであろう｡というのは､この記述は『年次記録』の中の教育

学科の概要を述べた文章の中の一節で､しかもこのときの教育学科の責任者は哲学科主任教授のデ

ューイであり､教育学科にはデューイの他に准教授のバルクリー(Julia E.Bulkley)がいたが､彼

女はデューイとは不仲で､あとにも先にも実験学校には一切かかわりをもたなかったからである｡

上の引用から､実験学校の主目的は当初から教育内容の研究であったことがわかる｡しかし､これ

が書かれたのは1896年7月以降､つまり実験学校が最初の6カ月の｢試行錯誤の期間｣を終了して

からである｡なぜなら､ 1895-1896年度の『年次記録』の記載内容はその年度が終了してから書かれ

るものだからである｡ (年度は7月から変わる｡)

最初の3本の実践報告

『大学広報』の第1巻第32号(1896年11月6日発行)に掲載された最初の3本の実践報告(以下では

報告Ⅰ､報告Ⅱ､報告Ⅲ)は､実践報告というよりも授業計画のメモといった程度のものである｡

報告I (1896年10月16日付)では､まずはじめに､教育内容が｢子どもの生活との関係｣を基本

に構成されることが示されている｡そして､次の4項目が設定されている｡
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1.住居　2.エネルギーとしての熟　3.食物　4.身体発達

そのうえで｢10月13日から22日になされるべきこと｣として､次の4つの内容が提示される｡

1.住居の歴史的側面
かまと

2.暖房;竃;トウモロコシの調理における熟と水の効果

3.食物-一秋の穀物､果物､種子､リンゴ､トウモロコシ

4.身体運動;音楽

ここでは､前年1895年)にデューイが｢大学附属小学校組織計画｣で提示した教育内容構成の

原理がそのまま踏襲されている｡というのも､この｢計画｣の中でデューイは､子どもにとって最

も身近かな衣･食･住にかかわる｢典型的な活動｣を出発点にして､それらの発展形態として｢理

科｣ ｢歴史｣ ｢地理｣ ｢芸術表現｣ ｢文学｣等の学習が展開されていくような教育課程を構想している

からである35)｡

さて､報告Ⅰで注目されるのは､具体的な授業計画が｢教師の観点｣と｢子どもの観点｣の2つ

の観点から示されていることである｡報告Ⅱ､報告Ⅲでも同様である｡

｢教師の観点｣は､授業の指導内容を次のような12の学問領域にわたって設定するものである｡

･歴史(History)

･言語(Language)

･文学(Literature)

･芸術　Art)

･音楽(Music)

･身体文化( Physical Culture)

･数学(Mathematics]

･物理(Physics]

･化学(Chemistry

･地学(Geology)

･地理(Geography)

･生物(Biology

例えば上掲の｢1.住居の歴史的側面｣に関して言えば､まず｢原始時代とギリシア人の住居｣が

｢歴史｣のサブジェクトとして取り上げられ､原始時代とギリシア人の住生活の様子が学ばれる｡

その際､洞窟や森がどういう所かを確認したり､ギリシアがどこにあるかを地図で確かめたり､ギ

リシアの気候や地形､産物について調べたりすることが｢地理｣の内容となる｡さらに｢原始時代

とギリシア人の住居｣の学習に関連づけて｢洞窟に住む人々と樹上生活をする人々の物語｣や｢ア

ポロンの神話､不和のリンゴ36)､トロイのヘレネ37)｣といったギリシア神話が｢文学｣として取り上

げられる｡そして､これらの学習を通じて得た原始時代とギリシア人の住生活のイメージや個々の

物語の内容を子どもたちは絵に措いたり､粘土模型を作ったりして､これが｢芸術｣になる｡また､
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これらの学習において､簡単なセンテンス(例えば"People lived in caves."のような)を書いたり､

物語の読み聞かせを聞いたり､その内容を要約したり､学習した事柄をノートに記録したりするこ

とが｢言語｣の学習として随時おこなわれる｡
かまど

上掲の｢2.暖房;竃;トウモロコシの調理における熟と水の効果｣は､まず住生活の一要素とし

ての｢暖房｣ (季節は10月の後半であり､シカゴでは暖房をとり始める時期である)に注目するこ
かまど

とから始まって､そこから竃の仕組みに移り､そしてトウモロコシの調理へと展開していく一連の

活動として取り組まれる｡この一連の活動の中で､ ｢燃焼､その作用と産物(灰) ｣が｢化学｣の内
HE3Sご

容として､ ｢石炭｣や｢石炭層｣が｢地学｣として､ ｢竃の仕組み｣や｢水の属性｣が｢物理｣とし

て､ ｢石炭の供給地｣が｢地理｣として取り上げられる｡しかし､これらはあくまでも｢教師の観点｣

からの分析であって､子どもたちは｢化学｣とか｢物理｣とか｢地学｣とか｢地理｣とかいった観

念をもつことなく､例えば松と石炭の燃焼の様子を比較したり､灰はアルカリ性であることを確認

するといった一連の活動をおこなっていくのである｡また､石炭採掘の様子を書いた本を読み聞か

せてもらって､その内容を要約することが｢言語｣の学習として取り組まれ､石炭採掘の様子につ

いて絵に措くことが｢芸術｣として取り組まれる｡さらに､トウモロコシの調理で材料のトウモロ

コシと水の分量を計ることが､重さと容積の単位についての｢算数｣の学習として取り組まれる｡

また､一連の活動の中で学習した事柄をノートに記録することが読み書きの習得(｢言語｣学習)と

なる｡

要するに｢教師の観点｣は､子どもたちが展開する活動(例えば､ ｢原始時代とギリシア人の住

居｣を主題にした一連の活動)を､教科指導の観点から分析したものである｡つまり､子どもたち

が取り組む活動には､教科指導の内容としてどのようなものが含まれているかを明示するためのも

のである｡

これに対して｢子どもの観点｣は､子どもたちが実際に取り組む活動を､次の7つの種類に分類

したものである｡

1.構成的(constructive)活動

これにはつぎのような活動が列記されている｡

･鉛筆削り､ブックカバーを作る(GroupI-V)

･厚紙で鉛筆箱を作る(Group I -IE)

･原始時代の住居すなわち洞窟を砂､粘土､石等で造る(Group I-II)

･植木鉢を置くために窓のところに棚を作る(GroupIV-V)

ここでは､ ｢原始時代の住居｣という学習に関連して､実際に洞窟の模型(かなり大型)を造

ってみるということがおこなわれている｡それ以外の構成的活動は､子どもたちが学校で使う物

品や学校の備品を子どもたち自身が作る活動である｡

2.芸術的(artistic)活動
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Group I, II, IHが取り組む活動として次のものが示されている｡

(1)鉛筆､クレヨン､紙細工で､以下のものを表現する｡

(a)石炭採掘の様子(b)綿の成長(C)ベルソポネ-　　(d)不仲のリンゴ

(e)原始時代の住居であった樹木と洞窟

(2)粘土と砂を使って次のものを表現する(a)洞窟の家(b)綿花畑

(3)水彩絵の具でリンゴを措く｡赤と緑

GroupIV, Vが取り組む活動として次のものが示されている｡

(1)鉛筆､クレヨンで､以下のものを表現する｡

(a)石炭(b)綿花畑(C)学習した地方の風景

(d)物語の一節から､不仲のリンゴ､トロイのへレネを表現する

(2)水彩絵の具でトウモロコシとその茎を措く

ここでは､子どもたちが原始時代とギリシア人の住居や､それに関連してギリシア神話の物語

について学んだりする中で､彼らが獲得する観念やイメージを絵に措いたり､粘土と砂で表現し

たりしている｡同様に､ ｢石炭｣や｢石炭採掘の様子｣を表現することは､おそらく住生活の｢暖

房｣の学習に関連しているであろう｡ ｢リンゴ｣と｢トウモロコシ｣を絵に措くことは､秋に収

穫される食べ物の学習に関連しているであろう｡また｢綿の成長｣や｢綿花畑｣を表現すること

は､後に出てくる｢裁縫｣の学習との関連でおこなわれたのであろう｡

いずれにせよ､ここでは芸術的活動は､それ自体が学習活動の一部分となるような形で取り組

まれている｡特に､物語の一節を絵に措くとか､原始時代の住居である樹木や洞窟を絵に措くと

いった活動はその典型であろう｡

3.実験的(experimental)活動

実験的活動の内容としては､以下のものが示されている｡一般には､理科の実験として行われ

るものであるが､ここでは理科として独立しているわけではなく､一連の学習活動の中で､その

一部分として取り組まれている｡

･トウモロコシに対する熱の作用(GroupI-V)

トウモロコシは､粒のままのもの､砕いたもの､粉にしたもの､すなわちコーン･ミールと

シリアルのそれぞれについて､熱の作用の仕方を確かめる｡
かまとかまど

･竃の通風を毎日点検する｡蒸気竃の模型装置を作る｡ (GroupIV, V)

･オーク材と松からできた灰の重さと､元の材木に対する灰の割合を求める｡ (GroupV)

･木と石炭の灰の属性の違いを､水を使って確かめる｡ (GroupIV-V)

･トウモロコシを綿とコイルの中に植える｡ (GroupI-V)

4.料理(cooking)

･トウモロコシの皮をむいて､粒を取りだす｡それらを煎る｡熟と水を使って料理する｡粉に

し､または砕いて､コーン･ミールとシリアルに使う｡ (GroupI-HI)
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･桝を使ってパイントを4分の1にする｡重さの測定､ 1ポンド｡ (GroupI, H)

･桝を使い､クオーツとパイントを3分の1と4分の1にする｡ (Groupm)

･桝を使い､クオーツとパイントを3分の1と4分の1にする｡ポンドとオンス｡

Group IV- V)

直接にはトウモロコシの料理をおこなうが､それに関連して､トウモロコシと水の量を測る必

要から､ノ17イント､クオーツ､ポンド､オンスといった重さの単位の関係の理解､ 3分の1とか

4分の1といった分数の理解など､算数の学習を同時におこなっている｡

5.裁縫(sewing)

･皿拭き用のタオルを作るため､測定､裁断､仮縫い｡ (GroupI-V)

･家でミシンで縫う｡ (GroupV)

･皿洗い用の布を作るため､測定､裁断､縫う｡ (GroupI､ Ⅱ､ Ⅲ)

皿拭き用のタオル､皿洗い用の布は学校の料理時間に子どもたちが自分で使うものである｡

6.ゲーム(games)

記載なし｡

7.お話(storytelling)

GroupI, n

･口頭でのお話し｡

石炭採掘と綿の成長について｡プロセルビアの神話(ホーソン版) ｡アポロ神話(第五話) ｡

不仲の神話｡詩｢葉はどのように落ちるか教えましょう｣ (クーリッジ)｡樹上生活者と洞窟の

住人の物語｡

･書き言葉:上記の物語の中に出てくる新しい単語を書く｡

GroupEl

･口頭:上記と同じ｡

･書き言葉:上記の物語の中から若干のセンテンスを書く｡

GroupIV, V

･ ｢産業物語｣にある石炭の物語を読み､書く｡綿の栽培と綿加工の物語｡不仲のリンゴとト

ロイのヘレネ｡イリアッドからアポロの神話(第五話)

年少児(GroupI, H, n)はまず口頭でお話を聞くことを中心にして､それから単語や短い

センテンスを書くことがおこなわれる｡年長児(GroupIV, V)ではまず読むこと､そして読ん

だ内容を書くことがおこなわれる｡

次に､報告n 1896年10月23日付)では､報告Ⅰに示された内容に対する変更点が示されている｡

最も大きな変更点としては､料理に関連した算数の課業で､重さと量の測定に関する｢クイック･

ドリル｣ (quickdrill)が追加されたことである｡実験学校では原則として読み･書き･計算のドリ
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ルはおこなわないことになっていたが､やはり数の計算に関しては技能　skills)の習熟が不可欠と

判断され､そのために素早く計算をおこなう｢ドリル｣が追加されたのであろう｡これは当初の原

則に対する大きな変更である｡
かまと

その他の変更点としては､年長児(GroupIV, V)の｢竃の模型を作る｣という課業は｢実行不

可能｣としてとりやめになっている｡料理では､トウモロコシのほかに､栗の実が加えられ､年長

児(GroupIV, V)では小麦も加えられた｡年長児(GroupIV, V)の実験的活動では｢灰のアルカ

リ性をテストする｣ことと｢二酸化炭素のテスト｣と｢熟によるデンプンの変化｣が新たに追加さ

れた｡

報告DI 1896年10月30日付)では､新たに｢農場訪問｣がおこなわれること､シカゴ大学の教官

が子どもたちに｢ギリシア人の生活についてのわかりやすいお話し｣をしてくれることが記されて

いる｡その他､ギリシアの陶器を粘土で作り､さらにギリシア芸術の源泉としてのエジプトの装飾

品の描画が加えられている｡

授業の実際

報告Ⅳからは､それぞれの週におこなわれた授業のうち､特徴的な局面を取り上げて説明してい

る｡

まず､ 11月のはじめに｢農場訪問｣がおこなわれ､ Group IとGroupIIは､農場の様子と食料供給

源としての農場の役割について中心的に学習がおこなわれた｡すなわち､畑を耕すこと､搾乳､玉

子の採集について見てきたことを話し合い､粘土と紙細工で鋤､くま手､砕土機のような道具や家

畜､家畜小屋などの模型を作り､果物と野菜の絵を描くといったことがおこなわれた｡

この｢農場｣の学習は､感謝祭(11月第4木曜)に関連づけて収穫の観念-と結び付けられ､ ｢プ

リマス植民地｣の初期の生活の物語へと展開していった｡具体的には､白人とインディアンの出会

い､イングランドとオランダから新大陸をめざした社会的･宗教的動機､自由への要求､そのため

になされた犠牲と困難､遠い新大陸のイメージ､航海や嵐の様子､ニューイングランド海岸の特徴､

上陸の困難さといった一連の事柄が取り上げられた｡しかし､合衆国史の学習はここだけで単発的

に終わっており､その後に展開された形跡はない｡

年長組(GroupIV, V!はムーア著『ピューリタンとピルグリム』の中の物語を読み､ホーソン著

『おじいさんの椅子』の読み聞かせを聞いた｡

次に､ ｢原始時代とギリシア人の住生活｣の学習では､原始時代の部族はどうやって食料や住居を

手に入れたかという問題が考察され､住居は川の近くの岩場が適当だということが兄い出された｡

また､住居としての樹木､小屋､洞窟のそれぞれの利点が比較された｡ GroupIHの子どもの一人は､

この学習の中で次のような文章を書いている｡

むかし､部族は木に住んでいました｡彼らは木が気に入らなかったので､木で小屋を作りました｡小

屋は彼らの身を守ってくれなかったので､彼らは洞窟を見つけました｡私なら川の近くの洞窟に住みま
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ここには､原始時代の住生活の学習が､単なる｢歴史｣の学習ではなく｢地理｣の学習の要素を

も含みながら､本質的には人間の社会生活の基本的な要素についての洞察を与えることに主眼が置

かれていることがわかる｡

さらにこの学習では､子どもたちは､洞窟の住居で使われるカップ､ジャー､粉挽き用の石､ナ

イフ､手斧等の道具の模型を作ったり､周囲の環境から推測して食料としては草の実､木の実､野

生穀物などがあっただろうと想像したりしている｡いわば子どもたちに想像上で原始時代の生活を

実演させるようにして､人間の社会生活の最も基本的な要素を理解ざせていこうとしているわけで

ある｡

｢ギリシア人の住生活｣に関しては､ GroupIVとGroupVで､家庭用具としてのアンフォラ(両手

つき壷)を取り上げ､それを絵に措いたり､粘土で模型を作ったり､壷の装飾デザインの渦巻き模

様を研究したりした｡また､アルゴナウテス40)の物語が初期ギリシアの移民に関連づけて読まれ､

トロイヤ海岸での野営の様子が『イリアス』の一節をとおして想像的に理解された｡さらに『イリ

アス』を読むことをとおして､ギリシアの民会の性格､アガメムノン41)の暴政､神々の激怒､古代

ギリシアの宗教観念といった一連の事柄の理解に結びつけている｡

次に､トウモロコシと小麦の調理では､それらをまるごと煮るのは時間がかかることから､粉に

挽くという考えを導きだした｡年長組(GroupIV, V)では､ヨウ素を使って小麦にはデンプンが含

まれていることを確かめた｡調理の中で､例えばGroupIIIの子どもはつぎのような計算に取り組ん

だ｡ ｢私はトウモロコシを3オンス計った｡ 3+3+3-9オンスのトウモロコシ｡ 16オンスつまり

1ポンド+1オンス+%-173/4オンスの煮えたトウモロコシ｡ 1/2+1/4-3/4 173/4-9-83/4オンス

-トウモロコシを煮た水の量｣42)年長組(GroupIV, V)は燃焼の産物である灰汁に関する研究に取

り組み､そこから酸とアルカリの研究が始まった｡子どもの記録｢私はリンゴをテストし､それは

リトマス試験紙を赤くした｡だからリンゴには酸があることがわかる｡｣ ｢私は亜鉛で酸をテストし

た｡私は何かのガスが泡立つのを見た｡｣ ｢私は木と紙をアルカリ溶液につけた｡木と紙は黄色くな

った｡｣43)

11月の後半から料理では､新たにクランベリーとリンゴからジャムを作ることに取り組んだ｡こ

れは物理と化学の学習-の導入として位置づけられた｡すなわち､固形物を溶かす熱湯の作用､蒸

発の観念､冷却による凝固が､ジャム作りをとおして学ばれた｡子どもたちは鍋の中で果汁がどろ

どろに煮えて､水蒸気がぶつぶつとあがる様子を見て､間欠泉や火山を連想し､そこから熟と水蒸

気の膨張力について一般的な理解を引き出した｡

この料理に取り組む頃から､子どもたちは時計を使って調理の時間をコントロールし始めた｡そ

れはそれ自体時間計算の学習になったが､そこから原始的な時計の方法の研究､具体的には紙で日

時計を作ること､さらには日光の長さに関連した太陽の観察へと学習が発展していった｡



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年 135

12月に入ってGroupIとⅡは昼食にニンジンとジャガイモを調理した｡彼らは､ヨウ素を使ってジ

ャガイモにはデンプンがあることを確かめ､年長児がトウモロコシから作ったデンプンの粉と洗濯

糊をヨウ素でテストした｡ GroupIH, IV, Vは､ジャガイモからデンプンをとりだし､それをクリス

マス･キヤンデイを入れる紙箱を作る際に糊として使った｡

裁縫では､布袋､ペン拭き､クリスマス･プレゼントにするハンカチーフの袋を制作した｡
ms

木工作業(carpentry work)では､学校で使う種箱､マッチ箱(GroupI, E, IH) ､製図板(Group

IV, V)を作った｡年長児(GroupIV, V)は､これに関連して原始時代の石のノミで動物の皮や木

の皮を剥ぐことを考察し､これと比較して現在のノミは用途の違いによってさまざまな形に発展し

ていることを学んだ｡そして､カンナはノミから発展したものであることを教えられ､カンナの構

造と使い方を学んだ｡

12月に入ると､年少児(GroupI, E, HI)は自分たちのプレイ･ハウスの建設とその中で使う椅

子とテーブルの制作を始めた｡年長児(GroupIV, V)は製図板の制作を継続し､その他に試験管立

て､測定用の棒のものさしを作った｡

12月に入って､ GroupIEは､自分たちの1週間の課業の取り組みをジャーナルの形にまとめ､それ

を全体集会(generalschoolmeeting)で発表するということを始めた｡

GroupIVとVは､毎週月曜午前の最後の1時間半にフィールド･ミュージアムを訪れ､インディア

ンとエスキモーに関する展示物を見学することをおこなうようになった｡彼らはそこで見た展示物

の目録を作り､分類をした｡

時間割(1)

報告K (1896年12月17日付)は､キン六一ク街での最後の報告になるが､キンバーク街移転後3

カ月の実践をふまえて､週あたりの授業時間の配分を定式化している｡

1.すべての組(Group)において

体操(gymnasium) 80分-各40分ずつ2コマ

工作(shop) 90分-各30分ずつ3コマ(ただしGrpoupIV, Vは週160分)

音楽(music) 60分-各20分ずつ3コマ

裁縫(sawing) 90分-年長児､各45分ずつ2コマ;年少児､ 30分ずつ3コマ

粗い布をたくさん縫う場合は､作業を完成させるため時間を延長するのがよい｡

見学(visiting) 90分-月曜午後:フィールド･コロンビア･ミュージアム

ミュージアムでは､その週の最も中心的な主題について研究する｡例えば､裁縫で織物の

構造に関心が向けられた時には､東インドと日本とインディアンの織物を見学し､以前学校

で学んだギリシアとエジプトの織物と比較したり､亜麻を植物から糸､布へとたどる展示を

見たり､簡単な織機の展示物を動かしてみたり､蚕と繭の実物を見たりした｡
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自由時間､ 60分-その時々によって使い方が決められる｡

2. GroupI, n

料理(cooking)週1回1時間-昼食の準備と給仕

表現作業(expressivework) 150分-毎日30分､粘土細工､砂細工､紙細工､描画､彩色画

会話･読み聞かせ･記録を書き読む､ 180分-毎日､いろいろな作業と結びつけておこなう｡

3. GroupIK

料理･科学･表現と歴史･文学･表現､ 210分-いまだ個々に区分されていない｡

ここでは､料理と科学､歴史と文学は一体化しており､表現作業もそれぞれに付随しておこ

なわれる｡それぞれの時間配分は区分されておらず､流動的である｡

4. GrpoupIV, V　(他の　　　より1日1時間長い｡)

科学･表現､ 250分

歴史･表現､ 250分

読み(reading) 75分-科学や歴史､その他の課業に関連して､本で調べる習慣を形成する｡

地理､ 60分-地理としての特設時間

歴史と科学と表現作業のそれぞれに割り振られる時間､および読み･書き･計算のそれぞれに割

り振られる時間の配当量はいまだ未確定である｡

以上の時間配分を定式化するにあたっては､次の2つの事項が考慮された｡

(1)肉体的作業(hard work)と知的作業のそれぞれにあてる相対的な時間の量｡

(2)肉体的作業のうち､工作､料理､裁縫などの構成的な作業と､塑像(modling) ､彩色画な

どのより芸術的な表現との間のバランスをどうとるか｡

ロサリー･コートへ移転

実験学校は､ 12月末のクリスマス休暇中に57番街とロサリー･コートの角(57thStreet&Rosalie

Court)に建つ旧サウスパーク･クラブハウス(OldSouthClubHouse)に移転した｡移転の費用は､

父母会(Parents'Association)の中に組織された学校整備委員会が中心となって調達した｡父母会で

は､近い将来に大学の近くに自前の校舎を建てるため､資金を集めることを検討している｡

ロサリー･コートの建物はキンバーク街の住宅よりもかなり大きかったので､新たに12名ほどの

生徒を受け入れ可能になった｡実際には､もっと多くの生徒を受け入れる空間的余裕があり､また

入学希望者も多数いたが､教員数の関係で40名がぎりぎりと判断された｡ちなみに､教員数は専任

が3名､非常勤が1名､大学院生のアシスタントが3名である｡資金援助のめどがたてば､教員増

はすぐにでもおこない､入学希望者をもっと受け入れたいという意向を実験学校はもっていた｡

さて､ 1897年1月からロサリー･コートで授業が再開されたが､具体的には以下のような事柄が

取り組まれた｡
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(1)まず｢時間｣をテーマとする学習がおこなわれた｡これは料理の課業からの発展である｡

i, n, inでは､時間を知る原始的方法として､月と太陽の動き､日時計､水時計､漏刻､ロウ

ソクの使用が取り上げられた｡次に､紙で時計の文字盤と針を作り､時間を読む練習をした｡そ

の際､アラビア数字とローマ数字の違いも学んだ｡ GroupIIIはこれらに加えて､時間計算の表を

学んだ｡ GroupIV, V　は学校の時間割表を書いた｡彼らは､さまざまな教科に割り当てられる時

間数を計算し､割算と分数に取り組んだ｡

(2) GroupI, n, Iffは｢輸送｣をテーマにした学習を始めた｡これは｢原始時代とギリシア人の住

生活｣をテーマにした学習の一環として､社会生活の重要な要素である｢輸送｣を取り上げたも

のである｡まず､舟の最初の発明がどうおこなわれたかを想像で考え､フィールド･コロンビア･

ミュージアムに行って､さまざまな舟の展示物を調べたり､エスキモーとインディアンの漁労用

具の展示物を措き写したりした｡

GroupIV, Vは『イリアス』の仝物語を口頭で語り､チャーチ著『イリアス』の3章から6章ま

でを読んだ｡その後､シカゴ美術館(Art Institute)に行き､古代ギリシアの彫像やパルテノン神

殿のフリーズ､原始時代の彫刻や建築遺跡を見学した｡そして､彫像や写真からギリシアの二輪

戟車､武器､道具類を描き､これらをフィールド･コロンビア･ミュージアムで見たインディア

ンとエスキモーの類似の品々と比較した｡

(3)理科では､ GroupI, II, IIIが､料理との関連でエンドウ豆とソラ豆の研究と､住居の建築資材

としての木材の研究に取り組んだ｡エンドウ豆とソラ豆を植えてそれを毎日観察する｡特に､種

子の変化と発芽の様子に注目する｡木材については､幹と枝など木のいろいろな部分を絵に措き､

部屋の中の家具にどのような材木が使われているかや､それらの木目の様子に注目した｡

これに加えて､ GroupIIIは昼食で調理するエンドウ豆とソラ豆の重さを計り､昼食の費用を計算

し､豆スープの調理において湯の温度､温度計､湯が沸くプロセスについて学習した｡

GroupIV, Vは｢磁気｣の研究を始めた｡子どもたちは次の諸問題に取り組んだ｡ ①水の上に磁

気をもった針を浮かべ､少なくとも3通りのやり方でコンパスを作る｡ ②同じ極と違う極の引き

合いと反発の法則を知る｡ ③磁石をコンパスに近づけて､どのくらいの距離から磁石はコンパス

を動かすかを発見する｡ ④コンパスに鉄を近づけて､鉄がどういう効果を及ぼすかを発見する｡

⑤U字形磁石と棒磁石がそれぞれどれくらいの釘をもち上げるか､その重さを知る｡ ⑥鉄のやす

り屑を使ってU字形磁石と棒磁石の磁場を確かめ､それぞれの最も磁力の強いところを知る｡

(4)工作(shop)では､主として年長児(GroupIV, V)が引越により必要となった物品､例えば

棚､道具を入れる戸棚､食堂の窓のところに花を植える箱棚などを制作した｡設計図はすべて彼
てんびんばかり

らが措く｡この作業から､彼らは木材の研究を開始した｡彼らはまた､天秤計､温度計の制作を

はじめた｡天秤計の制作では､鉛を溶かして重りを鋳造した｡温度計の制作では水銀の膨張と収

縮を試し､氷点と沸点について学んだ｡また､磁石と電気の学習に関連して亜鉛と銅と希硫酸か

ら硫酸電池を作ることになった｡

時間割(2)

報告XDI 1897年2月3日付)では､先に報告Ⅸに示された時間割にそって､ 1週間になされた授

業の内容を､一日ごとに､各グループごとに説明している｡
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G roup I , II 60分 歴史 と言語 黒板 にエスキモーの住居 とその周囲の様子 を表す絵 を措 く○

新 しい単語 "E skim o" "Ice" "Sn ow " を書 く○一人一人 "E skim os

m ake hou ses of ice an d sn ow ." のセ ンテ ンスを書 く練習○

30分 理科 (料理 ) コーヒー ●ミルの使 い方 と価値 を､ 以前使 った乳鉢 と比

較○米を くだ く○エ ン ドウ豆を割って､ ふるいにかけ､ 米

といっしょにゆでる○これは次の レッスンでデンプンを研

究する準備である○ ヨウ素で洗濯糊を再度テス トした○こ

れは以前 しっか り理解で きていなかった○

40分 体操

G roup IE 60分 歴史 ●読み 最初のギ リシアの建物の写真か ら､ 使 われている建築資材に

つい て話 し合 う○ 質問 に答 える形 で単語 を書 く○"R o ck"

"Ston e" "G reek " "C lay " "T rees" "W oo d" "L ogs" など○原始時

代の小屋や洞窟の素材は何か､ ギリシア人の家の場合はどう

か ､ 今 日われわれはどの ような素材 を用いているかを､ セ ン

テンスで書いて答 えた○木材の標本 を調べ ､ 水彩絵の具で措

いた○

60分 理科 (料理 ) エ ンドウ豆を挽 き､ スターチにするために調理○鉛の重 りを

作るため､ 砂で鋳型 を作った○

40分 体操

G roup IV 30分 工作 工作室のr< ンチにラベルをはる○新 しい製図板 を作 る○

30分 音楽

30分 図書室で黙読

30分 裁縫

60分 料理 昼食の準備 ､ 給仕○エン ドウ豆のスープ､ ココア､ ごほんー

G roup V 60分 工作 仕切箱が並んだラック､ スクリー ンを作 る〇一人の少年は遊

びに使 うカップ ●ボー ドを作 り始めた○

30分 音楽

30分 黙読

60分 G rou p IV が準備 した昼食をいっしょにとる○彼 らはエ ン夕テ

イメン トに､ 文学関係のプログラムを準備 した0 2 つのオリ

ジナル ●ス トーリーが書かれ､ 読み上げ られた○以前に読み

聞かせで聞いた 3 つの物語 を再生 した○
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Group IV, V 60分 歴史●文学 チャーチ著 『イリアス』第10章を声を出して読む○特別に輿

味のわいたところで止めて､ 話し合った○

金曜日･午前

G roup I , E 30分 歴史 ●言語 前 日の課業 の継続○教師がいろいろな住居の絵 を黒板 に措

き､ 子 どもたちがそれぞれの名 前 を書 いた○例 えば "tree"

"hu t" "cave "hou se" など○それぞれの住居 にはどのような素

材が使われているかを確認 しなが ら､ 2 つのセンテンスから

なる文章 を書いた○

G roup I 30分 理科 (料理 ) 割ったエン ドウ豆 をカップで計 って二等分 した○これは少 し

むつか しかった○それぞれに水 を加えて煮た○水 と蒸気の関

係はほとん ど全員が知っていた○

G roup E 30分 工作 人形のテーブルの制作○

1 時間 料理 昼食の準備 と給仕○

ココア〇一人当たりスプー ン2 分の 1 ならば∴16人でスプー

ン 8 杯であることを 1 ～ 2 人の子 どもが理解で きた○

G roup IE 30分 工作 厚紙 で12 × 4 × 3 インチの寸法の鉛筆箱 を作 る計画をたて

る○厚紙 に定規 を使って線を引 く0 各側面 と底面の面積を計

算 して､ 箱 を作 るには14 4平方インチの厚紙が必要であるこ

とを知った○

30分 理科 料理で使 う温度計の研究○実験室で水銀の膨張について実験

する○ガラス管の一方の端 を熟 して球状部分を作 り､ 水銀を

入れて管 と水銀溜 りの役割を知った○

30分 音楽

30分 工作 工作室のベ ンチに取付けるフックの図案 を措 く○

G roup IV , V 30分 工作 天秤計の目盛 りのデザイン

30分

､､

歴史 棄板の地図を参考に､ ギリシアの山々 と谷の模型を作る○こ

れらの地形への生活様式の適応 について議論 し､ 港 と防壁 に

適 した地点 ､ 農 業 と牧畜に適 した地点を選んだ○

金曜日･午後

G rou p IV , V 60分 文学 『イリアス』に登場する神々について､ ギリシア人が どのよ

うな観念をもっていたかを書いた○それか ら､ 書いたものを

読み上げ､ 議論 した○
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G roup I , II 30分 裁縫 ピン ●クッション作 りの継続○

30分 音楽 " R ou nd and round the b ig bird flies." のような単純なメロディー

のフレーズを取 り上げた○

30分 土の小屋 ､ ウイグワム [インディアンの半球形の小屋 ] ､ 丸

太小屋 を写真から学ぶ○丸太にする樹木 ､ 板 を製材する機械

の写真 を示す○それか ら■､ 森での伐採か ら製材所まで､ 製材

過程 を写真でたどった○

90分 見学 コロンビア ●ミュージアム

さまざまな国の森の様子○ よく知 られている樹木の写真〇日

本の木材の写真○

G roup IE 6 0分 G rou p I , II と同 じ課業 [裁縫 と音楽か ? ]

3 0分 黒板 に森 と集材場の様子 を措 く○

30分 工作 製図板のデ ッサン

90分 見学 コロンビア ●ミュージアム

G roup IV , V 30分 工作 天秤計の制作○

30分 理科 ミュージアム見学の準備 として､ 樹木の根 ､ 横断面 ､ 縦断面

を観察○木をいろいろな部分に切って､ 実験室に展示 してあ

る木の諸部分 と照 らし合せ た○

30分 裁縫 (G rou p IV )

音楽 (G ro up V )

90分 見学 コロンビア ●ミュージアム

月曜日･午後

G roup IV , V 90分 理科 鉛の重 りの鋳造○温度計の制作○

4 人の子どもは､ 亜鉛 と銅 と希硫酸で ｢ タンブラー電池｣ を

作った○

火曜日･午前

G roup I , H 30分 音楽

30分 工作 人形のテーブル作 りの継続

60分 製材工場の絵 を措 く○木材の見本 を研究○ ( G roup I ,

30分) 木の諸部分の絵を措 く○(G roup I , 30分)

木目を年輪として確認○木材を焼き､ 杯の重さを計り､ 炭を

観察 した○(G roup H , 40分)
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黒板に書かれた文を読み､ それを書 く○例えば"People lived

in trees; in huts, in caves." "W e m ake houses of w oods; trees

m ake the w ood.∫" など○(G rou p H , 20分)

45分 体操 大学の体育館

G roup IE 30分 裁縫

30分 工作 壷図板

60分 理科 グループ の半数は温度計作り○残 りの半数は水銀の重さを

計 り水の何倍あるかを知った○

45分 体操 大学の体育館

G roup IV , V 60分 文学 チャーチ著 『イリアス』第11章を読み､ 議論○

45ft 算数 9 と12の数表を書き､ フィー トをヤー ドに換算する数表を書

いた○

60分 地理 地形を措 く○ギリシアの地図を鉛筆でなぞる○(G roup IV )

理科 鉛の重り作 り､ 温度計作 り○(G roup V )

以上から､毎日の授業の様子を詳しく知ることができる｡教科の名称は｢教師の観点｣からの仮

のものである｡内容的に特定の教科に限定できない場合が多い｡時間割は､報告Ⅸに示された定式

どおりではなく､かなり流動的で適宜変更されているようである｡

音楽教育

報告xv 1897年2月15日付)には､実験学校における音楽教育の基本方針が述べられている｡こ

の学校の音楽教育は､シカゴ音楽学校(ChicagoConservatoryofMusic)のピアノ教師カルヴイン･ケデ

イ(Calvin B.Cady)教授の理論に基づいており､ケデイ教授の教え子のホワイテイング(Miss

Whiting)とテイラー(Miss Taylor)の2人が授業を担当しJ--44) ｡

音楽教育の目標は､一つの音楽の曲全体をメンタル･イメージとしてつかみ､それを表現するこ

とをとおして､音楽的知性(musical intelligence)を育成することである｡その根底にある考えは次

のようなものである｡ ｢音楽は音おんに表現された観念である｡だから､音楽の学習はまずその観念

を把握し､その観念を徐々に基本的な諸要素へと発展させていくことであって､それ以外に音楽の

学習は成功しない｡｣一言で言えば､直観から分析へ､全体的認識から部分を構成する諸要素の知的

理解へという原理である｡

この理論に基づいて､実際の授業では､単純なメロディーのフレーズから始める｡それは知的に

も音楽的にも一つの完結した観念をもつものでなければならない｡例えば､"Softly the snow flakes

float down."とか…the wind makes my little boat go."など｡長い歌詞とか個々の音おんは扱わない｡

子どもたちは､できるかぎり自分たち自身でメロディを見つけるように奨励される｡また､自分た
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ち自身の言葉でフレーズを作ることも奨励される｡例えば､ …fishy, fishy,bite my hook."など｡子ど

もがメロディーを十分味わい､自由に表現できるようになったら､そこに含まれているピッチとリ

ズムの認識(recognition)に移り､最後にハーモニーの関係(harmonic relations)を分析するように

する｡

植物の学習

報告肝では､シカゴ大学植物学科(Department of Botany)のコールタ- (John M.Coulter)主任

教授の指導のもとに､植物に関する本格的な学習が開始されたことが記されている45)｡

2月上旬､ GroupI, IIは動物と植物の｢呼吸｣について話し合い､マロニエの枝に植物の｢口｣

をさがした｡彼らは皮目を見つけ､葉のつぼみを開けて､絵に措いた｡ハナミズキの枝のつぼみに

一つ一つピンをさして皮目を数えた｡さらに､樹皮をもってきて､皮目は葉痕の下の緑の層にだけ

つながっていることを見つけた｡彼らは…Treeslive;breathe;grow; drink."というセンテンスを書い

た｡

植物の学習はこうして開始されたが､全体の指導計画はコールタ一教授が概要を作成した｡それ

は､ ①植物を活動(work)するものとして､その姿を単純な形で提示すること､ ②したがって､は

じめは呼吸､循環といった活動的機能(active functions)に注意を向けさせ､根､茎､葉といった植

物の構造の分析は植物の活動と関連づけておこなう｡ ③最初は｢つぼみ｣から始める｡それは､こ

の時期に最も容易に観察できる樹木の活動部分だからである｡

報告XVI (1897年2月24日付)では､植物の｢呼吸｣と｢循環｣についてのコールタ一教授の詳し

い指導計画が示されている46)｡なお､実際の授業はキャサリン･アンドリュー(Miss Katharine

Andrew)が指導した47)｡

①　樹木の枝は生きているか｡呼吸口をさがす｡

②　葉痕を見つける｡新しい葉は現れているが､まだ隠れている｡それらが保護されている状態を

観察｡それらは養分をどこから得ているか｡ [上述のGroupI, IIがマロニエとハナミズキの枝を

使っておこなった課業は､おそらくここまでのことであろう｡]

③　オークの切断面を観察して､導管を見つける｡小枝の下方を切って､赤のアニリンで着色した

水に浸け､茎の変色の様子を見る｡同様の実験をミズイモについてもおこない､茎から泡が出る

のを見る｡

④　色の着いた部分と着かない部分に注目する｡木材の芯材と辺材の違いに気づかせ､それぞれの

用途とその理由を考える｡

⑤　呼吸｡われわれは何を呼吸しているか｡実験によって空気と水分を確認する｡植物は葉で呼吸

する｡葉を水中に入れて日光に当てる実験｡葉をガラスぴんに入れておく｡

⑥　植物が呼吸するときに出す水分はどこから得ているのか｡導管についての以前の学習と関連づ

ける｡水は塩と砂糖を溶かすことを確認する｡土中の塩類は水に溶けて､導管によって葉まで運
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ばれ､呼吸によって外に吐き出されることを知る｡塩類を水に溶かして蒸発させ､塩類が残るこ

とを実験で示す｡乾燥させた葉を焼いて灰を水に溶かし､蒸発させて塩類が残ることを確かめ､

葉の中には塩類があることを発見する｡

以上のような一連の観察と実験の一つ一つにおいて､子どもたちはつぼみ､皮目､葉痕､枝の横

断面がどうなっているかを絵に描いたり､観察や実験の結果を文に書いて記録した｡子どもたちが

書いた記録は､例えば次のようなものである｡

木は水を飲み､呼吸し､成長します｡樹皮は木を温かく保ちます｡芯材は水をとおしません｡辺材と

根と葉が木のために働きます｡つぼみは､そこから葉が出てきます｡木も当然空気を呼吸しています｡

泡を出します｡ (GroupI, H)4

木は呼吸するために皮目をもっています｡植物は皮目をとおして呼吸します｡それらは樹皮にある小

さな穴です｡ユリの茎は水を吸い上げるための穴をもっています｡植物は空気を呼吸し､水を飲みます｡

Groupn)4

植物の学習はすべての　グループ　においておこなわれたが､年少児は年長児に比べて､実験に

は不向きだが､観察にはすぐれていたと指摘されている｡特に､年少児が措いた絵は､観察力と表

現力の両方において､年長児よりも概して自由で､形式にとらわれない傾向を示したと指摘されて

いる50)｡

植物の学習は､ ｢呼吸｣と｢循環｣に続いて｢植物の成長と光の関係｣を主題にすすめられた｡

①　窓辺に置かれたカタバミと暗いところに置かれたカタバミのそれぞれの葉の付き方を比較する｡

前者は葉と茎が光の方向に向いているが､後者は葉がたれて重なっている｡後者を明るい光のも

とに置く｡葉は次第に開いて広がることに注目する｡

②　葉を水中に入れ､光を当てる｡泡が出てくることに注目する｡暗いところに移すと､抱の数が

減ることに注目する｡泡の数は葉の仕事量に関係していること､葉を働かせるのは光であると推

測する｡

③　光を当てないで育った植物の葉の色はどうなっているか｡

④　試験管に葉の組織を剥がしてアルコールを加え､立てておく｡アルコールが緑色になり､葉が

青白色になることに注目する｡同じ実験を水でやり､緑色にならないことに注目する｡光を受け

て葉の中で働いているのは､アルコールに溶けた緑色の物質であること､それが空気と水と土か

ら養分をつくること､あらゆる生物はこの緑色の物質の働きに依存していることを教える｡

⑤　葉は昼も夜も働いているのだろうか｡葉は光のもとで働くのだから､夜は休んでいることを教

える｡植物も休息が必要なのだろうか｡温室の植物に強い電光を当てておくと､植物はしばらく

は働き続けるが､やがて完全に働かなくなり枯れてしまうという実験の話をする｡人間が睡眠を

必要とすることと比較させる｡
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⑥　植物と養分の関係｡植物は自分で使うよりも多くの養分をつくるのだろうか｡余剰はどうなる

のか｡動物と人間は何を食べて生きているのか｡植物はどうか｡植物が土と空気と水から養分を

つく′ることをしなかったら､どうなるのだろうか｡植物のいろいろな部分が食物として利用され

ていることを､料理の課業と関係づけて考察する｡

手仕事(Hand Work)

報告XW (1897年3月10日付)から報告XXX (1898年6月23日付)までは､毎回､授業内容とそ

の展開の様子が｢手仕事｣ (HandWork)､ ｢歴史｣ (History)､ ｢理科｣ (Science)などの項目に

区分されて記載されている｡

ちょうどこの頃､ 1897年5月21日付の『大学公報』にデューイが書いた実験学校の経過報告でも､

実践上の基本方針と成果が｢手工｣ (ManualTraining)､ ｢歴史･文学｣ (HistoryandLiterature]､

｢理科｣ (Science)の3領域に区分されて論じられている51)｡このことは､ 1896-1897年度の冬学期

1897年1月～3月)から春学期(1897年4月～6月)にかけて､これら3領域のカリキュラム開

発が実験学校の実践研究の中心になっていたことをうかがわせる｡

以下では､それぞれの領域ごとに授業内容の展開をたどることにする｡最初は｢手仕事｣からである｡

｢手仕事｣は､内容的に工作(Shop)と裁縫(Sawing)からなっており､そのときどきの報告が

扱っている授業内容の関係で､ ｢構成的作業｣ (Constructive Work)と表記されたり｢木工｣

(Carpentry)と表記されたりしている場合がある｡

報告ⅩⅧ

3 月10日

裁縫 エプロン､ 台所の物入れ､ 皿拭 き､ お手玉 (年少児)

工作 お もちゃのポー ト､ ドミノ､ 植木箱 (年長児)､ 重 りを入れる箱 (年長児)､ ボー

ル髪 とマニラ紙で物入れの箱と封筒

報告ⅩⅨ

裁縫 先週の作業 を継続○年少児はモスリンのサンプルを調べる○布地､ 糸､ 織 り方な

ど○彼 らはまた昨年制作 された織機 を見せてもらい､ 少 し織ってみた○年長児は

綿の生産州を地図で学んだ○布地の中の糸の構造 と原料の繊維 を比較○生産工程

3 月17日 を推測 した○

工作 ドミノ､ 教師が使 う指示棒 ､ おもちゃのボー ト､ コマ､ アルファベッ トを記 し､
ブロック■(数人)

1897年4月の新学期の開始とともに､新たに6名の児童が入学した｡このため､グループは5つ

から6つに再編された｡新入学児童がGroup Iとなり､従来のGrou IはGroupEに､ GroupIIは

GroupIEにという具合にGroupVIまでつくられた｡

報告ⅩⅩ

4 月13日

裁縫 お手玉完成､ 本棚のカーテン､ 料理のときに腕に付けるスリーブ､ エプロン､ 物

入れ○綿の研究を継続○綿生産地､ 綿工業地帯､ シカゴ市､ これらを結ぶ輸送路

を簡単な地図に書き込む○真綿の製造工程を話し合う○綿栽培の説明○プラン

テーシヨンの生活○奴隷貿易○発明の歴史､ 特に綿操機とホイットニーの話○ミ

エージアムで織機りモデルを見学○図案の織り方について話し合う○その後､ ミ

エージアムの夕ビス トリーを見学○

工作 体操室の用具づくり○体操用の棒○棒を掛けるラック○ダンベル○
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報告ⅩXI

裁縫 本の形をした針刺の図案と裁断 (年少児)○綿機について説明を書き､ 綿機の絵

を描く○綿栽培地､ 製造地､ 輸送路の地図○

4 月21日 工作体操用の棒､ 棒のラック､ ダンベルを完成○自転車用ラック(年長児)○食物の表

礼 (G roup II)○植物を置く棚 (G roup IV)○

報告ⅩⅦ

裁縫 雑巾､ エプロン､ カーテン､ 綿に関する地理の学習 (年長児)○人形のベッドに

使う布製品 (年少児)○

4 月28日 工作 織機の制作､ 実験室で使う漉過器のスタンド､ 体操用のリング､ スープ (年長

児)○小鳥の巣箱の計画 (G roup IV) ○

報告ⅩⅧ

5 月5 日

工作 継続○

報告ⅩⅩⅣ

5 月12日

裁縫 雑巾､ エプロン､ カーテン､ 料理のとき袖にはめるスリーブ○人形のベッドで便

う毛布､ シーツ､ 枕 (年少児) ○

工作 ウサギ小屋○ブリキ加工○

報告ⅩⅩⅥ

5 月26日

木工 (Carpentry)ミミズ箱､ 土壌の研究で使う鋳物の制作 (Group II)○テーブル

(Group HI)○鳥の巣箱 (Group IV )○風車 (G roup V )○織機の櫛､ 昆虫の貯卵■

器､ 試験管を華うモップ､ 道具箱､ 日時計 (G roup VI) ○

報告ⅩW

5 月19日

記載なし○

報告ⅩⅩⅦ

6 月2 日

裁縫 工作で制作した小さな織機を使って6■0玉の糸を巻きとり､ それらをビーム (巻

棒) にセットした○これらの作業に関連して､ リンネル､ 綿､ ウール､ 絹､ 麻と

いった素材を比較○絹生産の工程を見本を使って検討○絹産業の中国における発

展と他の国 へ々の広がり○ (以上, Group m , IV, V , VE) エプロン､ 袖当てな

どの台所で使うものの制作､ ゼリーを漉す袋 (GroupIV) 人形の衣服､ 枕､ 枕カ

バー､ マットレス､ 毛布 (Group I, E )○

工作 ブリキで計測器を作る0 1立法インチから8立法インチまで○これらは実験室で

の蒸発の実験で使う (年長児)○ロウソク立て､ ケーキ●カッター､ パン焼き用

の缶､ 人形のバスタブ (年少児)○

報告ⅩⅩⅧ

6月9 日

記載なし○

報告ⅩⅩⅨ

6月16日

裁縫 約5 フィートの布が織られた○リンネルと綿の研究に関連した読み物資料を使つ

て､ 読み (reading) と書き(writig) の練習 (Group IV, V ) ○

工作 人形の家具調度品､ 木とブリキで小さな風車を作る (Group I, H ) ○風力モー

夕ー (G roup V の3人の少年) ○シャボン玉の張力を実験するためのワイヤー●

フレーム (Group VI) ○

報告ⅩⅩⅩ

裁縫 織器で3丈分の布を織る■○これはカーテンになる予定 (年長児) ○袖当て､ エプ

ロン､ 物入れ○夏休みに集める岩石を入れるバッグ○

6 月23日 工作 2 つの人形のベッドを完成 (G roup I) ○道具や叫を入れる箱○いくつかの物語

の内容を例示する紙細工○

以上を見ると､ ｢裁縫｣では台所で料理の際に使ういろいろな布製品を作ること､年少児では4月

末以降､人形のベッド用の布製品を制作することが中心となっている｡こうした作業と関連して､

布地の研究に取り組み､そこから綿生産に関する地理の学習や中国の絹産業の学習へと発展したり､
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簡単な織機を制作して実際に布を織ることをおこなっている｡

｢工作｣では学校で使ういろいろな物品の制作が中心である｡ 4月以降､体操室で使う用具作り

が始まるが､これは体操の授業がそれまでは大学の体育館を利用していたが､ 4月の新学期から実

験学校のホールでおこなうようになったためである｡植物の表札やブリキの計測計､小鳥の巣箱､

昆虫の酵卵器など､理科の授業で必要ないろいろな物品も子どもたち自身によって制作されている｡

実験学校では開校以来､料理､裁縫､木工を､他の諸教科と並ぶ教科としてではなく､子どもの

｢正規の仕事｣ (regularoccupations]として導入した｡ここで｢正規の仕事｣と言っているのは､学

校を一つの生活体と考えたとき､その生活体を支える労働に子どもたちが従事するという意味であ
まねごと

る｡だから､料理､裁縫､木工は幼稚な真似事ではなく本物の仕事として取り組まれるのであり､

料理では子どもたちが昼食を準備し､人を招いて給仕するということをおこなうし､裁縫と木工で

は､学校で必要とされる備品や用具をできるかぎり子どもたち自身が制作するようになっている｡

そして､これらは｢仕事｣であって､他の諸教科と並ぶ教科ではない｡というのは､諸教科の学習

はこれらの｢仕事｣を首尾よく遂行するための要因として､ ｢仕事｣の周囲に分類されるからであ

り､いわば｢仕事｣が諸教科の学習を統合する自然な中心と位置づけられているからである52)｡

5月21日付の『大学広報』に掲載された実験学校の経過報告の中で､デューイは｢手工｣ (manual

training)の教育的価値を3点指摘している｡ここでデューイが｢手工｣と言っているのは､料理と

裁縫と木工を含めた広い意味での｢構成的活動｣のことである｡ (1)腕その他の運動器官と眼との結

合において､日常生活の衣･食･住にかかわる活動と素材を､子どもたちに直接経験させること｡

いわば､実地にものごとに取り組む機会を提供することである｡ (2)勤勉と根気の習慣､器用さと機

敏さの習慣､計画をたてる賢明さと､それを実行する能力などを発達させる｡ (3)さまざまな種類の

学習の機会を提供する｡例えば､料理では化学的な諸事実と諸原理､食物となる植物の研究がおこ

なわれ､裁縫では羊毛や綿の研究､牧畜と綿花の栽培がおこなわれる場所の地理的条件の研究､糸

紡ぎや機織りに関する発明の歴史などが取り上げられ､木工では不断に計算を必要とし､数の操作

に対する自然な動機づけが与えられる53)｡

歴史(History)

｢歴史｣は｢歴史｣単独としてよりも､ ｢読み｣ (Reading)や｢文学｣ (Literature)とセットに

なったり､ ｢社会的オキュペーション｣ (SocialOccupations)や｢社会生活｣ (SocialLife)とセッ

トになって表記されている場合が多い｡実験学校では､ ｢歴史｣は単独の領域ないし教科として学ば

れるのではなく､子どもたちが社会生活の基本的な構造と諸要素を､自分たちで発生論的に再生し

ながら理解していくための｢方法｣と位置づけられていたから､ ｢歴史｣が｢社会的オキュペーショ

ン｣や｢社会生活｣とセットで扱われるのはむしろ当然であろう｡



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年 147

報告ⅩⅧ

3 月10日

G roup I ,E 原始時代の住居､ 小屋､ 洞窟､ ウイグワムでの生活の研究○そして､

石器時代から青銅器時代に移り､ 湖岸住民の物語を開き､ 彼らの金属用具について話し

てもらった○G roup IE ギリシア人の住生活､ 最古の神殿を粘土でつくる○G roup IV ,

Ⅴ チャーチ著 『イリアス』を読む○ギリシアと周辺の国々の地理○アーリア人種の共

通の起源の話しを聞く○

報告ⅩⅨ

3月17日

G roup I ,II テントと粗末な小屋で生活していた牧畜民から石の住居での生活への

変化を話し合う○G roup IE ギリシアの神殿O G roup IV ,V アーリア文明について話

し合う○

報告ⅩⅩ

4月13日

G roup I ,E ,m 現在の生活の研究に移行○農場訪問の準備○農村生活とシカゴの都

市生活の相互作用を研究するために､ 農場のオキュペーションを取り上げることになる

だろう○G roup IV ,VI ギリシア人の生活の研究を継続○ 『オデイツセイア』の中のア

キノスの住居の説明を読み､ ギリシアの住居の典型的構造を描き､ 現代の住居と比較

し､ 討論する○大きな中庭に関連して､ 婦人と奴隷のオキュペーションを扱うO G roup

Ⅴは､ ギリシアの産業に取り組み､ 遊牧生活について討論する○紙と布から簡単な円錐

形のテントを作る○これに関連して､ 円の面積を求めるO

l

報告ⅩXI

4月21日

年少児 農場生活の研究○大きな砂箱にモデル農場をつくる○家屋､ 納屋､ 家畜､ 食

料､ 道具､ 牧場､ 牧草地､ 穀物畑などを､ 紙細工､ 粘土細工､ 描画で表現する○年長児

ギリシアの社会生活､ 継続○

報告ⅩⅦ

4月28日

年少児 ワシントン●パークに出かけ､ 戸外の植物を観察○ブルー●アイランドの酪

農場訪問○農場のモデルづくり○G roup IV ,VI ギリシアの住居と家庭生活､ 継続○

G roup V 『イリアス』と『オデイツセイア』の中のギリシアの船と航海術を研究○こ

れに関連して､ ギリシアの地理､ ギリシア本土と小アジアの植民地との関係を○取り上

げる○

報告ⅩⅧ G roup IV ,VI ギリシアの子どもの生活の研究○父母､ 乳母､ ゲーム､ 教育O G roup

5月5 日 Ⅴ ギリシアの船に研究○関連して､ 交易､ 交易品､ 植民地○

報告m

5月12日

報告ⅩⅣ

5月19日

報告ⅩⅩⅥ

年少児 農場訪問○見たものを紙細工､ 粘土細工､ 砂等で再現する○G roup IV ,VIギ

リシアの子どもの生活の研究○ギリシアの教育と現在の教育の比較O G roup V ミュー

ジアムでギリシアの船の模型を見学○■現代の船と大きさ､ 馬力､ 操舵法を比較する○植

民地形成の動機と結果について討論する○年長の3 グループはガーバーのギリシア史の

解説を読んでいる○

年長児の一人がG roup Iと一緒にフランス語で100近くまで数えた○年少児 ウサギ

の模型を作り､ ウサギについて作文○G roup IV ギリシアの女児の教育について話し合

う○チャールズ●ラムの 『オデイツセイア』と 『キルケー』の物語が読み聞かされた○

これらについて作文し､ 声に出して読んだO G roup V ギリシアの船の研究成果を書く○

テレマコスとアルキノウスの住居についての記述を読むO Group VI へラクソダのギリ

シア帰還について読む○ギリシア正史のはじまり○■アテネとスパルタの設立について作

文○地図で場所を確認する○

G roup II,IE 農場生活の模型を粘土でつくる○それらを説明する文を書くO G roup I

農場の■単純な物の模型をつくる○簡単な寓話によるフランス語の練習○G roup IV ギリ

シャの二輪戦車を描く○ホメロスの一章が読まれ､ それについて書く○スパルタの子ど

5 月26日

報告ⅩⅩⅦ

6 月2 日

もたちの生活O G roup V オデイツセイア』の断章と結びつけてギリシャの住居を研

究○ギリシャの神殿の模型をつくり始める○G roup VI 数日前に読んだホメロスの章の

内容について書いた○

裁縫の絹につし■､ての課業から､ 中国の地理と歴史について特別な関心が示され､ 討論

した○スパルタのリクルグスの法､ スパルタの子どもの訓練○これらについてペーパー

を書き､ 議論する○
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報告ⅩⅩⅧ 年少児 農場の家畜と野菜について､ それらの役割 を考察 した○年長児 オリンピッ

6 月 9 日 クについて討論○

報告 ⅩⅩⅨ

6 月 16 日

ブルー ●アイランドの農場訪問○カモ ､ ニワ トリなどの鳥に関心が向けられ､ くちば

しの違い､ 歩き方､ 足先､ 体型等の違いに注 目させた○穀物の成長 と農夫の仕事 にかな

り興味が示された○た くさんのカブ トムシが持ち帰 られた○この農場訪問についての作

文○

ギリシア生活の研究に関連 した粘土細工○

年少児は年長児の指導の もとで黒板に農場で見たものの名前をフランス語で書いた○

ま

報告ⅩⅩⅩ

6 月23 日

穀物の学習の継続○これに関連 して､ 刈 り取 り機その他の機械 について話 し合 う〇四

李の意味〇両の重要性○

年少児 フランス語の曜 日と月の名前を学ぶ○

報告ⅩXl

G rou p IV ,V ,V I ギリシアの生活の研究において､ アテネの都市国家､ ギリシアの劇

場について討論○ソロンと ドラゴンの法 を現代の法と比較○ペリクレス時代を若干扱 つ

た○

｢歴史｣は､以前から取り組んでいた｢原始時代とギリシア人の住生活｣を継続している｡

年少児は､原始時代の住居を中心に学習活動を展開してきたが､ 3月に石器時代から青銅器時代

に移っている｡しかし､それはここで中断し､ 4月の新学期の開始とともに､原始時代の住居の研

究から｢現在の社会生活の研究｣ -と学習内容を大きく転換している｡

これに対して､年長児はギリシア人の生活の学習を継続し､内容的には住居と家庭生活の研究か

ら産業(牧畜､航海と交易)と社会生活の研究へと展開し､ギリシア正史のはじまり､アテネ､ス

パルタの都市国家の成立まで扱っている｡そして､ギリシアの住居､家庭生活､産業､社会生活に

ついての研究は､そのつど『イリアス』 『オデイツセイア』などの文学作品を読むことと関連づけ

てすすめられている｡

なお､特筆すべきこととして､ 5月以降､フランス語の学習がおこなわれている｡これは､独立

の教科としてではなく､ゲームや遊びの一種として､適当な機会におこなわれたものである｡

｢社会的オキュペーション｣の登場

ところで､もう一つ特筆すべきことは､報告XXI (4月21日付)において｢社会的オキュペーシ

ョン｣の表記が始めて出てくることである｡実験学校のカリキュラム開発の過程において｢社会的

オキュペーション｣が一つの明確な概念として登場したのはこの頃かと思われる｡ ｢社会的オキュ

ペーション｣はデューイの実験学校の教育を特徴づけるいわば象徴的な概念であるから､この概念

の成立について､ここで若干の考察を加えておくことにする｡

メイヒュ-は､ 『デューイ･スクール』第1章の草稿の中で｢社会的オキュペーションのスキーム

の概略は当校の2年目の間にできた｣と記している54)｡メイヒュ-の言う｢2年目｣とは1897年のこ

とである｡そして､この年(1897年)の5月21日付の『大学広報』に掲載された実験学校の経過報

告の中で､デューイは､ ｢今年度が終了した後､現在の社会のオキュペーションについての学習か
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ら始めることになるだろう｣と述べている55)｡実際､ 1897年12月10日付の『大学広報』に掲載された

実験学校の報告では､ ｢今年度のGroup IとGroupIIの主題は『社会的オキュペーション』である｣

と述べて､その取り組みの経過を報告している56)｡ということは､ ｢社会的オキュペーション｣の学

習が始まるのは｢今年度が終了した後｣つまり1897年10月の新学年からである｡しかし､カリキュ

ラム構成の柱としての｢社会的オキュペーション｣という概念そのものは､それよりも前に考え出

されていたはずであり､それはやはり､デュ､-イが『大学広報』.で｢今年度が終了した後､現在の

社会のオキュペーションについての学習から始めることになるだろう｣と予告した1897年5月以前

ということになるだろう｡あえてその時期を特定しようとすれば､ 『大学広報』の報告ⅩⅩⅠに項目

名として…History and Social Occupation"という記載がなされた頃､つまり1897年4月と考えるのが

妥当であろう｡あるいは､ 4月の新学期にはいって最初の報告である報告XX (4月13日付)で､年

少児の授業計画として｢現在の生活の研究に移行｡農場訪問の準備｡ --農場のオキュペーション

を取り上げることになるだろう｣と記述されていることからすれば､ ｢社会的オキュペーション｣

の概念はすでに3月の学期終了と4月の新学期開始との間に検討されていたということになるかも

しれない｡

なお､ローレル･タナ-は｢社会的オキュペーション｣のアイデアは､もともとデューイ個人の

発案ではなく､実験学校に協力したシカゴ大学の教官､大学院生､デューイおよび実験学校の教師

たちが､互いに協力してカリキュラム開発に取り組んでいた中から生まれたものだと述べている｡

彼女によれば､それは直接には､ 1896-1897年度の教育学科の大学院生だったフレデリック･スメド

レイ(Frederick W.Smedley､実験学校で手工を担当)とダニエル･マクミラン(DanielP.

MacMillan)の二人が示唆したものだったという57)｡

｢社会的オキュペーション｣は､単なる｢オキュペーション｣とは異なる｡ ｢オキュペーション｣

は家庭での日常生活の衣･食･住にかかわる仕事を意味するが､ ｢社会的オキュペーション｣はこ
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

れらの仕事をより広い社会的文脈の中で捉えるようにするためのカリキュラム上の方法概念である｡

実験学校では前者の｢典型的な活動｣として､子どもたちに｢裁縫｣ ｢料理｣ ｢木工｣に取り組ま

せたが､例えば｢料理｣で牛乳を使うことに関連して､牛乳はどこから来るのかをたどり､農場で

の乳牛の飼育や搾乳に関するさまざまな仕事を知り､牛乳を都市に供給するための輸送路や､輸送

機関､輸送に携わる人々の仕事を知るといった一連の学習の内容を総称して｢社会的オキュペーシ

ョン｣と言うわけである｡だから､ ｢社会的オキュペーション｣は､自分たちの日常生活の衣･食･

住を支えている社会の仕組みと､それに携わっている人々の仕事を､子どもたちに具体的な形で理

解させ､それによって彼らを社会生活の研究へと導くことを目的とした学習内容である｡それは､

一言でいえば｢現在の社会生活｣の理解である｡

しかし､ ｢社会的オキュペーション｣はただ単に｢現在の社会生活｣の理解をそれ自体直接の目

的としているわけではない｡つまり､ ｢現在の社会生活の理解｣を｢社会的オキュペーション｣の学

習だけで充足しようとするものではない｡ ｢社会的オキュペーション｣は､やはり本質的には､カリ
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キュラム構成上の方法概念として考え出されたものだと見なすべきである｡ちょうど｢裁縫｣ ｢料

理｣ ｢木工｣が､実用向きの技能の習得を直接の目的とするものではなく､子どもの生来の欲求や

興味を自然な形で社会的に意味のある活動に結びつけていくための出発点であり､カリキュラム構

成上の方法概念であったのと同じである｡そして､このことは｢社会的オキュペーション｣のアイ

デアが､実は｢歴史｣学習のカリキュラムを整えていく中から生まれてきたことと関係している｡

もともとデューイは､子どもたちに現代社会の複雑な構造に対する理解と洞察力を得させるため

に､原始生活から始めて現代産業社会に至るまで､それぞれの文明の発展段階を示す典型的な時代

をエポックとして取り上げ､人間が自然とのかかわりを通して社会生活を築き上げていく姿を､い

わば発生論的に学ばせるという方法を考えていた｡実験学校開設以前に書いた｢大学附属小学校組

織計画｣の中で､デューイは次のように書いていた｡

一方では､現在の社会生活は子どもたちが認識するにはあまりにも複雑すぎ､他方で､過去の生活は

ただ過去として取り上げれば､疎遠で感動のないものになる｡しかし､子どもたち自身による料理の活

動や原始時代の建物に対する彼らの興味をとおして､子どもたちはこうした活動がさまざまな時代にと

った異なる諸形態に興味をもつ｡彼らは､有史以前の洞窟に住んでいた時代から､石器と金属器の時代

をとおって文明の段階に至るまでの､人間の住居､食物等々の発展のあとをたどることによって､現在

の複雑な社会の構造を分析することへと導かれるのである58)｡

デューイにとって｢歴史｣は独立の-教科ではなく､あくまでも｢現在の社会生活｣への洞察力

を獲得するための｢方法としての歴史｣であった｡そして､人間が自然を利用しながら社会生活を

築き上げていく歴史上の最も単純な形態として､原始時代の人々の生活の営みを取り上げ､それに

よって､家庭の衣･食･住に関する｢典型的な活動｣から社会生活の理解-のスムーズな移行を図

ろうとしたわけである｡

しかし､こうした原理にたって実際に｢歴史｣の授業をおこなった結果､これは｢現在の社会生

活｣についての理解と洞察力を与える方法としては､迂遠な方法であることがわかった｡つまり､

｢方法としての歴史｣の学習は､ ｢現在の社会生活｣についての理解がすでにある程度あってはじ

めて可能なことであり､いくら歴史上の最も単純な生活形態であっても､原始時代の人々の生活を

そのまま､子どもたちが｢現在の社会生活｣と結びつけて理解するのは容易ではなかった｡おそら

く､こうした事情から｢社会的オキュペーション｣がカリキュラム構成上の一つの柱として立てら

れることになったのであろう｡

この事情は､デューイ自身が1897年5月21日付の『大学広報』に掲載した実験学校の経過報告の

中で､そっけない形ではあるが､次のように説明している｡歴史学習(history studies)は｢社会生

活への洞察を与える手段｣であり､早期の段階から始められる｡それは､これまでのところ2つの

方向で展開された｡一つは､最も未開の状態から鉄器の使用に至るまでの｢人間の進歩の典型的な

時代｣を学習することであり､もう一つは､文学作品に表現された単純で自然な生活への洞察を与
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えるために｢ギリシア人の生活､とりわけホメロスの時代｣を学習することであった｡しかし､今

年度が終了した後には｢現在の社会的オキュペーション｣の学習から始めることになるだろう｡そ

こでは､あらゆる点で｢現在と過去を関係づける｣ように意図される59)｡

このように､ ｢現在の社会的オキュペーション｣の学習は､ ｢社会生活への洞察の手段｣として

の｢歴史｣の学習を実際に授業として展開していく中から､その必要性が生じてきたものである｡

それは､子どもたちが､あらゆる点で｢現在と過去を関係づけ｣て捉えることを意図して導入され

る｡そして､次年度からは､この｢現在の社会的オキュペーション｣の学習を出発点にして､そこ

から｢歴史｣の学習が展開していくようにカリキュラムを構成するというわけである｡ということ

は､ ｢社会的オキュペーション｣の学習は､ ｢社会生活への洞察｣を与えるという点で｢歴史｣の

学習と一体のものであり､ ｢社会生活への洞察の手段｣としての｢歴史｣の学習の､いわば導入部

だということになろう｡

図式的に言えば､実験学校のカリキュラムは､家庭生活の｢典型的な活動｣である｢裁縫｣ ｢料

理｣ ｢木工｣から始まり､それらを｢現在の社会生活｣の理解へとつなげるために｢社会的オキュ

ペーション｣が取り上げられ､そこから｢方法としての歴史｣の学習が展開していくように構成さ

れるようになったということであろう｡そして､このようなカリキュラム構成の有効性を実践的に

確かめることが､次年度(1897-1898年度)の課題となったのである｡

理　科(Science)

｢理科｣はすべての報告において単独の項目になっている｡内容的には､コールタ一教授の指導

のもとで開始された植物の研究がいっそう詳細に展開されている｡また､一部､料理に関連した理

科の実験もおこなっている｡

報告ⅩⅧ

3 月10 日

植物の呼吸 と光の関係 についての実験○植物が土壌から塩類を取 り出すことを知 るた

めに､ 塩 と砂糖 を水 に溶か し蒸発 させた○これを人間の発刊 と関連づけて理解するよう

に､ 毛穴から水分 と塩分が出ていることを確かめる○

報告ⅩⅨ

3 月17 日

葉緑素の発見 と抽出を継続○さらに､ 植物が土壌から塩類を取 り入れることの理解 に

関連 して､ 溶解厚について学んだ○塩 とミヨウバンを計量 して､ 温水 と冷水に溶かし､

溶けた量 を比較 した○ゴミを温水 に混ぜ ､ 漉過 して､ 塩の味がすることを発見 した○こ

の 2 つの実験は■､ 葉 と茎の灰の中に塩分 を発見 し､ 植物の根が土壌中の塩分 を取 り入れ

ているという推論に導いた○

報告ⅩⅩ

4 月13日

春のはじまりにあわせて､ 一つ一つの箱に異なる土壌と異なる条件ののもとでいろい
ろな植物を植え､ 成長の様子を観察することにした○
植物が土壌から養分を取 り入れることについての学習を開始 した○まず､ ローム土 ､

砂 ､ 砂利 といったさまざまな土壌 を冷水 と温水に溶か し､ 溶ける前 と後の重 さを計って
溶解物質の量 を確認 した○溶液の塩味 を確認 して､ 溶解物質の大部分は塩類であること
を知る○｢溶解｣ と ｢沈殿｣ の観念 を走着させるために､ 普通の塩 ､ ミヨウバ ン､ 硫酸

銅を使って溶解 と結晶の沈殿 について特別に学習 した○植物が土壌か ら吸収する微量の
塩類を知るために､ 鉄 と塩酸で塩化第一鉄をつ くった○子 どもたちは泡が出てくること
に驚いたので､ 水素 について実験することが妥当と考え､ 水素の燃焼､ 他の物質の燃焼

にお よぼす影響､ 重さなどについて扱った○水素の学習は､ 年長児では全部を､
Ⅲ ,Ⅳでは一部を行った○
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報告Ⅹ氾

① 植物が土壌から華分を吸収すること七ついての学習の継続○溶解と塩類の研究の継

秩
② 種子の成長についての学習○ソラ豆､ スイ■■トピー､ アサガオをそれぞれローム土､

砂､ 砂利､ 粘土に植え､ 一部は日の当るととろ､ 一部は暗いところに置き､ 発芽を観

察0 水の影響を知るため､ 毎日種子を調べた○また､ 種子の皮と実の部分を調べ､ そ
れらの中に養分が蓄えられていると推測 した○そして､ 子葉の成長と土中の種子の衰

4 月21日 過を比較した○
③ 植物の運動とその原因についての学習○カタバミの苗を観察し､ 光の当り具合を変
えて葉の位置が変化することを発見する○この変化は ｢張力｣ の変化によるというこ

とを明らかにするために､ ダイオウとリンゴの皮に切り傷をつけ､ 皮が表皮の下まで
しっかり広がることを確認 し､ 切断部のこの分離は張力によると教えた○また､ カタ

バミの茎から細長い片を切り取り､ 水に浸け､ カーブすることに注目した○

報告ⅩⅦ

G roup I ,II ,IH 彼らの苗を観察しエンドウ豆とソラ豆の成長の違いに注目○数日前

に印を付けておいたエンドウ豆の種子を掘 り出し､ 最も成長した部分すなわち根の先端

の成長量を確認するO G roup HI 同様のことに加え､ ダイオウとリンゴの茎はどの方向

に曲がるか､ どの方向に張力は最大であるか見つける○ G roup IV G roup m と同様のこ

とに加え､ 真葉と幼葉の形の変化､ 子葉を土の上に押 し上げる植物と土中に保ったまま

4 月28日 の植物に注目する○塩酸で処理したローム土を洗い漉過して､ 硫酸塩を抽出し､ 植物が

吸収する塩類を発見したO G roup V ,VI 硫酸塩の抽出をより詳しくすすめた○塩類を

抽出する際に出る水素ガスについて研究 した○また､ 植物の呼吸に関係して､ 二酸化炭

素についても実験を始めた○これに関連 して今や､ 燃焼によって重さが減ることに二酸

化炭素が関係していることを研究している○

報告ⅩⅧ
葉緑素をアルコールに溶かし､ 葉緑素は汁で■はなく､ それ自身の機能をもった構造物

だということを明らかにした○ローム土に塩酸を加えて､ 二酸化炭素を発生させ､ 二酸

5 月5 日 化炭素を研究0 年少児 植物の成長との関係で土壌を研究し始めた○年長児 植物の環

境への適応○高地の植物と低地の植物を採集○

報告3m

年少児 葉緑素の研究を継続○顕微鏡で葉脈を観察○葉を焼き､ 灰の重さを計る〇年

長児 二酸化炭素の研究を継続○

植物の成長に関係 して土壌の成分を研究○年少児 岩を砕いた砂から､ 砂と小石と堅

い岩を比酸○粘土と砂から岩をつくることになり､ 小さなレンガを焼いた○湖岸に行

き､ いろいろな土壌を見つけ､ 土壌に対する水の作用を発見した○成層石を見つけ､ そ

5 月12日

報告ⅩⅩⅤ

5 月19日

れはどのようにできるかを知るために､ 盆に水を入れて小さな湖をつくり､ 砂､ ローム

土を入れてかき混ぜ､ 底に砂と土の層ができることを発見した○年長児 ス■ト一一一 ●

アイランドの石切り場 (すべての段階の風化作用が見られる) に行き､ 地層を観察､ 土

壌形成の様子を知る○黄鉄鉱の層を見つける〇九石を見つけ､ 形状からして氷河時代の

堆積物だと教え､ 底に育っている土壌形成の諸条件の関係に注目させた○

G roup I ,II 空き地に行き､ 土壌の様子を話し合った○ローム土し樹木のある場所

で厚みが大きいことを発見○腐った木と葉からローム土ができるときのミミズの働きに

注目○ G roup HI 石切り場で採集したウミユリの茎を研究○不均等に摩滅している石を

研究○繭から蛾が出てきたので､ がと蝶について話し合う古い繭を開いてサナギの殻を

見つけ､ 触角と体節の部分に印を付ける○サナギを観察し､ 繭に戻す○蛾の羽からこけ

らを取り､ 顕微鏡で見るO G roup IV ローム土を酸で処理し､ 黒さが無 くなることを見

いだし､ 酸に溶かされたものが何かを知るために､ 塩酸で炭酸石灰を処理し､ 二酸化炭
素の泡が出る= -とを見由したO G roup V 石切り場の様子を黒板に措き､ 湖と崖の地層

を示した○風化かに､ 空気中の何かが岩石を腐朽させると結論づけ､ 一人の子どもがそ

れは酸素だと言った○土壌と山の形成について話 し合う0 砂丘についても話し合う○砂
漠はなぜ痘燥しているのかや､ 港概についても話し合った○
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報告m

GroupIV,V ,VI スト一一一●アイランドの別の石切り場に出かけ､地層の傾斜､氷

河の形成物､化石などを観察した○見たものを素描したり､模型を作ったり､標本にし

た○GroupIII スト一一一●アイランドで見つけた珊瑚の研究○そこから､地球上の温

かい地方と寒い地方の違いがなぜ生じるかを知るために､太陽と地球の位置関係を示し

5月26日 ながら､気候の違いについて話し合うO Group I ,II,II バター､ コテージ●チーズを

作る○ミルクの研究○ミルクに酸を入れて凝固させ､ それを煮て水分を蒸発させた○こ

うして､ ミルクの中の脂肪､水分､糖分､ タンパク質等の存在を確認した○GroupIV

北米大陸の山々 を示す模型づくり○

報告潤

Group I 植物のどの部分が眼と葉になるかを話し合う○空地で地下茎を堀だし､ そ

れに芽があることを見る○アカスジジンジユサン｢蛾の一種｣の繭を措く○Group II

顕微鏡の使い方○顕微鏡で葉緑素と葉の細胞を見る○トウモロコシの成長の様子○アサ

ガオの蔦が光の方向に向かうことを観察○ユリの道管の吸引力を見るために色のついた

溶液に入れる○異なった大きさのガラス管で毛細管現象を見る○Group IE ,IV 毛細管

6月2日 現象について同様のことをおこなう○さらに､水銀を使い凸面に注目○フィルターペー

パーと灯心を使って毛細管現象を確認○木材の道管のサイズを確かめ､樹液が木の中を

より高く登っていく; とを研究O GroupV 硫酸銅を熟し､蒸気が出て白い粉になるこ

とを見出す○硫酸銅をに水加え､溶液から再結晶化をおこなうO GroupVI 石灰岩の土

に植物を植え､根に酸があるかどうか確かめる○

報告ⅩⅩⅧ

野外に出て茎と根の研究○ハツカダイコンの根､ ニンジン､ジャガイモを研究○ニ㌢

ジン､ ジャガイモのくぼみめが何かを知るために､それらを植える○Group IE 顕微鏡

で毛根の管状組織､およ苗の主根の先端にある堅い冠を見るO GroUP V ,VI たくさん
の根と茎を分類○硫酸銅の実験を継続O Group血 トウモロコシ､エンドウ豆､ ソラ

豆､ アサガオの茎の習性○葉を顕微鏡で観察､水分の出口を見つける○

蒸発の研究O Group I フラスコで水を沸騰させ､蒸気が管を登り､管を冷やすと水

滴ができることを見出す○放置した皿の水が消えたことを確認○同じ分量の水は熱する

6月9日

報告ⅩⅩⅨ

ともつと早く消えることを確認○皿の上に蒸気があることを確かめるために､ ガラス棒

をかざして湿気を集める○雲と雨について話し合うO Group II イチゴ●ジュースの蒸

発○空気中の水滴がたどるコースにそって､雲､雨､流水､小川､ 河川をたどる○

Group VI ゼラニウムに水をやり､ 一晩でどれくらい水分が蒸発するか確かめた○

GroupVI 昼食の料理でベーキング●パウダーと小麦でマフィンを作る際､ ベーキン

グ●パウダーに水を加えるとガスが出て､ このガスはマッチの火を消すので､二酸化炭

素であると結論づけた○

Group I アヒルとニワトリの比較○トサカ､ 肉垂れ､足爪､羽根を濡らさない工夫

など○蒸発についての研究を継続O Group II 採集したカブトムシを蛾と比較○アヒル

の卵の醇化O Group IH ,IV 水生のカブトムシと陸生のカブトムシの比較O Group m

石灰石に植えたソラ豆を掘り出し､実験をおこなって､根の先端の石灰石には酸がある

6月16日 ことを知る○GroupIV ゼラニウムから蒸発する水分の量を測定○Group IV,V ,VI

卵を使って浸透の実験○特に､ GroupVIでは顕微鏡で毛根を見て､水分がどのようにし

て根に取り込まれるかを考察した○また､顕微鏡でパンのカビを観察し､根､茎､菓緑

素を持■たない植物の存在を教える○これは､次週のイースト菌の研究につながる○
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報告ⅩⅩⅩ

6月23日

ウイデイド･アイランドとミッドウェイに出かけた｡トンボ､バッタ､チョウ､野生

のイチゴやハツカなど､たくさんの興味あるものを見つけた｡　Groupnはハエに興味

をもち､ハエの体を細かく観察し､ハエを飼育して､花から蜜を吸う様子について話し

合った｡

来学期に種子の伝播(dissemination)を学習するための準備としていろいろな種子

を集めた｡

パン生地とマフィンの泡の大きさを比較し､そこから生じているものが何か知るため

に実験をした｡毛細管現象と水分の蒸発との関係をはっきりさせた｡年少児のいく人か

は､あひるの羽の油の重要性がわからなかったので､油をぬらない羽根を水に浸して見

せた｡根に酸が存在することをリストマ試験紙で確かめた｡

算　数　NumberWork)

算数については､以下のように7回の報告が記されている｡算数は､ふだんは工作や理科や料理

の中で付随しておこなわれるが､ここに示されているのは､いわば算数の取り立て指導としておこ

なわれたものである｡その他､子どもたちに学校の仕事の一部をおこなわせることで､算数の学習

をおこなう場合が見られる｡

報告Ⅹ刃 1

4 月21日

G roup IV , V 掛算と割算のドリル○円周の測定､ 円の面噂､ 台形の面積○教室の大

ききを測定し､ 縮尺図を措 く○G roup III 1 フィートの分数計算O G roup I , n も

のきしで 1 フィートの下位区分を学び､ 目盛りを使って1 ポンドの下位区分を学んだ○

報告ⅩⅧ G roup m , IV 主として面積の計算に関連して簡単な計算､ 割算○フィートやヤード

5 月5 日 の分数計算O G roup V , VI 角度の測定○三角形と四角形の面積○

報告ⅩⅩⅣ G rou p IV , V 面積の計算､ これに関連した掛算､ 割算の練習○ G roup VI 学校

5 月12日 の物置の物品を数え､ 目録を作る○学校の床と壁の面積を求める○

報告ⅩⅣ G roup I 積み木で建物を作る際に､ 積み木の形 (立体) の名前を言う○年長児 直

5 月19日 線の長さをマイルの単位まで計算する○立体の面積○

報告ⅩⅩⅦ

北米大陸の海岸線の研究から､ ミュージアムの起伏量図 (レリーフ ●マップ) で海の

深さを測り､ その結果をフィー トとフアゾム (約 6 フィートZ の水深) で表 した○イチ

6 月2 日 ゴジャムづくりからパイントの単位を学び､ イチゴ1 ブッシェルをジャムにする費用の

計算をした○かけ算表の作成○割り算の練習○

報告ⅩⅩⅧ G roup I 積み木の作業で､ たすと5 になる数字の組み合わせをおこなった G rou p

6 月2 日 Ⅴ 方形のプリズムの面積○G roup VI 大きな箱を作るために必要な材木の量を計算○

報告Ⅹ氾Ⅹ

6 月16日

ドアの窓にしつくいを塗るために必要な量の計算O G roup V プリズムの面積
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音　楽(Music)

以下の1回だけ報告が記されている｡

155

報告ⅩⅩⅩ

5月19日

GroupI, H　音階がどこで成長し､メロディーの中でどこに消え去るのかを認識し

始めている｡単純な音階のピッチと拡張に中で､正確さと均等性をさらに高める｡ピア

ノの伴奏なしで歌う｡ Groupn　2週間以上間あけて曲の旋律を書くテストを受けた｡

自分たち自身のメロディーを一つ書くことにはじめて成功した｡ GroupVI　先週､新し

く｢ラ｣の音階を導入｡今週は｢ド｣をGまたはFでおこなう｡子どもたちはピアノで

音を聞いて音階の名前を言い､白と黒のどちらのキーが必要か言う｡メロディは長くて

難しいものだが､いく人かは容易に理解する｡

体　操(Gymnasium)

以下の1回だけ報告が記されている｡報告が記された週の授業内容ではなく､この期間の取り組

み全体の概要が記されている｡

報告xxvm

6月9日

年長児　ダンベルを使ったドリル｡アンビル･コーラス｡棒を使った体操｡自由体操

では身体のすべての部分を使うよう多様な運動を取り入れた｡呼吸訓練｡器械体操｡リ

ングを使ったスウィング｡肋木渡り｡棒登り｡ジャンプを若干｡年少児　ダンベルを使

った初歩的運動｡自由体操｡呼吸訓練｡ゲーム｡棒登り｡肘からのぶら下がりと回転｡

リングのスウィング｡器械体操｡

すべての児童で懸垂をおこなう｡特に左の腕に注意して｡

春学期からは､年長児でバスケットボールを導入した｡
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2. 1897-11年度の実践報告

1897-1898年度に『大学広報』に掲載された実践報告は､ "Reportofthe University Elementary

School"という統一タイトルのもとにローマ数字でⅠからⅨまでの通し番号が付けられたもの9本と､

"The University Elementary School:General Information"という表題の実験学校の実践の概況を記したレ

ポート､それに"WorkinHouseholdArtandScience"という表題の家庭科(料理と裁縫)の実践報告

の､合わせて11本しかない｡これらは､前年度のようにほぼ週ごとに報告をするということになっ

ていない｡また､報告の内容も､報告ごとに特定の年齢段階の特定の学習領域にしぼって､指導の

方針､実際の授業の展開､今後の課題などが記されている｡おそらく､実験学校がこの年度に取り

組んだカリキュラム開発上の重点課題をトピック的に取り上げる形で､実践報告を公開することに

したのであろう｡ 11本の報告の掲載年月日と学習領域､対象グループおよび年齢は､次のとおりで

ある｡なお､グループと年齢は､それぞれの報告に記載があった場合のものをそのまま記した｡

報告Ⅰ 1897年11月19日 理科 (種子の伝播) 仝グループ

報告Ⅱ 12月 3日 歴史 (ローマ史) GroupVII, VI (ll- 12歳)

報告Ⅲ 12月10日 社会的オキュペーション Group I, D

General Inform ation 12月17日 実験学校の実践概況

報告Ⅳ 1898年 1月21日 歴史 (アメリカの植民) GroupIV, V (平均7 ～8 歳)

報告Ⅴ 2月11日 音楽 仝グループ

報告Ⅵ 2月25日 歴史 (原始時代の産業と発明) 不明○内容から推測して年少児○

報告Ⅶ 3月11日 理科 (電気) 不明○内容から推測して年長児○

報告Ⅷ 4月 1日 歴史 (ギリシア史) Group VI 平均 -10歳)

報告Ⅸ 5月 6日 歴史 (ローマ史)
jroup )11去習 10歳) とGroup ¥1

W ork in H ousehold
A rt and Science

6月10日 家庭科 (料理､ 裁縫) Group I ,H ,ffl ,IV ,V ,VI

実験学校はひきつづきロサリー･コートに所在した｡生徒数は5歳から12歳までの60人に増加し､

GrouplからGroupWまで8つのグループに組分けされた｡各グループは8人までに制限されていた｡

教師は常勤が8名､大学院生のアシスタントが5名であった｡

上記の12月17日付の"GeneralInformation"と題する報告には､実験学校の教員スタッフの名前と

それぞれの担当が記されている｡

ジョージア･ベーコン(MissGeorgiaA.Bacon) :校長､歴史のディレクター
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キャサリン･キャンプ(MissKatherineB.Camp) :理科と家庭科のディレクター

スメドレイ(Mr.F.W.Smedley) :木工

キャサリン･アンドリューズ(MissKatherineAndrews) :理科のインストラクター

アルセア･ハ-マ- (MissAltheaHarmer) :料理と裁縫のインストラクター

アイダ･ファーニス(MissIdaM.Furniss) !体操のインストラクター

メイ･テイラー(MissMayTaylor) :音楽のインストラクター

アッシュルマン(MissAshleman) :フランス語のインストラクター

ムーア(Mr.E.C.Moore) ､ムーア(Dr.Moore) ､ルシア･レイ(MissLuciaRay) ､アンナ･

キャンプ(MissAnnaCamp)､ズッカーマン(MissZuckerman) :以上はアシスタントの大学院生｡

毎日30分から2時間､パートタイムで補助をする｡

初等教育の3段階

1897-1898年度の実践報告は､全体を通じて､子どもの発達段階を考慮する姿勢が明らかである｡

このことは､子どもの発達段階に即したカリキュラムの開発が､ 1897-1898年度の実験学校の研究テー

マであったことをうかがわせる｡

発達段階については､すでに1897年5月21日付『大学広報』で､デューイが以下に示すような≪初

等教育の3段階≫の定式化を試みている｡おそらく､ 1897-1898年度の開始にあたり､実験学校では

この≪初等教育の3段階≫の定式化をふまえてグループの組分け､それぞれのグループの指導計画

の策定､教育内容の選択がおこなわれ､いわばそうした試行の結果を先に示したような各実践報告

において公表することになったのであろう｡もちろん､この≪初等教育の3段階≫の定式は､開校

以来の1年半におよぶ教師たちの実践経験の積み重ねの中から確認されてきたものであり､デュー

イが教師たちに一方的に提示したという性格のものでないことは言うまでもない｡

デューイは≪初等教育の3段階≫　を次のように定式化している60)｡

第1段階:4-7歳

子どもたちがすでに入学以前にもっている｢社会的経験｣ (social experience)から出発す

る｡すなわち､家庭･近隣生活の衣･食･住に関するオキュペーション(料理､裁縫､木工な

ど)に取り組ませる｡そして､それらの活動をとおして､周囲の世界(自然と社会)の成り立

ちや仕組みについて明確な意識をもたせるようにする｡

第2段階: 7-10歳

この段階では､活動を統制する｢方法｣ (methods)についての理解の発達が中心となる｡す

なわち､明確な結果を達成するために､適切な方法と手段を選択できる能力の増大に重点が置

かれる｡



158 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第51巻(2000)

第3段階: 10-13歳

この段階では､ ｢問題｣ (problems)を発見し定式化して､その解決のための方法･手段を選

択したり､方法･手段について知的に反省を加えたりする能力の獲得が中心となる｡

この≪初等教育の3段階≫の定式は､ 1898年12月30日付『大学公報』にデューイが書いた実験学

校の概要で､若干の修正が加えられ､次のように再定式化されている61)｡

第1段階:4-8歳

家庭･近隣生活との結びつきを緊密にし､直接的な活動に取り組むことが中心であり､知的

定式化や意識的反省を試みたり､読･書･算のテクニカルな方法に習熟することは相対的に少

ない｡

第2段階:　-10歳

直接的な活動に取り組むこととの関連で必要な補助や手段として､読･書･算のテクニカル

な方法に熟達することが強調される｡物事を為す手順　　　や結果に到達する方法(method)に
ル-ル

意識的な注意を向け､一定の規則を見出したり､物事を操作するスキルを獲得する｡

第3段階: 10-13歳
ルール

個々の規則やスキルを応用して､問題を探究し､一般原理(generalizations)の意義と必要性

を認識する｡歴史や科学がそれ自体として取り上げられ､研究されるようになり､次第に学習

内容が分化(specialize)する｡そして､中等教育の段階が始まる｡

以上のような≪初等教育の3段階≫の定式は､ 1900年に刊行された『小学校記録』の最終巻にデ

ューイが書いた｢初等カリキュラムの心理学｣で､さらに詳細な形で展開されることになる62)｡

さて､デューイによる　≪初等教育の3段階≫の定式をふまえ､実験学校のカリキュラムは､年少

児では｢活動的要因｣ (active factor)が支配的であるが､しだいに教科の区分(differentiation)が導

入されて､ GroupVI-Vm､つまりほぼ8歳を境にそれ以降では｢明確に知的な性格をもつ諸問題｣

(distinctivelyintellectualproblems)が導入されるように編成されることになった63'｡つまり､ 8 -10

歳あたり(現在の日本で言うと小学校3-4年生あたり)が活動中心から知的探究中心へと移行し

ていく時期と認識されたわけである｡

このことは､ 1897-1898年度の報告の多くが､年長児の｢理科｣または｢歴史｣を対象にした実践

の報告となっていることとも関係しているだろう｡つまり､年少児の活動中心のカリキュラムから

年長児の知的探究中心のカリキュラムへの移行を､具体的な授業計画としてどのような形ですすめ

ていくのかということに､ 1897-1898年度の実験学校の研究の中心があったことを示しているであろ

う｡

この点で興味深いのは､ 1897-1898年度の最後の報告である｡この報告は､料理と裁縫の作業に敬
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り組む中で､付随して理科や歴史､地理に関係する初歩的な理解を獲得させる"WorkinHousehold

ArtandScience"を扱った報告である｡この報告の中で｢最初の3年間[5-7歳]では､子どもの

意識はいま取り組んでいる生産物や直接的結果に向けられている｣ので､料理でも裁縫でも､短時

間で完成できる作業が中心になり､時間を要する作業の中で､作業のプロセスに含まれる科学的原

理の発見や､結果を導く諸条件の考察をおこなうことは困難であり､せいぜいいま扱っている素材

について観察したり､素材の性質について比較をおこなったりできる程度だと､実践結果を報告し

ている64)｡

そのうえで｢8歳と10歳の間のどこかで興味の変化が生じ､テクニカルな側面､および知的側面

と呼びうるものに､より意識的に関連づけてものごとに取り組むようになる｣と指摘し､この段階

の子どもたちには｢課業を与える仕方を変える必要がある｣と述べている｡すなわち､単に直接的

な結果を達成する活動に従事させるのではなく､特定の結果をもたらす諸条件を理解しながら活動

を遂行することが求められる｡そのため｢この段階では単純な実験が導入され､そこから必要な推

論を導きだして､一般的原理を把握するために諸条件を統制する｣ということがおこなわれる｡例

えば､トウモロコシをいろいろ条件を変えて調理し､そこから熟と水に対するデンプンの一般的な

性質を把握して､適切な調理法を発見するということがおこなわれる65)｡

ここで｢8歳と10歳の間のどこか｣と言われているのは､先の≪初等教育の3段階≫の定式で言

えば､第2段階の7-10歳または　　�"10歳ということになり､上述の実験学校全体のカリキュラム

編成でもこれ以降の段階(GroupVI-VK)で｢明確に知的な性格をもつ諸問題｣が導入されるとされ

ている｡ちなみに､デューイが｢初等カリキュラムの心理学｣ 1900年)で提示している発達段階の

第2段階は｢8歳から11歳ないし12歳まで｣となっているから66)､やはり8歳を過ぎたあたりが活動

中心のカリキュラムから知的探究中心のカリキュラムへと移行していく段階であることが､実践的

にほぼ確認されていたと見てよいであろう｡なお､ 1897年12月段階での説明によれば､実験学校で

は｢8歳までは授業は午前中の部だけである｣とされていた67)｡

社会的オキュペーション

第1節で触れたように､実験学校で｢社会的オキュペーション｣の学習が本格的に始まるのは､

1897-1898年度からである｡この｢社会的オキュペーション｣については､報告Ⅲで取り組みの経過

が報告されている｡報告Ⅲの冒頭には次のように記されている｡

今年度のGroupIとⅡの主題(subject)は｢社会的オキュペーション｣である｡それは､現在の生

活の諸条件を成り立たせている田園と都市生活の相互作用を理解することを主目的にしている｡オキ

ュペーションの選択においては､子どもの衣･食･住に最も密接に結びついているものを選ぶように

している68)｡
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この記述から､ ｢社会的オキュペーション｣はGroupI, Eを対象にした学習領域であること､つ

まり年齢的には5-6歳児､ ≪初等教育の3段階≫で言えば第1段階の子どもたちを対象にした学

習領域であることがわかる｡しかも､ ｢今年度のGrouIとⅡの主題｣と言われているから､ ｢社会的

オキュペーション｣は､後に考察するGroupHI以上の｢歴史｣と｢理科｣に対比して､最年少児対象

の主たる学習領域であったと考えられる｡

前節で述べたように､ ｢社会的オキュペーション｣は､年少の子どもたちに､自分たちの日常生活

を支えている社会の仕組みと､それに携わっている人々の仕事を具体的な形で理解させ､それによ

って彼らを｢社会生活の研究｣へと導くことを目的とした学習内容である｡そのために､ ｢社会的

オキュペーション｣の学習では､現在の生活の諸条件を成り立たせている｢田園と都市生活の相互

作用｣の理解に重点が置かれ､学習内容は｢子どもの衣･食･住に最も密接に結びついているもの｣

が選択される｡具体的な学習内容としては､次のような項目が取り上げられた｡

(1) ｢農場｣についての話し合い

畑の穀物､トウモロコシ､果実､野菜などの様子｡それらはどのように利用されるか｡収穫と出

荷の様子｡市場から各家庭への輸送路｡

(2) ｢酪農｣

小売店に行って農場からミルクが運ばれてくる輸送路を尋ねる｡農場で見たバター製造の様子と

いろいろな種類の撹乱機について話し合う｡一晩ミルクを放置し､皮膜をすくい取って､クリーム

をかき回す｡

(3) ｢石炭採掘と石炭の利用｣についての研究
かまど

学校の台所の竃に行き､石炭が燃える様子を見る｡材木を投げ入れ､燃える様子､熱､燃え尽き

るまでの時間､炎の色などについて､石炭と比較する｡

石炭はどこで採れるのか｡どのように採掘するのか｡私たちの石炭庫までの輸送経路｡ミュージ

アムで石炭の展示を見る｡

ここでは､シカゴの都会に暮らす子どもたちに､自分たちの日常の食生活を支えている｢農場｣

や家庭で燃料として使われている｢石炭｣をテーマとして､自分たちの日常生活の社会的な広がり

を具体的な形で理解させようとしている｡その際､ ｢輸送経路｣をたどることが学習の一つのポイ

ントとなっていることが注目される｡

歴史のカリキュラム

1897-1898年度の実践報告では､歴史の授業についての報告が5本あり､本数として最も多い｡以

下､年少児　グループ　の取り組みから順に見ていくことにする｡
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(1) ｢産業と発明の発展｣ : Groupm(?)

このテーマの歴史の授業に取り組んだのはいずれのグループの生徒であるのか明記されていない

のでわからないが､報告の記述内容から推測して､年少児が対象であったと思われる｡たぶん

Groupinであろう｡というのは､歴史の授業についての他の4本の報告では､それぞれGroupIV,

Ⅴ (報告Ⅳ)､ GroupVI (報告Ⅷ)､ GroupVI, VDI (報告Ⅱと報告Ⅸ)が対象となっており､

GroupI, Hは｢社会的オキュペーション｣の学習に取り組んでいるからである｡

｢産業と発明の発展｣というテーマのねらいについて､報告Ⅵは次のように説明している｡

2年目の授業計画は､最も原始的な端緒から未開の状態を経て本来の歴史の開始に至るまでの社会生

活(sociallife)の発展をたどることである.最も原始的な生活形態やら始めて､産業と発明が社会生活

の発展にどのような影響をおよぼしたかを取り上げる｡昨年度､子どもたちは､社会の発展を示す指標

として住居の発展をたどり､狩猟に適した土地への走住生活の開始の一例として湖岸地帯の住生活まで

を扱った｡今年度は､この同じ歴史過程を､産業の発展がもたらす結果という別の観点からふり返るこ

とになった69)｡

要するに､昨年度は原始時代の人々の生活形態の発展を｢住居｣を指標としてたどったが､今年

度はねらいを｢社会生活｣の発展をたどることに置き､そのために｢産業と発明｣の影響を取り上

げることにしたというわけである｡

ここで言われている｢社会生活｣とは､有史以前の時代の人々の｢衣･食･住にかかわる生産活

動｣を意味している｡それはちょうど､前項で見たGroupI, Eの｢社会的オキュペーション｣に対

応した学習内容と見てよいだろう｡ただし､ ｢社会的オキュペーション｣では現在の社会生活が対象

であり､具体的には自分たちの衣食住を支えている農場と､家庭の燃料である石炭の供給が取り上

げられたが､ここでは有史以前の時代の人々の｢衣･食･住にかかわる生産活動｣､具体的には石器､

土器､青銅器､鉄器の制作が取り上げられている｡ ｢社会的オキュペーション｣の学習は､子どもた

ちの関心を日常の衣･食･住の領域から､それを支えている｢社会生活｣の領域へと導き出すこと

をねらいとしていたが､それと同じように､ここでは観点を昨年度の｢住生活｣から｢産業と発明｣

に移すことによって､原始的な生活形態の発展を､ ｢社会生活｣というより広い文脈で捉える･ように

しようとしているわけである｡

実際の学習活動の中では､子どもたちは石器に加工される石の種類を研究したり､粘土の性質を
暮1

研究しながら簡単な土器を制作したり､ミニチュアの精練場をつくって火力と通風の関係を調べた

りしている｡興味深いのは､おそらく一連の学習の成果を総括するためであろうが､子どもたちが

それぞれ思い思いに一つの部族を想定して､それぞれの部族の生活条件を記述するということをお

こなっていることである｡例えば､一人の子は河口と海岸に生活する部族を選び､川を利用して鉱

石を運び､鉄を精練して船をつくり､海を渡って遠隔地と交易を開始するといったストーリーを書

いている｡また､一人の子は内陸の森の中の部族を選び､いろいろな土器を焼いて､それを鉄と交
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換するなど｡このようにして､異なる環境に適応した異なる社会生活の形態を子どもたちに考察さ

せている｡

(2) ｢アメリカの植民｣ :GroupIV, V

GroupIV, V (平均年齢7歳から8歳)では､アメリカの初期の植民(colonization)を主題にし

て｢歴史｣の授業がおこなわれた｡この主題は､合衆国史の一部として取り組まれたのではなく､

人間が厳しい自然条件と格闘していく姿と､その結果生み出される社会生活の諸形態を､子どもた

ちにリアルに理解させるための事例として取り上げられた｡つまり､ ｢歴史｣を独立の-教科とし

て教えるのではなく､歴史のひとこまをいわば人間研究のための素材として扱うのである｡これは､

他のグループの｢歴史｣においても共通しており､実験学校の歴史教育の基本原則となっている｡

実際の授業は次のように展開された70)｡

①　｢探検時代のシカゴ｣

マルケット(Marquette)とジョリエ(Joliet)という2人の探検家が､この時代を代表する人物と

して選ばれ､ミシシッピ流域とシカゴ周辺での探検の経路をたどった｡マルケットの旅行記を読ん

で聞かせ､シカゴ近郊で彼が最後の冬をどのようにしてのりきったかや､インディアンとの交流に

ついて話し合った｡

②　シカゴの建設

毛皮取引場と軍事拠点としてのシカゴを取り上げ､なぜシカゴは重要な交易拠点になったのか､

なぜデイアボーン砦がつくられたのかを話し合った｡

当時のシカゴ周辺の写真､遺品､新聞記事などを見ながら､住居の様子､食料と衣類の供給､郵

便､交通手段がどうなっていたかを研究した｡また､当時のシカゴ周辺の開拓者生活を記述した本

を参照した｡デイアボーン砦からシカゴ市への発展の研究では道路､水道､学校等の建設を取り上

げた｡統治(government)の発展については保留した｡

③リンカーンの生涯

開拓者時代の偉大な人物であり､またイリノイ州で生まれ育った人物として取り上げた｡

④　プリマス植民地の研究

ピルグリムズはなぜイギリスを去ったのか､出発前の会社設立､資金調達､食料調達､船の装備､

なぜプリマスに入植したのか､などについて研究する｡

食料､住居､家族､宗教､統治などについては､その時代の人々の生活をリアルに再現できるよ

うに､いく人かの重要な人物の生涯をたどる中で研究することになろう｡

⑤　オランダの植民地としてのニューヨークと､南部の典型的な植民地としてのバージニアを､

プリマスと同様のやり方で取り上げ､それらを比較する｡

この報告が書かれた時点(1月上旬)では､上述の｢④プリマス植民地の研究｣に取り組み始め

たところで､ ⑤は今後の予定を示している｡
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最初にも述べたように､ここでの一連の学習は､人々が未開の荒野に挑みながら生活を築き､タ

ウンを建設し､社会生活を開始していく姿を､子どもたちにリアルに捉えさせることをねらいとし

ている｡そのために､その時代を代表する典型的な人物の生涯を取り上げ､内容的には旅行記や伝

記などを用いて､その時代の人々の生活の様子を生き生きと再現できるようにしている｡

同時に､全体の授業計画が､もっとも身近なシカゴの探検時代とタウンの建設からはじめて､プ

リマス､ニューヨーク､バージニアの各植民地の建設へと移っていき､次の段階で通常の合衆国史

の学習へと自然な形でつながっていくように企画されていることにも注目すべきであろう｡

(3) ｢ギリシア史｣ : GroupVI

GroupVI (8歳から10歳)ではギリシア史の学習がおこなわれた｡これは､前年度の｢ギリシア人

の生活､とりわけホメロスの時代｣の学習の継続である｡しかし､報告Ⅷはその冒頭で､ギリシア

史の授業実践において生じた失敗と反省を率直に述べている71)｡

最大の問題は､初期ギリシアの社会生活に関する諸事実が､子どもたちにとっては単なる過去の

出来事として受けとめられ､それらを人間の生きた活動の表現として捉えることができなかったと

いうことである｡子どもたちは､ギリシア人の住居､家庭生活､子どもの教育･訓練の仕方､産業

(航海術と交易) ､武器や築城技術､農耕､都市生活､宗教､芸術､選挙や法律など､ギリシアの

社会生活を構成するさまざまな事柄に興味を示した｡このことは実践をとおして確かめられた｡し

かし､そこで取り上げられた学習内容は客観的な事実や事物にとどまったために､この年齢段階の

子どもたちにとっては抽象的でありすぎた｡この点で､実践は満足のいくものとはならなかった｡

それで､歴史教育の方法が練り直された｡問題は､一方で子どもたちの興味をひきつけはするが

歴史としては価値の薄いギリシア神話のおとぎ話と､他方でこれまで試みられてきたようなギリシ

アの社会生活の客観的な研究とのどこか中間に､適切な歴史教材を発見することであった｡その結

果､ ｢偉大な人物の研究｣を取り上げることになった｡

それは､その人の人生と行動の中にその時代のギリシア人の生活が典型的に表現されているよう

な人物を取り上げ､その人物の偉大な業績をとおして､当時のギリシア社会がどのような課題に直

面し､人々がどのような思いや願いや要求を抱いて生きていたか､そしてそれらを実現するために

どのような努力が払われたかを理解することである｡報告Ⅷでは､こうした歴史学習の方法は｢心

理学的｣と呼ぶのが最もふさわしいと記している72)｡つまり､歴史を遠い過去の出来事の記録として

扱うのではなく､子どもたちが社会生活の生成と発展を生きた人間のドラマとして疑似体験的に理

解できるようにすることである｡そこでは､ギリシアの家庭生活､産業､都市､芸術､法制といっ

た事柄に関する客観的な諸事実は､偉大な人物の生きた活動の､いわば舞台装置として付随的に学

ばれる｡

もちろんこれは､歴史-ヒストリーを偉大な人物を中心とする物語-ストーリーとして描き出す

ものであって､本来の歴史の研究とは言えない｡しかし､それは単なる偉人の伝記とも異なり､い



164 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第51巻(2000)

わば一人の偉人の生涯を素材にして､その時代の社会生活の動態についてケース･スタディをおこ

なうものである｡だから､どの人物を取り上げるかについては､事前に教師の側でそうとう綿密な

検討が必要なわけで､子どもたちが取り組む学習の主題をあらかじめ考慮にいれて､その主題を展

開していくのに最もふさわしい特定の人物を選択しなければならないのである｡

報告Ⅷによれば､実際の授業では､トロイヤ戦争でギリシアに勝利をもたらした真の英雄として

知略家のウリュセスが取り上げられ､古代ギリシアを特徴づける｢思想の力｣の象徴として彼の一

連の行動が学ばれた｡また､都市国家の市民生活に関しては､スパルタの立法家リュクルゴスが取

り上げられ､彼の生涯を中心にして､アテネとスパルタの国利の違いや､それがそれぞれの市民生

活にどのような影響をもたらしたかが学ばれた73)｡

歴史学習をこのように｢偉大な人物の研究｣を中心にして展開していくやり方は､ GroupVIの｢ギ

リシア史｣の学習だけに限られない｡先のGroupIV, Vの｢探検時代のシカゴ｣や｢プリマス植民地

の研究｣の学習でも同じやり方が試みられており､また後に見るGroupVI, Wでの｢ローマ史｣の学

習でも実践されている｡したがって､それは実験学校の歴史教育全体にかかわる基本原則でもあっ

たと言えよう｡それは､ギリシア人の｢住生活｣をテーマにした前年度の学習が､都市国家の｢社

会生活｣をテーマにした学習へと展開されていく中で､子どもたちに｢社会生活｣を客観的な組織

や制度としてではなく､人間の主体的な実践として提示するために考え出された方法であり､ 1897

-1898年度以降､それが実験学校の歴史教育の基本的な方法となっていったのである｡

後にデューイは｢初等教育における歴史科の目的｣ (1900年)と題する論文で､ ｢歴史教材は-

-ある英雄的人物の生涯と行動に集約して提示されるとき､最も完全に､最も生き生きとした形で

子どもたちに訴える｣と述べ､初等教育においては､歴史の｢論理的解釈｣ではなく｢心理的解釈｣

に従うべきだと主張している74)｡こうした歴史教育の原則は､すでに1897-1898年度には､実験学校

の授業実践をとおしてある程度まで確立されていたと見てよいであろう｡

(4) ｢ローマ史｣ :GroupYB, W

GroupYH (平均11歳)とGroupW (平均12歳)ではローマ史の学習がおこなわれた｡

当然のことながら､ここでもローマ史は単なる過去の出来事の記録として学ばれるのではなく､

｢社会生活それ自体の諸力と構造への洞察｣を与えるために学ばれる｡したがって､ローマ史をま

んべんなく扱うのではなく､ローマの社会生活の発展を示す｢代表的で典型的なエポック｣を選択

して取り上げ､それぞれのエポックを代表する英雄的人物の物語を素材にしながら､社会生活の諸

要素が分析されていく75)｡特にローマ史で主題となるのは｢政治生活｣である｡すなわち､国家統治

の仕組みがどのようにして生み出されていったかを考察することである｡

具体的な授業の内容は次のように展開された｡

①　ローマ建設と原始ローマの性格

ロムルスとレムスのローマ建国神話の物語｡
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②　イタリア征服とローマの拡大

まず､サビヌ人のレイプの物語を読み､イタリアの一部族にすぎないローマと周辺諸部族の戦い

について話し合いながら､部族社会の姿を再現する｡

次に､ローマの家族について､家長は一族(大家族)を統治する小王であり､これらの小王が一

人の大王に服従する形で､ローマの部族社会が組織されていたことを学ぶ｡一人の生徒はローマの

統治組織を次のように書いた｡

Government of Rome

Senate元老院
300人

Senators

were kings

of families

次に､アルバ･ロンガとの戟いの物語を読み､この都市の住民が奴隷にされてローマに連れてこ

られたことを学ぶ｡一人の生徒はローマの身分構成を次のように書いた｡

People in Rome

1. Rome citizens (-Patricians貴族)

2. Clients　(-Plebeians,平民strangers外人)

3. Slaves　奴隷

③　ローマの政治一一専制から共和制へ

ローマ王ルキウス･タルキニウスの廃位｡これに関連してホラチウスとブルータスの物語を読み､

ローマ人の気質をまとめた｡

ローマ人

1.勇敢

2.善良

3.高貴

4.誠実

5.厳格 ‡

ホラチウス

ブルータス

専制から共和制への移行の結果を､子どもたちは次のようにまとめた｡

Government of Rome

1. Consuls執政官　(2人)

2. Senators元老　(300人)

3. PublicAssembly民会

ローマの地図を措く｡公共広場(Forum) ､民会所(Comitium) ､七つの丘､川の位置を確認し､

ラテン語で表記する｡

④　平民の台頭

平民と貴族の闘争について知るために､プルタルコスの『英雄伝』からコリオラヌスの伝記を読

んだ｡その後､平民が政府に代表をもつことは正しい要求かどうか､平民には投票の権利があるの

かどうかという問題を討論した｡子どもたちは､ローマは共和国なのだから投票権があると結論づ
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けた｡

ここまでが報告n　1987年12月3日)に記載されている授業内容である｡

次に､報告K 1898年5月6日)では､以下のような授業内容の展開が記載されている｡

⑤　領土の拡大と帝政-の移行

ここでは共和制の終幕と帝政の出現について､それをもたらした要因を子どもたち自身が発見で

きるように授業をすすめた｡

まず､カルタゴとの間で戦われた2回のポユニ戦争が取り上げられ､戦争の原因はスペインの豊

かな鉱物資源と兵隊要員の確保をめぐる争いであったことを､子どもたちはハンニバルの成功と失

敗を検討する中で発見した｡

次に､地中海世界の征服に莫大なエネルギーを費やしたことが､内政の混乱､元老院と平民派の

闘争をもたらし､帝政の出現の原因となったことが明らかにされた｡一人の少年は､護民官のティ

ベリウスについて次のような作文を書いた｡

ローマは病人のようになり､医者を必要としていました｡そして､ティベリウスが医者の役割を引

き受けました｡彼はローマを救うために､貧しい人々に土地を与え､トウモロコシや小麦を栽培して

生活できるようにしようとしました｡しかし､彼の任期が終わりに来たとき､彼はもう一度護民官に

立候補しましたが､打ち破られ､殺され､死体は川に流されました76)｡

全体としてこのローマ史の学習では､一連の出来事を原因一結果の科学的関係において分析的に

理解することに指導の重点が置かれていた｡例えば､ GroupVHIの-少女は､ローマ軍とカルタゴ軍

を比較して次のような作文を書いている｡

ローマはほとんどいつも前進しました｡なぜなら､ローマ軍はカルタゴ軍よりもすぐれた秩序をた

もったからで､そしてより多くの兵隊とより強い兵隊をもっていたからです｡より強い兵隊というこ

とで私が意味しているのは､風呂をもっていなくて､カルタゴ軍のように怠惰ではなかったというこ

とです｡ローマ軍が強かったもう一つの理由は､彼らは祖国のために戟い､カルタゴ軍はお金のため

に戦ったということです77)｡

なお､以上のようなローマ史の学習に付随して､ラテン語の｢並行学習｣ (collateral study)

が開始されている｡ 1日1時間､ 30分は歴史の学習に､ 30分はラテン語の練習にあてられた｡ここ

ではローマ人の生活と結びつけて初歩的なラテン語が導入された78)｡

また､イタリアの気候､産物､火山等について､地理の学習も並行しておこなわれた79)｡

理　科

(1)植　物
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理科に関しては､報告I　1897年11月19日)で､秋学期の開始とともに｢種子の伝播｣

(dissemination)についての学習が始まったことが記されている｡これは､前年度の2月から始まっ

た植物の学習の継続であり､すべてのグループで取り組まれた｡子どもたちは､空き地や公園に何

度も出かけて種子の様子を観察し､できるかぎりいろいろな種類の種子を収集した｡また､種子の

絵を措き､種子を分類し､名前を記し､説明文を書いた｡

年長児(GroupV, VI, VE, VDI)は､植物が種子を伝播するときの手段にもとづいて､種子を4

つのタイプに分類した｡すなわち､

1.風で拡散する種子

2.動物によって拡散する種子(a)動物の毛に着いていく種子

(b)リスが食料として運んでいく種子

(C)鳥に運ばれる種子(堅い種子､草の実)

3.破裂して拡散する種子

4.茎を横にゆすってサヤの穴から種子をまき散らす(ケシやハスなど)

年少児(GroupI, E, IH, IV)も同様の分類をおこなったが､年長児より簡単にすませた｡彼ら

はまた､種子の浮力についての実験をおこない､川沿いの土手にはえている植物の種子の拡散につ

いて話し合った｡

(2)電　気

理科では以上のほかにもうーっ､報告vH (1898年3月11日)で｢電気｣に関する学習の取り組み

が報告されている｡ここでは､家庭における電気の利用に関連づけて､電気の作用をそれの利用と

いう観点から考察していく｡まず電池を取り上げ､次に電話､電信の理解へと導いていく｡これら

は､週あたり4､ 5時間､全体で10週間の取り組みであった｡この｢電気｣の学習に取り組んだの

はいずれのグループの子どもたちであったのか､報Ⅶには明記されていないが､学習内容から見て､

たぶん年長児が対象であったと思われる｡ただし､グループは特定できない｡

実際の授業は次のように展開された｡

1.電池-ここでは､希硫酸､亜鉛､銅､炭素棒､銅線を使って硫酸電池の装置をつくり､釘に銅

線を巻いて亜鉛と銅､または亜鉛と炭素棒につなげると磁石になることを確かめ､電気は何らか

の仕方で金属に硫酸の溶液が作用することによって生じること､つまり電気は化学反応の働きで

あることを知る｡

2.電動ベル-ベルの中の電磁石は､釘に銅線を巻いたものと同じであることを確認し､スプリン

グが回路をつくると同時に電磁石が働いて回路を切ることを発見する｡

3.電信-木工作業で簡単な電信装置をつくる｡原理はベルと同じであるが､回路を切ったりつな

いだりするのはキーである｡モールス･アルファベットで別の部屋に信号を送る｡

4.検流計-針を電磁石でこすり､水に浮かせ､南北を指すことを確かめる｡針の北端に､硫酸電

池の亜鉛からの銅線と炭素棒からの銅線のどちらを置くかにより､針は西か東のどちらかに振れ
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ることを確かめる｡検流計の針も同じ原理で動くことを理解する｡

5.電池以外の発電- (1)検流計に銅線のコイルをつなぎ､コイルの中に棒磁石を入れたり出し

たりすると検流計の針が動くことから､電気の流れを知る｡磁石のN極とS極のどちらを出し入

れするかによって検電計の針の向きが変わることを確かめる｡ (2)おもちゃのびっくり箱をつく

る｡ U字形磁石の両極の間にクランク状の銅線コイルを取付け､クランクが回転すると電気が生

じてショックを感じるようになっている｡

6.電話-発話の空気振動が薄い金属板を振動させ､銅線コイルの中の電気量を変化させ､この変

化が他方の端につながれた電磁石の強さを変化させ､それが他方の金属板を振動させて空気振動

が生じ､声が伝わる｡

7.電気分解-(1)塩酸と亜鉛から水素を発生させ､燃やして冷やすと水滴ができることから､

水は水素と酸素からできていることを確かめる｡ (2)簡単な電気分解装置を使い､一方の電極棒か

らは他方の2倍のガスの泡が出ることを確認し､それぞれが水素と酸素であることを実験で確かめ､

水には酸素の2倍の水素があると結論づけた｡ (3)同様に､硫酸銅の溶液で電気分解をおこない､

亜鉛極に銅の膜ができることから､電気は液体をその構成要素に分解すると結論づけた｡

音　楽

報告Ⅴは､音楽担当のインストラクターであるメイ･テイラー(MissMayTaylor)の署名入りで､

音楽教育の取り組みについて全般的な報告がなされている｡

まず､音楽教育の基本方針が述べられている｡すでに『大学広報』第1巻47号(1897年2月19日)

で､実験学校の音楽教育は､シカゴ大学の音楽学教授カルヴイン･ケデイ(CalvinB.Cady)の理論

にもとづいておこなわれていることが記されていたが､ここでもそれが再度確認されている｡すな

わち､音楽は観念､思想を表現する一方法であり､ちょうど絵を描く場合､あらかじめ内面の眼に

絵の輪郭を措くように､音楽の場合も内面の耳に曲相(tone forms)を措く｡だから､音楽教育で大

事なことは､楽譜や鍵盤ではなく､心の中に思い描かれた観念､思想が､音楽としてどのように表

現されていくかを理解することであるとされる｡

幼い子どもは､音楽を音のかたまりとしてしか知覚しない｡それを､メロディ､リズム､ハーモ

ニーといった諸要素に即して分析的に知覚できるようにし､音楽による表現の能力を高める｡これ

が､実験学校における音楽教育の目標とされた｡

実際の授業は以下のように展開された｡

①最初は｢メロディ｣の学習がおこなわれる｡音楽の最も単純な統一はメロディにある｡そして､

子どもはメロディのイメージを言葉(歌詞)によってつかむから､最初は唱歌(songs!から始め

る｡

Group I, IIでは単純なメロディを選ぶ｡その際､メロディの質(quality) ､例えば子守歌のゆ

ったりと静かな調子を､歌詞が表現する観念と結びつけて捉え､それを歌唱(singing)において表
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現する｡そして､リズム感を手や腕の動きで自然な形で表現する｡

②　次は､音楽の基本要素としての｢リズム｣の学習である｡リズムは割合(proportion)であり､

関係(relationship)である｡ Groupm, IVでは2拍子と3拍子の短い歌詞の唱歌を取り上げる｡年長

児ではメロディだけでリズムの分析をし､言葉の意味に頼らないで音楽の質を感じ取る｡

③　次に､ GroupIVで｢メロディの個性｣ (individualcharacter]を取り上げる｡メロディは､ハ

調だろうとト調だろうと､どの音階で表現しても同じだということを認識させ､それぞれの曲の個

性に名前をつける｡これによって､音楽を抽象的に理解する第一歩が踏み出される｡

④　次に､ ｢音楽のシンボル｣を取り上げる｡ここでは､鍵盤､音符､楽譜等の記号を､音楽観

念を表記し伝達する手段として用いる｡ GroupV, VI, VH, Wは､自分で心の中に思い描いたメロデ

ィを､リズム感とともに音符に書き表す｡

料理と裁縫

1897-1898年度の最後の報告は"WorkinHouseholdArtandScience"と題され､この年度における

｢料理｣と｢裁縫｣の取り組みについて報告している｡報告は｢料理｣と｢裁縫｣のそれぞれにつ

いて､第1年(FirstYear)から第6年(SixthYear)までの学年段階に即して課業の内容が示され

ている｡ここでは｢グループ｣という表現は用いられていない｡

｢料理｣では､まずレシピが黒板に書かれ､子どもたちは､材料､調理法､仕事の分担について

話し合う｡それから調理器具を選び､材料の分量を計り､調理を実行する｡昼食のテーブルを準備

し､ 12人またはそれ以上の人に給仕をする｡

これら一連の仕事の中で､算数､理科の課業が付随しておこなわれ､また仕事の分担や給仕の仕

事に関連して社会性も身に付けることが期待されている｡ただし､この報告では､これらの事項に

ついての詳しい説明はなく､取り組まれた料理のメニューが示されているだけである｡

｢裁縫｣では､次の4つの観点を考慮に入れて授業計画がたてられている｡ ①子どもの興味と能

力に課業の水準を合わせる｡ ②技術的側面､特に縫い方(stitch)の系統的な学習｡ ③芸術的要素､

特に色とデザインの理論的､実践的な学習｡ ④地理､歴史､理科に関係する諸要因と諸原理の学習｡

実際の授業では､子どもたちは縫い物の作業に取り組むとともに､並行して上記の④に関する理論

的学習をおこなうようになっている｡理論的学習としては次のような内容が示されている｡

第1年､第2年-なし｡

第3年-蚕と繭の研究｡綿､亜麻､ジュート､大麻､羊毛､絹について､ 1)栽培地域､ 2)製

造地域､ 3)輸送経路を調べ､略地図を措いて示す｡

第4年-いろいろな種類の布製品を､ 1)布地の構造､ 2)透け具合､ 3)保温性､について比較

研究する｡いろいろな種類の繊維を顕微鏡で確かめ､それらからつくられる布地の構造や性質を理

解する｡

第5年-繊維の原料となる植物の栽培に関して､気候条件､地理的条件､土壌の種類､栽培方法
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を調べる｡植物から繊維を取り出す方法を調べる｡

第6年-布の製造の歴史に関して､発明の歴史と繊維産業の発展､それがもたらした社会の変化

をたどり､現在の製造工程を研究する｡

3. 1898-1899年度の実践報告

エリス街への移転

実験学校はロサリー･コートでの実践を1898年6月末の学期終了とともに終え､ 1898年10月の新

学年からはエリス街5412番地に建つ大きな邸宅を借り受けて､そこで授業を再開した｡この時点で

の生徒数は､ 4歳から12歳までの84名､教師は14名で､これに大学院生のアシスタントが3名いた

と報告されているから80)､実験学校は当初に比べればかなりの規模になった｡

1898-1899年度の実践報告は､ 『大学広報』の第3巻29号(1898年10月14日)から第4巻24号(1899

年9月15日)までの11カ月間､ほぼ毎週掲載されており､ HTheUniversityElementarySchool"という

統一タイトルのもとに､全部で34本掲載されている｡各報告は､最初の学校案内の記事(第3巻29

号､ 1898年10月14日)とデューイが執筆した実験学校の概要(第3巻40号､ 1898年12月30日)を除

き､ Group Iから順にGroupIXまでグループごとに実践経過を記しており､各グループはそれぞれ4

回ずつ報告がなされている｡そして､各報告はそれぞれのグループについて､前回の報告に続く形

で実践経過を記しているので､ 1898-1899年度の年間を通じてそれぞれのグループの取り組みの様子

が系統的にわかるようになっている｡

なお､ Group IからGroupIXまで報告が一巡したところで､ Sub-PrimaryDepartmentの報告が登場

し､以後他のグループと同様に､前回の報告に続く形で報告がなされ､全部で3回報告されている｡

Sub-PrimaryDepartmentは､ 4 - 5歳児の幼児教育部門として､ 1898-1899年度から新たに設けら

れた｡デューイは､実験学校開設の当初から4-5歳児の教育をおこないたいと考えていたが､資

金不足のために実現できないでいた｡しかし､この年ハワイのキャッスル家(CastleFamily)から

1,000ドルの寄付を得て､ようやく実現にこぎつけたのである｡

本節では､ Sub-PrimaryDepartmentから順に各グループごとに実践経過を通覧していくことにす

る｡

教師組織の部門制(departmental system)

1898-1899年度は､実験学校の開校後3年目にあたり､本稿の序で述べたように､実験学校独自の

教科課程(courseofstudy)が最初の2年間1896-1898年)の試行期間を経て一応の完成をみるに至

った年である｡そして､エリス街への移転を契機に､教師たちは大学の学科(Department)の組織

に対応するように､各部門(Department)ごとに組織されtz�"-81)｡

第1節で論じたように､実験学校では1896年10月にキンバーク街で授業を再開して以降､当初の
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オールラウンド･ティーチヤーの方針を変更して､スペシャリスト･ティーチヤーの体制をとった｡

さらに､第2節で示したように､ 1897年12月17日付の『大学広報』に掲載された実験学校の教師ス

タッフの一覧では､ 8人の常勤教師のそれぞれに専門分野が明記され､例えば｢理科と家庭科のデ

ィレクター｣と｢理科のインストラクター｣といった具合に､職階とも言える表記がなされている｡

したがって､教師組織の部門制はすでに前年度1897-1898年度)からある程度の形をとりはじめて

いたと推測できるが､部門制が正式に実験学校の教師スタッフの組織原則として確立されたのは､

1898-1899年度からである｡

部門は｢歴史｣ ｢理科｣ ｢家庭科｣ ｢手工｣ ｢音楽｣ ｢芸術｣ ｢体操｣の7つであり､これに就

学前部門(Sub-PrimaryDepartment)が別にあった｡実験学校が中等段階(13歳以上)にまで拡大す

れば､ ｢言語｣と｢数学｣が独立の部門として設置される予定であった82)｡

1898年10月14日付の『大学広報』に掲載された実験学校の案内には､教員スタッフが各部門ごと

に紹介されている83)｡

(1)歴　史-ジョージア･ベーコン(MissGeorgiaBacon] :ディレクター､校長

ローラ･ラニアン(MissRauraL.Runyon)

(2)理　科-キャサリン･キャンプ(MissMissKatherineCamp) :ディレクター

キャサリン･アンドリューズ(KatherineAndrews)

メアリー･ヒル(MissMaryHill)

(3)家庭科-アルセア･ハ-マ- (MissAltheaHarmer) :ディレクター

メアリー･タフ(MissMaryTough)

(4)手　工-ボール(Mr.Ball)

(5)音　楽-カーン(Mrs.P.O.Kern)

(6)芸　術-リリアン･カッシュマン(MissLillianCushman)

(7)体　操-アイダ･ファーニス(MissIdaFurness)

(8)就学前-ラ･ビクトール(MissLaVictoire)

これ以外に､フランス語担当のローリー･アッシュルマン(Mademoiselle Lorley Ashleman )

とラテン語担当のマリアン･シプピー(MissMarionShipeby)がいた｡

Sub-PrimaryDepartment ( 4 - 6歳)

(1) 1898年12月23日

秋学期(10月～12月)全般的なトピックは｢家｣ (thehome)であった｡鳥､虫､動物の家を見つ

けることから始めた｡ 4つの部屋をもつおもちゃの家をつくり､各部屋に置く物品を厚紙､木､ブ

リキでつくった｡家の外側をペンキで塗った｡内側は装飾用の紙をはった｡各部屋に置く家具を決

め､つくった｡

毎週一つの物語の読み聞かせをおこない､紙または黒板に物語の内容を示すイラストを措き､そ
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れを見て物語を語りなおした｡

GroupIの子どもたちを食事でもてなすため､ゼリー､ココアを準備し､キャンディーを入れる紙

箱をつくった｡クリスマスの取り組みとして､プレゼントとツリーをどこで買うか､ツリーの飾り

つけには何が必要かを話し合い､それから計画をたて､ツリーのデコレーションをつくり､それら

を教室に店を開いて売り買いした｡ツリーを飾りつけ､各自でつくったプレゼントを配り､歌を歌

い､ゲームをした｡

2 1899年3月10日

冬学期(1月～3月)は｢暖房｣と｢照明｣を全般的なトピックとした｡

箱で暖炉をつくり､厚紙で石炭桶をつくった｡石炭はどこから取ってくるのかが問題となり､炭

鉱から卸商､小売店､家庭までの輸送経路について話し合い､子どもたちがそれぞれ坑夫､貨車の

運転手､卸商､小売店の役になって､教室で石炭の輸送を演じた｡

次に､家の照明について話し合い､電気､ガスのほか､ランタン､ランプ､ロウソクがあげられ

た｡ランタンを紙でつくり､列車にシグナルを送る遊びをした｡ランプも糸巻きと紙でつくった｡

パラフィンを溶かし､芯を入れた型に流し込んでロウソクをつくった｡

暖かい衣服について話し合った｡羊毛製品に関連して､黒のストッキングは黒い羊からつくられ

ると一人の子どもが言うので､子どもたちは赤や青の羊もいると結論づけた｡そこで､原毛を見せ､

染色についての話を聞かせた｡

タバコの箱でベッドの床架をつくり､それに使うシーツ､枕カバー､毛布､キルトをつくった｡

キルトは赤､白､青の紐を使い､思い思いのパターンで織った｡紙の人形に服を着せ､色の取り合

わせを考えて手袋とフードを着せた｡

(3) 1899年5月19日

先の輸送の主題から､いろいろな乗り物(馬車､ケーブルカー､高架鉄道､汽車など)を取り上

げ､それぞれの利用日的､利用距離を話し合った｡大きな砂箱に軌道をつくり､運転手や車掌を演

じた｡安全対策について話し合い､信号所､踏切遮断機､高架橋の模型をつくった｡

輸送の主題を拡大するために､手紙の配達を取り上げた｡教室に郵便局とポストを設置し､自分

たちで書いた手紙を集め､箱の郵便車に積んで､宛先に配達した｡

春学期(4月～6月)の開始とともに､主題は花､鳥､ガーデニング､家の清掃になった｡木片

で鳥の巣箱をつくり､校庭に花壇をつくり､熊手､鋤､鍬､一輪車をつくった｡また｡木で種子の

表札をつくった｡

おはじきを入れる袋､なわとび､かざぐるま､振り子をつくった｡

協力して仕事をするという観念を得るために､家の清掃について､おもちゃの家を使って､どの
きゃたつ

ような仕事が必要か話し合って決めた｡バケツ､ほうき､ブラシ､ちり取り､ちり払い､脚立の模

型をつくった｡

工作や料理と結びついて､数の操作も導入された｡料理では､ 4分の1カップ､ 2分の1カップ､
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GroupI (6-7歳)

(1) 1898年10月21日

1898年10月時点でのGroup Iの時間割が次のように示されている｡ ｢社会的オキュペーション･歴

史｣および｢理科｣の授業は毎日あり､工作とゲームの時間が多く取られていることが目立つ｡

月 火 水 木 金

●
9‥00- 9:30 合 唱 体 操 理 科 理 科

9‥30- 10‥00
手 工

m anual training
家 庭 科 理科に関連した

工作
描 画 描 画

10‥00- 10‥30 社 会 的 オ キ ュ ペ ー シ ョ ン ● 歴 史

10‥30- 11‥00 理 科 理 科 裁縫 ●織物 理 科 裁縫 ●織物

ll:00- ll:30 ゲーム●工作 ゲーム ●工作 音 楽 昼食 の準備

昼 食

ゲーム ●工作

ll:30- 12:00 体操 ●ゲーム 理 科 ゲ ー ム 昼 食

外国の子どもたちへの興味が喚起された｡スペイン､アイルランドからはじまって､いろいろな

国の子どもの名前をあげた｡そして､オランダの少年の生活の様子を調べた｡

家庭科(DomesticScience) -野菜と種子を入れるバスケットを編み始めた｡

料理-シリアルに対する熱と水の作用｡簡単な計測｡

理科-種子の種類と播き方の学習｡土壌の研究｡庭に種子を植え､植える球根のリストをつくっ

た｡

体操-時間の一部はゲームに充てられる｡身体の訓練とともに､知覚の注意力の訓練もおこなう｡

芸術-果物の水彩画｡

音楽-単純なメロディ｡詩の一節を示し､教師の伴奏で歌う｡ ｢合唱｣の授業は年長グループの

子どもたちと一緒におこなう｡

手工-道具の名前､使い方を学ぶ｡

(2) 1898年12月23日

オランダの少年の生活の研究を終えたあと､黒人を取り上げた｡写真やフィールド･ミュージア

ムの展示で､アフリカの動物と植物を研究した｡アフリカとアメリカの黒人の生活を比較し､アン

クル･リーマスの物語を使って黒人の伝説や迷信を学んだ｡

次に､エスキモーの生活を取り上げた｡氷雪の家､毛皮のテント､石の家が写真で示され､主食

になる寒冷地の動植物にはどのようなものがあるか学んだ｡フィールド･ミュージアムで北極地方

の動物の展示とエスキモーの家の模型を見学した｡北極と熱帯の日の長さを比較した｡地球儀で北
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極地方の陸地と海を確認しながら､エスキモーはアジアからきたことを知り､モンゴル人種の特徴

を示す写真で確認し､エスキモーとの類似を兄い出した｡

料理-シリアルの研究｡小麦のデンプン質と木賀繊維とを区別し､それぞれの調理法を確かめた｡

家庭科-バスケットを完成させた｡次の課業は､編み物(kniting)をおこなうこと｡

芸術-歴史の授業で取り上げた内容をイラストに措くことが主だった｡その他､ぬいぐるみの鳥

や生きたウサギを描いた｡

理科-球根の発芽｡

手工-厚紙で､荷札､マッチ･スクラッチヤーをつくった｡その後､糸を紡ぐ際の糸巻棒をつく

る｡

体操-単純な運動とゲーム｡

(3) 1899年3月10日

エスキモーに続いて､日本と中国の人々について学んだ｡日本は火山からできた島々であること

を知り､溶岩を土と比較し､風化作用で岩石から土ができ､植物が生えて腐植土ができることを学

んだ｡次に､植木鉢に水をはって米を植えた｡茎の先端の穂を観察し､脱穀した｡フィールド･ミ

ュージアムで日本関係の展示品を見学し､日本人の顔がエスキモーと似ていることに注目した｡そ

れから､竹で日本家屋をつくり､日本の子どもについて､物語を読んでもらい､話を聞いた｡

中国については､北京の船上生活者に興味をもった｡積み木で大城壁を築き､騎馬民族を防御す

ることに役だったことを想像した｡北京から城壁までロバで3日かかり､ロバは1日30マイル進む

ことから､ 30マイルを3回たして北京から城壁までは90マイルだと結論づけた｡

数-秋学期(10月～12月)には10までしか数えられなかったので､ゲームで2ずつ､ 3ずつ､ 5

ずつ､ 10ずったすことを覚え､数のシンボルに精通させた｡例えば､積み木遊びで､ 1個の4イン

チ･キューブは4個の1インチ･キューブまたは2個の2インチ･キューブと交換できるというよ

うにし､ 2インチ･キューブしかもっていない子どもはどのようにして5インチ･キューブを手に

い､れるかを考え､結局その子は5インチ･キューブ2個を買うことにして2インチ･キューブ5個

で支払うことを発見した｡ 3インチと5インチの棒をつくり､それらで三角形､正方形､長方形､

ひし形などの幾何学図形をつくり､周囲は全体で何インチになるかを求めることで､ 5ずつまたは

3ずつまたは10ずつのたし算をおこなった｡

料理-シリアルの研究｡小麦について､フレーク､ロールド[皮をむき､蒸してローラーでつぶ

したもの] ､砕いたものを､もとの麦粒と比較し､それぞれのデンプンの量､調理に必要な水の量､

調理時間を兄い出した｡また､米粒を米のフレークと比較し､天秤計で拍カップの米粒と1カップ

のフレークが釣り合うことを兄い出し､そこからフレーク米の調理に必要な水の量を発見した｡

家庭科-12月から始めた糸巻き作業は家にもち帰って完成させた｡次に､このグループの最初の

裁縫の課業として､作業袋をカンバス布でつくり始めた｡
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芸術一一粘土でモデルを見ながら動物の頭部を制作｡オブジェクトを見て､単純な輪郭で素描す

る｡

音楽一一いくつかの歌を歌う｡年長児をまねて､自分たちの歌を1曲つくった｡

手工一一ノコギリ､カンナ､ノミ､の使用に精通し､薄板で小さな物品をつくった｡

体操-正規のドリルのほかに､週･1回Sub-PrimaryおよびGroupII, GroupHIと一緒にリズミ

カル･ゲームをおこなった｡

4 1899年5月26日

日本家屋が終了｡ジャワ人の研究に移る｡米､竹､スパイスがジャワからシカゴに運ばれてくる

輸送経路を地球儀で確認し､ワシントン･パークの温室で竹の成長の様子や､熱帯の樹木と植物を

見学した｡

次に､アメリカ･インディアンについて､家屋､衣服､食べ物､慣習等を取り上げた｡

春学期は戸外ですごすことが多かった｡

庭に種子を植え､土壌の種類と植え方を学んだ｡雑草は荒れた土壌でも成長できるので､栽培植

物よりも早く成長することを知った｡種子から苗が現れたとき､紙で苗の模型をつくることにし､

葉の形や茎へのつながり方を注意深く観察した｡

遠足でカタツムリ､魚､カエル､およびそれらの食べ物である藻を見つけた｡昆虫を集め､それ

らを入れる箱を工作でつくった｡

数-積み木や棒を使った数の計算をおこなった｡

料理-シリアルのいろいろな調理法を学んだ｡課業の一部として､テーブル･セッティングを学

んだ｡ 1カップのコーン･ミールを調理するには5カップの水を必要とすることがわかり､半カッ

プのコーン･ミールを調理するには2カップと半カップの水が必要であることを見出した｡

芸術-天候が許すかぎり､戸外で描画をおこなった｡空､地面､樹木､路上の蒸気ローラーを措

いた｡屋内ではオレンジのような単純なオブジェクトをモデルにして色､光､影を表現した｡

音楽一音階の認識と再生のドリル｡年長児グループがつくった歌をいくつか歌った｡

GroupE,ffl (7-8歳)

7-8歳児は人数が多いので2つのグループに分けられた｡

1) 1898年10月28日

工作一種子の表札を松の板でつくる｡

料理-シリアル｡湯と水を別々のシリアルに注ぎ､湯は塊をつくり､水は穀物を分離することを

知る｡それで､最初は水を加え､それから湯を加えた｡水分が穀物に吸収されるまで直火にかけた｡

裁縫-藤を骨組みにして､野菜の繊雑でバスケットを編んだ｡これは針の使用への準備であった｡
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理科-種子の伝播｡

歴史-原始時代の社会的条件｡最も単純な社会的条件を想定し､衣食住を確保するためにどのよ

うなことがなされるかを見つけ出す｡そして､生活条件を改善するための工夫と進歩のあとを理解

する｡

樹上生活｡唯一の武器は石と梶棒｡鋭い石を梶棒にはさむことで､より強力な武器とすることが

できる｡火の発見｡火打石､棒をこする､落雷､火山の火口から火を得るなど｡実際に火をおこし､

火を長時間保つ方法を知る｡

洞窟生活｡食料となるものとして､草の実､果実､根菜､動物の4種類に分類した｡武器の改良

に関連して､素材となるいろいろな石の性質を研究した｡

洞窟生活全体を再現する｡洞窟の大きな模型をつくり､出入り口に覆いをつけ､煙突の下に炉を

設けた｡串焼きの粗雑な串､煮炊き用の石の鉢､大きな石オノ､ヤリ､獣の皮でつくった寝床と衣

服を中に置いた｡石の鉢を使い､実際に肉と木の実を調理した｡

音楽-3拍子と4拍子のリズムをとるドリル｡週1回年長グループと一緒に合唱｡耳を訓練する

ために選ばれた器楽曲を聴いた｡

体操-体操器具の使用｡ゲーム｡

(2) 1899年1月6日

歴史-洞窟時代の武器の改良｡フリント石､花尚岩､石灰岩の砕けやすさを比較し､それらから

ナイフ､ヤリ､オノ､矢じりをつくる方法と技術を推測した｡弓矢の発明｡それを使う部族の優位

性を考察した｡

人間の最も初期の協同(combination)について､マストドンの捕獲と､洞窟を襲うトラからの防

御を事例として取り上げた｡次に､永続的な協同が生じたのは､動物の移動にともなう居住地の移

動が､首長の長期にわたるリーダーシップを必要としたためだったことを学ぶ｡

土器の発明｡移動生活によって､制作に労力のかかる石器から土器の使用への移行をもたらした

ことを知る｡

新しい居住地は川の近くに位置すると想定した｡川の模型をつくり､川のシステムを研究した｡

初期の分業(divisionoflabor)｡老人たちは居住地近くの狩猟に従事し､若者たちが部族の主たる

担い手となり､女性と子どもは木の実､果実､寝床用のコケを集め､炉をつくる｡こうしたことが

子どもたちによって演じられた｡

部族の人数の増加が､ 3ずつ､ 5ずつ､ 10ずつをたすことで計算された｡ 10を120まで数え､ 12×

10-120を理解した｡

次の発明は､羊毛から布をつくることであった｡子どもたちに原毛が与えられ､繊維を撚糸にす

るプロセスが例示された｡スピンドルや滑車の写真が示され､原始的な織り方が説明された｡

新しい土地の動物が､以前の土地の動物と比較され､平地の動物と山の動物の習性の違いを話し
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合った｡

理科-種子の伝播の研究を継続｡球根の水耕栽培をやり､根の先端に注目した｡近所の空地で草

本植物が冬に備えている様子を観察した｡また､動物が冬をどうすごすかについても話し合った｡

水が凍る深さと､氷が魚やカエルに与える影響について討論した｡

料理-小麦のいろいろな精製の仕方を検討し､それぞれに含まれるデンプンと繊維質の相対的な

量を発見し､それらを調理するのに必要な水の量､所要時間､最初に湯と水のどちらを使うかを決

定した｡これらの原理を発見するために､純粋なデンプンを使って実験をした｡

タピオカ[キャッサバから精製したデンプン]の研究｡キャッサバの生育地､デンプンを含んで

いる部分､デンプンを取り出す方法について説明された｡水の代わりにミルクを使って調理した｡
そもう

裁縫-バスケットを完成｡台所で使う磨き布とタオルを縫った｡色のついた枕毛で糸巻き作業を

した｡

芸術-歴史の授業の内容に関連したイラストを色チョークで措いた｡そばに樹木がある岩の丘の

洞窟を描き､それから均整と遠近をつけて措くため､樹木について特別な研究をしだ4)｡平原の狩猟

部隊の一群がイラストに措かれ､いかだで川を渡るところが措かれた｡

工作-薄板で鉛筆削り､マッチ･スクレッチャー､糸巻きをつくった｡

音楽-メロディをつくり出す際の時間の関係を理解させるために､一つのピッチの音符の連続を

一行の詩とともに与えた｡子どもたちはそれをメロディとは思わなかったので､教師が歌ってみせ､

それから子どもたちが歌った｡

体操-ゲームと簡単な運動｡

(3) 1899年3月17日

歴史-金属の発見｡錫､鉛､亜鉛､鋼､鉄について､バーナーで熟して､性質を調べた｡粘土で

溶解炉をつくり､煙突の位置､正しい通風について研究した｡最もできのよかった溶解炉で錫と亜

鉛を溶かした｡炉の原理を理解するために､ロウソクを使って教室の空気の流れを研究した｡次に､

大きな溶解炉をつくり､鉛の鉱石を溶かして矢じりをつくった｡粘土と砂で鋳型をつくった｡銅の

鉱石からは､ふいごを使って銅を溶かした｡これらの課業の間に､金属についての多くの物語が読

み聞かされ､金属のすぐれた点が例示され､金属の利用を知らない部族に金属の知識が与えた影響

が示された｡

子どもたちは｢諸部族｣に分れ､ある部族は丘陵近くの肥沃な平地で小麦栽培をおこない､丘陵

から鉱石を掘り出す｡別の部族は渓谷で羊を飼う｡金属生産者は川の近くの山地を選んだ｡また､

ある部族は魚､月､真珠の豊富な海岸を選んだ｡そして､それぞれの場所で生活と労働に必要なも

のを考えた｡海岸の部族は小舟をつくる方法を考え､小麦栽培の部族は土を耕す曲がった棒から､

牛に引かせるスキを考え､脱穀用の竿を考えた｡羊飼いたちは羊の小屋を考えた｡

次に､交易の方法として物々交換をおこなった｡海岸の部族が小麦や羊と交換するためにもって
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くる珍しい貝は､最高の価値があると兄い出された｡

以上はほとんど遊びの形をとっておこなわれたので､子どもたちは知識の獲得を意識しなかった｡

原始時代の織物の研究｡自分たちの衣服を検討し､羊毛､リンネル､綿､絹の違いを確かめた｡

亜麻の花､綿のサヤ､原毛が与えられた｡子どもたちは羊毛に興味を示し､手で羊毛をすき､糸巻

棒に巻きつけた｡もっと容易にすく方法としてすき櫛が示され､それから機械すきの方法が示され

た｡絹､綿､羊毛の最大の生産国と､土壌と気候の条件について教えられた｡絹､綿､羊毛がそれ

ぞれ原料からどのように生産されるかを調べて記述した｡

数-いろいろな課業の遂行とむすびつけて､数の使用が導入された｡ 2ずつ､ 3ずつ､ 4ずつ､

5ずつ､ 10ずったすこと｡小さな数を合わせて大きな数にすること｡棒を使ってすばやく足し算を

すること｡

読み-子どもたちは課業のレポートを書き､それらを印刷機でプリントして配付し､それらで読

みのレッスンをする85)｡ GroupIHは手書きの文も容易に読める｡

料理-トウモロコシの研究｡コーン･ミールとコーン･フレークを比較し､調理に必要な水の量､

調理時間を明らかにした｡天秤計をつかってコーン･フレーク5カップの重さはコーン･ミール1

カップに等しいことを兄い出し､それぞれは同量の水を必要とするから､コーン･ミールはコーン･

フレークの5倍の水を必要とすると結論づけた｡米についても同様の研究をおこなった｡フレーク

した米はなぜ元の米よりも軽いのかを知るために､ 1カップの雪が半カップの水にしかならないこ

とを確かめた｡小麦についてもトウモロコシと米と同様の研究をおこなった｡それぞれのデンプン

と繊維質の割合を比較し､この違いが調理時間の違いになることに注目した｡

裁縫-作業袋をつくる｡

芸術-歴史の課業に関連づけて､粘土でいろいろな動物の頭のモデルをつくり､原始時代の部族

の生活を説明するイラストを描いた｡

いく人かの子どもが2分間､好きなポーズをとり､それを残りの子どもたちが記憶によって姿を

措いた｡

音楽-年長グループがつくった歌を歌った｡ピッチを認識するドリル｡音符に対応する鍵盤の位

置を見つけ､その音符を楽譜の正しい位置に記すことによって､楽譜と鍵盤の関係を学び始めた｡

GroupIIはバレンタインデイのために､ GroupHIはイースターのために､それぞれ自分たちの歌をつ

くった｡

工作-ノコギリ､カンナ､糸ノコ､ビット､定規を使って､薄板から小さな物品をつくった｡

(4) 1899年5月26日

歴史-鉛で矢じりをつくり､銅板を熟して柔らかくしながらハンマーで打って皿をつくった｡熱

でできた黒い酸化物を酸できれいにした｡

いまや各部族の間の交易の問題を取り上げ､まず輸送を主題にした｡子どもたちに距離の観念を
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もたせるために､学校から都心まで歩いて､どれくらい時間がかかるか確かめた｡それから､原始

時代の荒れた道を重い荷物をもって歩く場合､どれくらい遠くまで運べるか見積った｡荷物を背負

わせる動物にって本で調べ､荷物運搬に適した動物は草食動物であるという結論を得た｡

部族間の交易は物々交換でおこなわれたが､現物を使わないで｢ふりをする｣ことにしたため､

子どもたちは不満をもった｡

諸部族は次に移動するため統合されることになった｡テントが必要だということになり､大きな

テントを無漂白のモスリンでつくり､屋外にもち出してそこで一晩キャンプをした｡牧羊生活のた

めに､牧草と水の確保をどうするかが問題になった｡牧草は容易に解決されたが､水の問題は地理

の知識を必要とした｡川の水流のシステムが研究され､砂の地図に表現した｡地下水脈について討

論し､平原では地下を掘って水を得ることができるという考えを獲得した｡牧羊部族では経験豊か

な老人がリーダーになり､狩猟部族では力の衰えた老人は壮年に地位を譲ることを兄い出した｡

羊毛の繊維の研究をおこない､紡いだ糸は最初は小枝に巻きつけられたであろうが､それから次

第に紡錘が発展していく発明の段階をたどられた｡

染色に草の実､葉､根が利用されることを知り､実際にログウッド[赤褐色の堅材からとれる染

料]で布を染め､それを灰汁で洗い､色をしっかり出すためにミョウバンを使った｡
はり

テントの建設においては､梁をわたすテントと3本の柱で円錐形につくられるテントの2種類の

テントが考え出された｡円形テントでは3つの三角形の側面と三角形の底面からなる立体を紙箱で

つくって､面積を求めた｡

数-歴史の課業とむすびついた計算のほか､料理の課業とむすびついた計算にも取り組んだ｡ 1

カップのシリアルには2カップの水が必要だということから､ 60カップまでのシリアルに必要な水

の量を求めた｡こうして､ 2ずったしていくやり方は､ 2を掛けることで短縮できることを発見し

た｡

ある数が示され､ 10までいくったりないかを言うゲームをやった｡子どもたちは引き算というこ

とを意識しないで答えを出した｡

植物-春学期の開始とともに､歴史における牧羊と農業の開始にあわせて､庭に野菜の種子を植

えた｡芽が出たとき､根を土から引き離すと根は上に成長すると考えた子どもがいたので､ソラ豆

の苗を逆さまにして一晩置いた｡翌日､向きが完全に逆になっているのを見て子どもたちは驚き､

根は土から養分を吸収することを教えられた｡この養分は水分からなると考えたので､土にしみ込

んだ水が土から何かを溶かし出すことを示すため､土に水を注ぎ､水分を蒸発させて何かが残るこ

とを示した｡

工作-撚糸づくりに使う糸巻棒をつくった｡薄板で小さな物品をつくる作業も継続した｡

音楽-年長児グループのつくった歌を学んだ｡

芸術-戸外で､牛や樹木その他興味あるものをスケッチした｡

体操-天候が許すかぎり戸外でおこなった｡
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その他､水槽で飼う水生動物や昆虫を探すために遠足に出かけた｡

GroupIV (7歳半～8歳)

最初から入学していた者にとっては3年目になる｡

(1) 1898年11月4日

植物　-GroupIHと同様に､種子の伝播の研究｡

工作　-GroupIEと同様に､種子の表札をつくる｡これに加えて､鉛筆削りとフラワー･ポットを

掛ける格子をつくった｡道具のいくつかは､ボール氏(Mr.Ball)によって子ども向けに設計された

ものが使われた｡

歴史-昨年の原始時代の生活について復習｡部族の移動について､ 2人の子どもが部屋の隅に行

って移動が必要な理由を考え､別の2人が適した場所を発見した｢つもりになる｡｣残りの者は移動

に反対の意見を述べ､全体で話し合う｡

新しい場所は湖岸で､ここで走住生活を開始することになった｡湖岸生活を生き生きと再現する

のに数日かかった｡復元された湖岸生活の写真を見せた｡湖岸生活では女性たちの余暇が多くなり､

陶器や月の装飾品の改良をもたらした｡金属の武器をもつ別の部族と､魚や貝の装飾品によって交

易する方法を考えた｡

造形-歴史の課業に関連して､粘土で山と川をつくり､地形の研究をした｡粘土でいろいろな形

の皿をつくり､自分たちのデザインで飾りをつけた｡

料理-スープづくりに取り組んだ｡ポテト･スープ｡次に､トマト･ビスク･スープ｡料理は一

連の実験として遂行された｡トマトをどろどろにして､ミルクを加えると凝固することを発見した｡

ミルクを酢とソーダ水にも加え､酢とトマトにはミルクを凝固させるものがあり､これは酸と呼ば

れると教えられた｡煮ると凝固は消えるだろうと予測して煮てみたが､消えなかった｡そこで､試

しにソーダ水を加えると凝固が消えた｡これで､トマト･ビスク･スープの作り方を知ることがで

きた｡

音楽-数行の詩にオリジナルなメロディをつけ､リズムを正しくとることができた｡合唱と器楽

曲の取聴は他のグループと一緒におこなった｡

体操-アメリカ体操とスウェーデン体操の簡単な運動｡ゲーム｡位置感覚､身体のバランスの訓

練､および指示にすばやく反応する訓練｡

裁縫-スクリム布で作業袋をつくった｡裁断､仮縫い､バック･ステイツチに取り組んだ｡子ど

もたちの間には手の器用さに大きな差異があった｡

2 1899年1月13日
すき

歴史-初期の農業の研究｡種子と植物の成長についての研究を含んでいた｡初期の鋤が曲がった
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枝から､先端を尖らせ火で焼いて堅くした棒､先端に石をつけたものへと改良されていったことを

学び､それを記述した｡耕作地の割当の問題を話し合い､原始ゲルマンの方法を学んだ｡家族長と

しての父親の役割をこの時代に生きていた少年･少女の物語から明らかにした｡教師または生徒に

よって物語が読み聞かされ､村落生活､共同地での羊や牛の放牧の様子､そこでのさまざまな仕事

と分業の発生について理解を得た｡その他､遊牧民の攻撃からの防衛をどうするかなど､村落共同

体で生じる諸問題をいろいろと話し合った｡

ギリシアへの移住をおこなった部族を想像した｡移動は長期間におよぶもので､夏は作物が育つ

時期であり､冬は極寒なので､移動は早春と晩秋に限られた｡ボルガ地方から出発したと考え､地

図でギリシアまでの経路をたどった｡冬の野営生活は単調なので､故郷のアーリア地方の伝説を語

った｡口承伝統がいかに変化するかを理解するために､ 2人1組で伝説の語り手と聞き手になり､

役割を交替して話しをすると､省略や2つの物語が混同されたりすることが生じることを知り､共

通の物語と信仰が移住の過程で変化していくことを理解した｡ギリシアの農業と農民生活が､ヘシ

オドスの『労働と日々』を参考にして記述された｡社会生活の変化が一人の若い領主を想像するこ

とで例示された｡宮殿には､糸紡ぎ､機織り､染め物､刺しゅう､家事に使う女性用の部分と､金

属加工､石の彫刻､武器制作､陶器制作などに使う男性用の部分と､ゲーム､武芸に使う中庭があ

ると想定された｡古代ギリシアの生活を措写した物語を読んだ｡ギリシアの砂の地図をつくり､山々

で各部族が分断されてることになったことを理解した｡

次に舞台をギリシアからイタリアに移し､ロムルスがアルバ･ロンガから羊飼いの一団を率いて

到着したところを想定した｡子どもたちは､周辺の流民や盗賊と一緒に7つの丘の都市[ローマ]

の市民になり､サビヌ人の女性の捕獲に加わり､タルペイアの処刑を目撃した｡また､いく人かが

元老に選ばれたと想定し､ヌマ･ボンピリウス[伝説上のローマ第2第の王]の選出を助けた｡

今学期(1月開始)はフェニキア人の研究をおこなうことになり､文明､宗教､歴史を各国に伝

える商人としての彼らの影響を取り上げることになった｡最初にフェニキアを地図で確かめ､周り

から押し出されて新しい環境に適応せざるをえなかったこと､そこは農業には適さなかったが､魚､

森林､鉱物が豊かで､初期の商人たちは魚を小麦と交換したこと､いつでも魚を小麦と交換できる

とはかざらないことから｢交換の媒体｣を見つけることの必要が生じたことなどが学ばれ､記述さ

れた｡

料理-マカロニをイタリア風にチーズとトマトで料理｡人参を立方体に切ってゆでた｡ホワイト

ソースをつくった｡

ジャガイモの中の水分とデンプンの割合を確かめるため､すりつぶしたジャガイモの重さを計り､

乾かして再び重さを計って水分が計算された｡デンプンを取り出し､顕微鏡でトウモロコシのデン

プンと比較した｡デンプンはいったん熟を加えると変化して元には戻らないことを知った｡ジャガ

イモを焼いて､ジャガイモにはデンプンを変化させるのに十分なだけの水分があることを確認した｡

デンプンとセルロースはともに無味であることを確かめ､ジャガイモの味は｢包丁を黒くする汁｣
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にあると推測した｡

時間-このグループの子どもたちは時間を言うことができなかったので､ローマ数字を学び､時

間を言う練習をした｡

裁縫-スクリム布の作業袋に紐をつけ､イニシャルの輪郭を縫って完成させた｡バスケット編み

に使う繊維をログウッドで染色した｡

工作-額縁づくり｡他のグループで取り組まれた糸巻スタンド､糸巻棒､マッチ･スクレッチャー

にも取り組んだ｡

芸術-歴史の課業と関連して､いろいろな場面を表す光景を措いた｡また､地球の形状､および

陸地と海洋の割合についても研究を始めた｡

音楽-歌をつくり､クリスマスに学校の皆の前で歌った｡

読み-歴史の課業で書いたレポートを読む｡すぐに読むことができる者には､簡単な物語が与え

られた｡

(3) 1899年3月24日

歴史-フェニキアの研究を継続｡父親の交易の旅についていった一人の少年を想定して､アルフ

ァベットの発明を具体的にたどった｡

フェニキアの都市シドンから一人の商人が労働者の一団をつれて新しい都市テイルスを建設した｡

大きなトタン製の水槽にしっくいと粘土でレリーフの地図をつくり､水を入れて船を浮かべた｡

貝からテイルス紫の染料をとる写真を子どもたちに示し､染料の製造工程を説明した｡テイルス

紫のカシミヤが船に積まれて､金､銀､小麦､錫､銅､羊毛その他の産物と交換された｡フェニキ

ア船は羅針盤がないので沿岸を見ながら航行し､夜はおおくま座を目印にしていたことが説明され

た｡

フェニキアの都市では商人が発言力を強めたので､一人の王がテイルスにあって､各都市では2

人の判事が選出された｡

エジプトに航海し､スフィンクス､ピラミッド､カルナップ寺院に大いに興味をもつとともに､

特にガラス工芸に魅せられ､その技術を盗用して､まもなくシドンはエジプトのライバルになった｡

フェニキアは､ヒラム王がダビデの友人であり､ソロモンの寺院に寄進していたことにより､パ

レスチナの歴史に関係づけられた｡ダビデからアブラハムにさかのぼり､ソロモン時代の繁栄まで

のヘブライ人の一連の物語を語った｡ヘブライ人の宗教を､フェニキア､エジプトの宗教と比較し､

一神教の精神主義的性格を明らかにした｡

フェニキアによる植民地建設｡最初はキプロスに豊かな銅を求めて植民地をつくり､さらに小ア

ジア､ナイル･デルタ､スペインに進出し､最後にカルタゴを建設した｡しかし､富と繁栄をうら

やむ諸王､特にサルゴンとネブカドネザルから攻撃され､テイルスとシドンは衰退し､カルタゴが

地中海の交易の中心となった｡
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理科-自然地理-の導入｡月の満ち欠けによる時間の測定｡各地の気候の特徴を話し合い､それ

ぞれの気候に見られる植物と動物を示した｡熟が気候のおよぼす影響を知るために､ロウソクを使

って部屋の空気の動きを調べ､赤道地帯の太陽熱が貿易風がつくり出すことを理解した｡地球が止

っていると仮定して風の流れを記述し､地球の回転でそれがどう変化するか予測した｡温度計で水

と砂の温まり方の違いを調べ､陸地と海洋が気候におよぼす影響について話し合った｡理科で使う

トレーやボールを銅片から加工した｡

料理-シリアルの研究を継続｡米のフレーク､米粒､米粉のそれぞれについて､重さ､体積､調

理に必要なに水の量を比較し､それぞれの調理法を話し合った｡小麦についても､麦粒､ロールさ

れた小麦､グラハム粉を比較した｡シリアルの調理に必要な時間は､含まれているデンプンの量に

よることがわかり､水は直接デンプンに作用するのか､セルロースの被膜によって水の作用が影響

されるのかを実験で確かめた｡

数-料理に関連して､暗算ができるようにするためにゲームをおこない､ 5ずつ､ 4ずつ､ 3ず

つ､ 7ずったしていくことが求められた｡

子どもたちは､数の使用を実際の必要によってしか求めないことは､いわゆる｢メンタル算術｣

への嫌悪によって実証された｡子どもたちは､想像上の犬が一定の時間に一定の距離を走るという

ような､実際にはありえないことを問題にするのはバカげているから､そういう問題は二度と出さ

ないようにと教師に要求した｡

裁縫-アメリカの植民地時代の部屋のミニチュアで使うベッドのシーツ､枕カバー､カーテンを

つくり始めた｡フェニキア商人が米と小麦を入れた袋を縫った｡

工作-アメリカの植民地時代のベッドの木枠をつくった｡その他､家で使うペン入れ､ペン立て

をつくり､ペン立てには最初の彫刻の作業を施した｡

描画-ハイヤワ-サの物語の場面を措いた｡

音楽-鍵盤の音階と楽譜上の位置の関係｡歌の学習｡自分たちのグループ･ソングを作曲｡

体操-軍隊行進と敬礼｡

読み-週2回｡歴史､料理､理科と関連して､単語､センテンスが与えられ､それらを読んだ｡

週に一回､火曜日に全体集会で読み上げるスクール･ペーパーのために､グループが取り組んでい

る課業について口述し､年長児が印刷機で印刷する｡

4 1899年6月2日

歴史-フェニキア人の歴史の続き｡子どもたちは一部は物語によって､また一部には自分たちで

劇をおこなうことによって､歴史のある場面を再生した｡劇ではレリーフ･マップ､船､商品が準

備され､劇では全員が参加できるようなプランを示すことが､リーダーになる条件であった｡

ジブラルタルの背後に都市を建設するというプランが出され､一部の子どもたちは船に必需品や

商品を積み込んだ｡他の子どもたちはクレタで難破船の救助をおこなった｡さらに他の子どもたち
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はスペインの原住民になり､リーダーは彼らからその地方の錫やその他の金属を手に入れ､そこに

植民地を建設することを決めた｡

フェニキア人はエジプト､アッシリア､ベルシア､ギリシアによってたえず攻撃されたので､地

図でそれらの領土を確認し､写真でそれぞれの宮殿や寺院､武器､装飾品等を見て文化の洗練度を

知った｡アレキサンダー大王によるティレル(フェニキアの都市)の包囲と破壊を取り上げ､それ

に関連して武器や軍隊の編制､この時代の戦争の原因などについて話し合った｡

他の諸民族との交流によって発展したフェニキア人に対比して､孤立した民族の発展を知るため

に中国を取り上げた｡地図を使って地中海から中国までの距離を測り､陸地と海のルートについて

それぞれの手段と所要時間を考察した｡中国人は中央アジアから移住してきたので､中国に定住す

るまではテント生活をし､穀物栽培のため春になると移動を停止しただろうと想像した｡中国の家
はり

屋の写真を見て､屋根の形が梁をわたしたテントに似ていることを兄い出した｡家屋の形､家具な

どについて､貧民と富者の典型的な家庭を比較し､中国ではどんな素材をどのように利用している

かを研究した｡時々復習がおこなわれ､一人の生徒が中国人の子どもになって､中国人の服装､食

べ物､祖父母の生活などについて説明するということをおこなった｡

読み､書き-週2回､歴史の授業にもとづいた本や物語を読んだ｡週1回か2回､ 30分を書くこ

とにあてた｡

理科-気候の原因を明らかにするために､温度計を使って水と砂の温度変化を比較した｡次に､

温度計の原理を知るために､温度計をつくることになった｡

熟による固体から液体､気体への変化を､水､水銀､アルコールを使って学んだ｡それから､地

球の形成についての以前の学習をふり返り､地球上に生物が出現するには土と水と空気が必要であ

るという結論を得たb

昨年､金属の溶解を学んだのは2人だけで､残りの者は今年度入学してきたので､鉛を溶かして

重りを作る作業をおこなった｡鉛のパイプは2フィートで4ポンドであることから､ 1ポンドの重

りをつくるには何インチ切り取る必要があるかを計算した｡

他方､庭の畑にいろいろな品種の植物の種子を植え､育てた｡雑草は荒れ土でも育つことから､

除草の必要を学んだ｡ハツカダイコンを収穫して､クラス･ディナーで食べた｡

数-力士､料理､理科でおこなわれる数の課業のほかに､週1回､数のゲームまたはドリルをお

こなう｡

織物　-GroupHIと同様に､羊毛の繊維の研究をおこない､糸紡ぎに関する改良の発展をたどった｡

料理-さまざまなシリアルの研究｡

芸術-戸外でスケッチ｡学校の建物と道路が､形を遠近を示すように措かれた｡木炭でハスのサ

ヤを措き､春から始めたカルナック寺院の模型を仕上げた｡

工作-歴史､理科､芸術に関連して､いろいろなものをつくった｡ペン･ラック､風車､写真立

てといった小さな物品もつくった｡



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年

音楽-歌の学習｡音階を耳で聞いて認識し､名前を言うドリル｡

体操-更新の練習｡球技による集団競技の練習｡

185

GroupV (8歳半～9歳)

(1) 1898年11月11日

料理-1898年11月4日報告のGroupIVの料理と同じ｡

歴史-昨年の合衆国史の復習から始めて､ヘンリー･ハドソンの探険を取り上げた｡それから､

マンハッタンのオレンジ砦への植民､インディアンからのマンハッタン購入､西インド会社の交易

方法を研究した｡荘園制度が研究され､それの影響について意見が述べられた｡その時代の家庭生

活､社会生活､宗教生活について討論された｡植民者とインディアンの関係に子どもたちは大いに

興味を示した｡植民地の統治(government)についても興味を示し､ 2人の地主の争いはどのよう

に解決されるかが話し合われた｡紛争を解決するために西インド会社から代理人が派遣されるだろ

うという結論に達し､ここから植民地総督の権限についての理解に結びついた｡

読み-歴史の課業で学んだ諸事実を記録したものをタイプ印刷し､綴じて､このグループの読本

にした｡

植物-種子の伝播｡風によって運ばれる種子として､ 1)毛をもつ種子､ 2)羽をもつ種子｡動物

に運ばれる種子として､ 1)トゲをもつ種子､ 2)果肉が食べられ堅い実が棄てられるもの｡サヤの

破裂で拡散する種子｡いろいろな種類の種子を素描し､名称を記入し､どのように伝播するかの説

明を書き､記録集をつくった｡記録集のカバーをデザインし､絵の具で色を塗り､本として綴じた｡

裁縫-スクリム布のバッグをつくった｡

芸術-オブジェクトを措き､遠近法と均整を練習した｡詩の一節が読まれ､眼に浮かんだ光景を

措いた｡

音楽-いく人かの子どもは鍵盤で旋律を弾いたり､異なるキーで演奏された旋律を同一の旋律と

して認識できる｡ 4つの年少グループと一緒に合唱する歌を学んだ｡毎週1 5分､特別に選んだ器

楽曲を聴かせた｡

体操　-GroupIVと合同で運動とゲームをした｡

工作-糸巻きスタンド､書類用の針スタンドをつくった｡これらの制作では､かね尺､カンナ､

定規､コンパス､ブラケット･ノコギリの使用が学ばれた｡

(2) 1899年1月20日

歴史-ニューヨークのオランダ人の研究を継続｡人々の社会生活が研究され､特に子どもの衣服､

ゲーム､学校生活が興味をもたれた｡建築､家具､家財道具は当時の生活の様子を具体的に知るの

に役立った｡ハドソン川流域の砂地図をつくり､ニュージャージー､デラウエアについても砂地図

をつくって地理的状況を理解した｡
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冬学期の開始とともにバージニア植民地の研究を始めた｡

読み､書き-年少グループよりも大きな課業の部分をなしている｡植民地生活の物語が読まれ､

それについて子どもたちが作文したものをタイプ印刷して読んだ｡

理科-種子の伝播の研究を継続｡雑草の種子の拡散｡

種子から成長した植物はその重さを土から得ているのか､それとも一部は空気と水から得ている

のかを知るために実験をおこなった｡

料理-1月13日報告のGroupIVの内容と同じ｡それに加えて､スパゲッティとバーミッチェリの

調理に取り組んだ｡次に､セロリ･スープ､セロリ､オニオン､ポテトの野菜スープをつくった｡

裁縫-作業バッグを完成｡台所で使うホルダーをつくった｡色の違うフェルトの布を半インチ幅

で細長く裁断し､市松模様に編んだ｡タオルのふち縫いをおこなった｡

工作-風見計､撚より糸巻きをつくった｡

芸術-オブジェクトの素描｡物語の場面を措く｡それぞれにおいて､遠近法が学ばれた｡糸巻き

車をオブジェクトにして措く｡

音楽-音階を耳で聞き分ける練習｡合唱用の歌を学ぶ｡ワシントンの誕生日のために､オリジナ

ルな歌詞とメロディの歌を作曲した｡

体操-行進｡直立姿勢をとる運動｡ゲーム｡身体検査をおこなって､必要な運動が指示された｡

(3) 1899年4月7日

歴史-バージニア植民地の研究を継続｡初期の植民の困難な状況を詳しく取り上げた｡子どもた

ちに最も人気のあった人物はジョン･スミスであった｡インディアンの少女ポカホンタスの物語が

読まれた｡イギリス政府がポーハタンをインディアン諸部族の皇帝として取り込み､彼を文明に引

き入れるためにさまざまな品物を贈ったとき､それらは実際に喜んで使われたのか､それともポー

ハタンが自分の権威を飾るための外国の珍しい品々として利用されたのかをめぐって､意見が分れ

た｡子どもたちは､初期の植民者が冬になるとなぜ｢飢えの時期｣を向かえたのか理由がわからな

かった｡そこで､当時は粗末なスキしかなく､大地は樹木で覆われ､イギリスからもってきた小麦

は茎ばかり大きくなり､インディアンのトウモロコシの植え方を知らず､多くの植民者は農民でな

かったことなどが明らかにされた｡

次に､ロンドン商会が送り込んできた総督が何をしたかを取り上げた｡総督のトマス･デイル卿

のもとでの軍事体制の主な点を明らかにした｡また､ヤードリー総督が布告した新憲章を記述し､

総督､評議会､代議員による統治体制が現在の合衆国憲法の統治体制に似ていることを兄い出した｡

総督､牧師､官吏に支払う俸給をまかなうために一定の土地が保全され､そこを耕作させるために

ロンドン商会が｢年季奉公人｣の制度をつくったこと､またロンドン商会は植民地の男性に女性を

供給するため､貧しい女性を集めて船に乗せ､アメリカへの渡航運賃の代わりに､妻を必要とする

男性に売った｡
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黒人を積んだオランダ船の到着が記述され､タバコ栽培のために奴隷所有が始まったことが明ら

かにされた｡次に､植民者の家庭生活､開拓された居住地､タバコ産業の発展､ 1622年のインディ

アンによる大虐殺を取り上げて学んだ｡プリマス植民地とニューヨークのオランダ人について以前

に学んだ内容を､バージニアの状況と年代順に比較した｡

バージニアの地理､土壌､気候を研究し､地図を措いた｡バージニアに見られる樹木､動物を調

べ､シカゴからバージニアの主要都市までの交通路をたどった｡

読み､書き-毎週1時間を植民地時代のものがたりの読みにあて､ 30分を書くことにあてた｡

家庭科-理論的側面では､綿と羊毛の研究をおこなった｡茎の状態の綿､ミニチュアの綿の梱包

を検討し､写真からプランテーションの様子を理解した｡教室で実際に綿を繰くってみて､綿繰機

の利点を知り､植民地時代には綿は羊毛よりも衣服にするのが困難で､高価であったことを理解し

た｡顕微鏡で原毛を検討し､より糸を容易にするしわを見つけ､羊毛の繊維の長さを綿と比較した｡

実践的側面では､植民地時代の部屋を再現することを計画し､子どもたちはそれぞれ家具や調度

品を分担してつくることにした｡ 4本の支柱をもつベッド架が工作室でつくられ､シーツ､枕カバー

が裁縫実習としてつくられた｡

理科-植物はその重さを空気から得ているのか土から得ているのかを確かめる実験を継続した｡植

物は空気を吸っていることを兄い出したので､植物はガスを吐き出しているかどうかを確かめるた

め実験をおこなった｡葉を水の中に浸け､光を当てると表面に泡が出た｡その気体が何であるかを

知るために､植物を炭酸水と一緒に一晩ガラスぴんの中に置き､翌朝炭酸水が濁っていることを兄

い出した｡炭酸水に息を吹き込むと同じように濁ったので､植物は人間と同じ息を吐き出している

ことを知り､それは二酸化炭素という名前であることを教えられた｡

料理-他のグループと同じシリアルの研究｡

音楽-1月に報告したグループ･ソングが分析され､ 4拍子で歌うべきか6拍子で歌うべきかを

決定した｡長調と単調の違いが学ばれた｡

芸術-遠近法を使うこと｡消尽点と床､天井､壁のそれぞれの平面を定めて教室の内部を措き､

さらに学校で最も大きな部屋と体操室を観察して､記憶によりそれらを描いた｡メイフラワー号の

航海のイラストを措き､一人の生徒がプリスシラ[女性名]のコスチュームを着てポーズをとり､

他の者がそれを描いた｡数人がつぎつぎに思い思いのポーズをとり､素早くスケッチする練習をし

た｡

体操-通常のドリル｡

工作-キルトをつくるためのフレームをつくった｡

4 1899年6月9日

歴史-バージニア植民地の研究を継続し､フレンチ･インディアン戦争の時代まで扱った｡前回

の報告では｢生存闘争｣の時代が中心だったが､今回では植民地の産業の発展と政治の発展に中心
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が置かれる｡

タバコ栽培の発展をたどり､ベーコンの反乱の原因として､イギリスのタバコ課税と植民地の反

抗を取り上げ､この反乱は100年後の独立戟争の原因とよく似ていることを兄い出した｡

イギリス本国のピューリタン革命と植民地への影響について簡単に説明がおこなわれた｡バージ

ニアは王党派についた結果､イギリスから逃れてくる騎士党員の植民地にされようとしたことが認

識され､もしチャールズ2世がバージニアに来ていたら､その後のアメリカはどうなっていただろ

うかを話し合った｡スポッツウッド提督の治世が研究され､製鉄業の導入に果たした役割､ブルー

リッジへの探検を取り上げた｡

次に､子どもたちは､ボルチモア公のバージニア訪問の話を聞いた｡彼はカトリックで国王至上

権を認めなかったので､バージニアに植民地をもつことができず､別のところに特許地を下賜され､

そこをメリーランドと命名して植民者を送った｡カトリックである彼が英国教会の首長である国王

から特許を得ているので､メリーランドでは双方の宗派に寛容となり､この寛容政策が広く他の宗

派にもおよぼされたこと､そして､メリーランドはロードアイランドとともに宗教の自由を認めた

植民地であったことが兄い出された｡

各植民地は孤立していたことを理解するために､この時代の交通手段を研究した｡メインからバー

ジニアまで馬で旅をしたへゼキア王子の旅行記の抜粋を読み､丸太道､馬車の通れない乗馬道､イ

ンディアンの小道などを通らなければならなかったことを知った｡スポッツウッド提督が設立した

最初の郵便制度を取り上げ､フィラデルフィアから各タウンに新聞が届けられる日数を知った｡

4つの植民地戦争を簡単に取り上げ､植民地連合(ユニオン)に向かう動きをたどり､最後のフ

レンチ･インディアン戦争との関連でワシントンの生涯をいま読んでいる｡五大湖､アルゲニー､

ミシシッピーを囲む土地をめぐる英仏両国の主張をそれぞれ検討した｡その地方で戦闘の要衝とな

る場所を取り上げ､それらの地点に砦が築かれた理由を話し合った｡

理科-庭の花壇に豆類､野草類､からし､パセリ､キク科植物､ハツカ類､イラクサ科､麻､ユ

リ､ヘチマの仲間を植えた｡いろいろな植物について､種子に養分を蓄える方法と発芽の仕方を研

究した｡実験によって､成長している植物､日なたの植物､日陰の植物のそれぞれが出している気

体が何かを確かめ､植物が無機物から有機物を製造していることを発見した｡これらの実験は子ど

もたちによって記録された｡

数-庭に植えられたすべての種子の費用を計算した｡地球儀を取り出し､汽船と鉄道で地球を一

周するのにどれくらいの時間がかかるかを計算し､ 100年前にかかった時間と比較した｡付随して､

海と陸の大きさを比較した｡
へり

工作-年少グループが使う陶工用のロクロの縁につける鉛の重りを鋳造することになった｡子ど

もたちは､回転盤の直径を計り､ 16インチであると兄い出した｡彼らは回転盤を等分割することに

し､ 2本の直径が互いに直角になるように線を引き､ 4つの弧を2等分し､さらに8つの弧を2等

分して､全体を16等分した｡砂の鋳型に鉛を流し込み､出来上がった16個の重りは一つが3ポンド
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の重さがあったので､全部で48ポンドになると見積った｡重りは16の部分に一つおきに8個つける

ことにし､全体で24ポンドとした｡しかし､必要な重さは18ポンドだと告げられ､ 8つの重りを3

ポンドからどれだけ減らさなければならないかを現在計算しているところである｡

織物と料理-年少児と同じ課業をより完全なやり方でおこなっている｡バスケットを編み､オリ

ジナルなデザインの小さなカンバス･.マットをつくった｡

工作一遠足で見つけた昆虫を入れる箱と張り出し棚をっくった｡

芸術-ほとんど戸外でおこない､学校の近所で見かける樹木や動物､建物をスケッチした｡風の

強い日に､外の通りに出て光景をながめ､屋内で記憶によってその光景を措いた｡

音楽-歌を学び､ピッチを認識するドリルをおこなった｡

GroupVI (9歳～9歳半)

(1) 1898年11月18日

料理-果実の保存方法｡発酵とカどの原因､およびカどの菌は煮沸では死なず､空気の遮断が必

要なことが説明された｡アップルゼリーをつくる｡リンゴのほかマルメロからもゼリーをつくり､

ゼリーにしやすい果物には｢ペクチン｣が多く含まれていることを教えた｡

シリアルの研究｡小麦の穀粉と穀粒を比較し､前者は後者の芯であることを兄い出した｡観察に

より､砕いた小麦､フレークした小麦､ロールされた小麦はすべて小麦の穀粒からつくられたもの

であることを兄い出した｡それぞれに対する水と湯の作用の仕方を比較し､調理法を研究した｡

裁縫-作業バッグをつくった｡

理科-週に30分を天気観察にあてた｡温度計と気圧計をつくることにした｡温度変化を記録する

最も単純なやり方を考え出した｡温度計の使い方を仕組みを学び､気圧計の目盛りが上下する原因

を学んだ｡空気の重さと雨の関係に注目した｡

自然地理学に関係する内容として､火山､地震､間欠泉の原因を話し合い､いろいろな岩石の標

本を見ながら層や結晶の構造を観察し､層ができる原因が説明された｡岩石中の石灰を検出する実

験をおこなった｡

数-今年度は､形式的な計算を始め､すでに学んできたあれこれの計算を体系的にまとめること

になった｡週2回､ 30分､学校の出納帳をつける作業をした｡

歴史-合衆国史は昨年度から始まり､継続している｡昨年度はプリマス植民地､ニューヨークの

オランダ植民地､南部のバージニア植民地を､およそ1660年までたどった｡そこから､インディア

ンに対する防衛上､最初のユニオン(植民地連合)ができ､イギリスへの対抗のためユニオンが継

続されたことが取り上げられた｡子どもたちは､植民地の統治制度に興味をもち､現在のわが国の

統治制度と比較した｡ロードアイランドとコネチカットのマサチューセッツからの分離が研究され､

それぞれの統治の仕組みの違いが明らかにされた｡

フランス語-このグループではフランス語の学習を始めtzs ｡簡単な動詞､果実と食品の名前､
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週の曜日､時間の言い方を学んだ｡覚えた言葉を使って寸劇をおこなった｡例えばフランス語で｢7

時です｡起きる時間です｡私は顔を洗い､髪をとかさなければなりません｣と言った後､洗面器に

水を注ぎ､顔と手を洗いながら､自分のやっていることをフランス語で言う｡水が冷たいと言って､

ベルで召使いを呼び､湯を忘れていると叱る｡召使いは仕事がきついと文句を言う｡可能なかぎり

フランス語の会話が導入され､次の寸劇は朝食をとる場面となり､いろいろな食品が出てきて､他

の者も劇に加わる｡

音楽-多くのドリルをおこない､どの音階でも旋律を認識できるようになった｡楽譜と鍵盤を見

て音符の名前を言うことを練習した｡オリジナルな感謝祭の歌をつくり始めた｡

芸術-オブジェクトを素描し､均整と遠近について正しい理解を得ることに努力を費やした｡

工作-インクスタンドの木工｡飾りに星型の彫刻を施した｡

(2) 1899年1月27日

歴史-ニューイングランドの他の植民地についても知りたいという子どもたちの要求により､メ

インとニューハンプシャーを取り上げ､最初の入植の失敗､土地争いとその解決､ニューハンプシ

ャーが王立植民地となるまでの歴史全般を扱った｡次に､マサチューセッツがユニオン(植民地連

令)のリーダーとなった理由を考察した｡マサチューセッツが独自に貨幣を鋳造したのは､国王の

至上権を強奪したものだと考えた｡各植民地にコミッショナーが任命され監視が強化されたが､や

がて本国との間に妥協が成立したことについて討論がおこなわれた｡植民地側は総督の俸給を負担

することは認めたが､国王が勝手に俸給額を決めることに反対した｡これは､代表なくして課税な

しを根拠にしたものであったことを知り､いく人かの子どもは独立戦争よりもずっと前にこの思想

があったことに驚きを表明した｡フランスとイギリスの戟争がアメリカにおよぼした影響を理解す

るために､カナダとミシシッピー渓谷へのフランス人の入植を取り上げた｡マーケットの探検以降

のカナダについては扱ってこなかったので､それ以降の出来事を説明した｡

フランスとイギリスによる領土の主張がどこで衝突したか､双方ともどこに要塞を築くのがベス

トであったかを地図で確認した｡ミシシッピー流域のインディアンの諸部族が調べられ､イギリス

はイロコイ族と､フランスはアルゴンキン族と友好関係にあったこと､そしてイギリス人は農業者

が多く､フランス人は商人と探検家が多かったので､フランス人はインディアンとより容易に同盟

関係を結ぶことができたを兄い出した｡

読み-フランクリンの自伝を読んだ｡タイプ打ちされた子どもたちの作文も利用した｡

理科-温度計を完成させた｡この課業について､一人の生徒はつぎのように記録を書いた｡

温度計の制作

私は､最初10センチの長さのガラス管をつくった｡それから､それをガスバーナーにいれて回し､一

方の端がふさがるまで管が曲がらないように保った｡管が赤く焼けたとき､先端に大きなふくらみがで
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きるまで息を吹いた｡それから､メチルオレンジでアルコールに色をつけ､管の3分の1くらいまで注

いだ｡それから､もう一方の端もほとんどふさがるようにして､管をガスにかざして空気を抜いた｡空

気が全部出たあと､その端を完全にふさいだ｡それから､工作室で背板をつくった｡私は､管を雪の中

に入れて氷点を見つけ､その点に32度[華氏]と印をつけた87)｡

実験によってさまざまな物体の比重を求めた｡また､空気の圧力について話し合い､帆や液圧ポ

ンプや押上ポンプにどのように利用されているかを話し合った｡

数-学校の帳簿をつける作業を継続｡黒板に支出項目を書き出し､チーズは｢乳製品｣の欄に入
q 0

れるべきか｢乾物｣の欄に入れるべきかとか､鱈は｢肉｣と言えるかどうかといったことについて

活発に議論した｡

料理-小麦に続いて､オート麦､米､トウモロコシが､穀粒とそれから精製されたものについて

比較研究された｡実験によって､デンプンは水でふくらみ､セルロースは水を加えてもそのままだ

が､柔らかくなることを兄い出し､調理に必要な水の量と調理時間を決定した｡米とトウモロコシ

を破裂させ､それらには水分が含まれていることを示した｡

小麦からつくられた製品として､マカロニとバーミッチェリを研究した｡野菜の研究では､ポテ

トを取り上げた｡

裁縫-作業バッグを完成させた｡タオルのふち縫い｡フェルトでホルダーをつくった｡いま子ども

たちは､羊毛を紡ぎ､織り､染めてインディアン様式の人形の服をつくろうとしている｡

フランス語-ボキャブラリーは次第に増えてきた｡形容詞を導入し､フランス語のセンテンスで

作文した｡寸劇をおこない､できるかぎりフランス語を使った｡

芸術　-GropuVと同じく､植民地時代の生活を措いた｡ 『マイルズ･スタンディッシュ』の記述

からニューイングランドの風景と植民地時代の家屋の様子を思い浮かべ､措いた｡糸巻き車で仕事

をしている少女をモデルにして措いた｡

工作　-GroupVと同じ作品をつくった｡

体操-他のグループと同じ｡

(3) 1899年4月14日

歴史-フレンチ･インディアン戦争から独立革命まで｡この年齢の子どもたちにふさわしいいく

つかの歴史書を読んで､クラス討論を通じて主な主題や諸事実について理解を深め､それから子ど

もたち自身によって歴史上の出来事を説明するレポートが書かれた｡

理科-温度計と気圧計を使って天気の予測をおこなった.水銀を使って気圧計づくりを始めた｡

子どもたちは､水銀は沸騰しないと考えたので､管に入れた水銀をバーナーで蒸発させ､管の反対

側に水銀が玉になって集まるのを見せた｡水銀の入ったビーカーにガラス管を立て､管内の表面の

形を水の場合と比較し､両者の形を措き､理由を考えた｡水銀とアルコールの沸点と氷点を調べた｡
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気圧計の管のサイズを決定するため､いろいろなサイズの管を水槽に立てて､水が自由に動くよう

にすると､水がすべて同じ高さになることから､気圧計はどのサイズの管でもつくれると結論づけ

た｡

天気､気温､気圧､大気の状態､風向きを観察し､その結果を公式の天気図と比較した｡

地図を使って同じ緯度の各地点の気温と気圧を調べ､自然条件の違いによって気温と気圧にどの

ような違いが生じるかを調べた｡この研究は､暖流と寒流､等温線地図､風向などについて､無意

識に自然地理学を学ぶことになった｡

色の違いによる熟の吸収量の違いを実験により確かめた｡白い布を巻いた温度計と黒い布を巻い

た温度計を日光のもとに置き､温度の違いを兄い出した｡ミズーリ州の実験農場で桃の木に白いペ

ンキを塗る実験がおこなわれたという話を聞き､なぜそのようなことをおこなうのかを考えた｡

料理-単純な野菜の調理の復習｡ポテト･スープ｡バターとミルクと小麦粉でホワイト･ソース

をつくる方法をふり返った｡トマト･ビスケ･スープをつくり､ミルクにトマトジュースを混ぜる

と固まりができることから､トマトジュースには酸がることを兄い出し､固まりをなくすにはソー

ダを使うことを兄い出した｡

強い汁(strongjuice)をもつ野菜の典型として玉ねぎを､甘い汁をもつ野菜の典型としてセロリ

を調理した｡

これまでに研究した野菜を分類した｡ 1)デンプン質のもの-ジャガイモ｡ 2)強い汁を含むもの

･･･玉ねぎ､キャベツ｡ 3)甘い汁を含むもの-セロリ､トマト､ニンジン｡それぞれの調理法を考察

した｡

次に､ミネラルを含む野菜の典型としてホウレンソウを取り上げ､ミネラルを保つ調理法に取り

組んだ｡これまでに研究してきたすべてのシリアルを分類し､それぞれの調理に必要な水の量を決

定する原理を発見するために､研究結果をリストにして示した｡

数-数の課業は､工作､理科､料理の課業に関連しておこなわれた｡その他､週1回､掛け算表

の作成と､たし算の暗算をおこなった｡

工作-温度計と気圧計の背板の作成｡風車と風向計の制作｡数名の者は写真を入れる小型のイー

ゼルをつくった｡

芸術-植民地時代の家の内装を表現するために､その準備として､糸を紡ぐ少女､釣金のついた

暖炉､さまざまな家具を措き､学校の体操場で天井と床と壁の平面を措く練習をした｡素早い観察

と記憶によるスケッチの練習のため､生徒たちの中からいく人かが数分間ポーズをとり､それから

記憶によって措いた｡

フランス語-裁縫､料理､工作でおこなっていることをフランス語で記述できるように､単語を

学んだ｡フランス語で指示が与えられ､その指示を実行し､その行動をフランス語で言うように求

められ､最後に一連の行為をフランス語で一つの文章にまとめる｡

客を向かえる礼儀正しいあいさつをフランス語の寸劇でおこない､主人と客以外の者はフランス
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語の歌を歌って客をもてなした｡すべての会話はフランス語でおこなわれた｡

193

4 1899年7月21日

歴史-独立戟争で戦闘がおこなわれた場所を調べ､なぜそこが戟関の場所になあったのかを考察

した｡コフィン著『1776年の少年たち』を各自一冊ずつもち､大部分家で読んだ｡そして､ワシン

トンの決定的な勝利について討論した｡

イギリスが降伏したとき､植民地はどうしただろうかという問題を考察した｡いく人かの子ども

は独立宣言のことを思い起こし､自ら統治をおこなうことになっただろうと述べた｡中央政府が管

理する部門にはどのようなものがあるかを考え､外交､関税､徴税､郵便､貨幣鋳造､インディア

ン対策の軍隊があげられた｡また､司法､行政､立方の三部門もあげられた｡

1783年の条約で認められた合衆国の領土を地図で確認し､その後の領土の拡大がどのようになさ

れたかを､ハワイとフィリピンを含めて学んだ｡

数-数の諸問題は､他の教科の学習との結びつきで生じるものだが､数の事業時間に解かれる｡

子どもたちが取り組んだ問題の一つは､ワシントンが受け取った資金の総額､すなわち410スペイン･

ドル､ 7イギリス･クラウン､ 10と半イギリス･シリング､半フランス･クラウンを､アメリカの

通貨に換算することだった｡いく人かの子どもは掛け算ができなかったので､掛け算表がつくられ

た｡

理科-季節の原因を取り上げ､地球儀とブンゼンバーナーを使って､どこが最も暑くどこが最も

寒いかを実証したあと､地軸が太陽に対して並行の場合､直角の場合､ 23.5度傾いている場合のそ

れぞれについて､太陽熱の影響を図解で示した｡粘土で地球と月をつくり､ブンゼンバーナーを太

陽にして月の満ち欠けを実演した｡そして､月の地軸と公転､地球の公転と自転､さらに太陽を中

心としたすべての惑星の回転について話し合った｡

植物では､種子以外による繁殖の方法を研究した｡ほとんどの子どもたちはツルで増えていく植

物を知っていて､つぼみをもった分枝が重要だと言った｡ゼラニウムの挿さし木が植えられ､茎は

直角にカットすべきか､斜めにカットすべきかという問題を､算数の時間に幾何学的に解決した｡

織物-革命時代の｢手織り布｣に関連して､糸紡ぎと織布に取り組んだ｡小枝を糸巻き棒に使う

ことから始めて､すき櫛と車輪の改良までの糸紡ぎの進化をたどった｡

料理-1年間に学んだすべてのものを集めて復習した｡ 2つの一般的な食品区分を兄い出し､そ

れぞれに下位区分を兄い出した｡

Ⅰ.野菜:1)セルロース､2)デンプン､3)水分､4)ミネラル､塩分､ 5)脂肪(小量)

Ⅱ.　動物:1)結合組織､2)蛋白､3)水分､4)ミネラル､塩分､5)脂肪(多量)

これらを｢食品要素｣と名づけ､これらはほんのわずかな種類であるのに対して食品は多様であ

ることに疑問が出されたので､実際に食品を調べ､要素の組み合わせの割合が違っていることを兄

い出した｡そして､調理の方法に関して2つの一般的な原理を引き出した　1食品要素を最も消
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化しやすいように調理する熟と水の作用､ (2)第1の原理を適用するために､食品を構成する要素

のおおざっぱな分析｡

フランス語一一このグループの子どもたちは､昼食の準備とテーブルのセッティング､給仕の仕

事を容易にこなすので､料理の名前や昼食にかかわる一連の仕事をフランス語で会話しながらおこ

なうようにした｡その他､フランス語の歌､短いストーリーの寸劇をおこなった動詞の時制などの

文法形式も､時々扱った｡

芸術-ほとんど戸外でスケッチをおこなった｡はじめは1本か2本の木のある風景が選ばれ､次

第に他の対象物を含むようにしていき､高さと距離の違いを表現する方法を教えた｡最も難しい課

題は､エリス街と55番通りの交差点に建つ建物を遠くから措くことであった｡これに関連するテ

クニックが教えられ､対象物を平面上に表す方法を学んだ｡

音楽-歌の通常のドリル｡楽譜を読むことと書くこと｡

GroupW (10歳～11歳)

(1) 1898年11月25日

省　略

(2) 1899年2月3日

ラテン語-すでに前年度(1897-1898年度)の｢ローマ史｣の学習において､ラテン語の｢並行

学習｣が1日30分取り組まれてきた｡そこでは平均11歳と12歳の子どもたちが対象であっtzs ｡

ここでもローマ史の簡単なストーリーが学ばれ､新しい単語が素描や実演で例示されたり､英語

の対応語によって説明された｡ラテン語で質問がなされ､それにラテン語で答えた｡文法形式はま

ったく教えられず､無意識のうちに習得されることをめざした｡

歴史-秋学期から始まった原始時代のストーリーが終了した｡それは､洞窟時代から衣服の制作､

金属の使用､農業の開始までに至る初期の生活の発展を扱った｡子どもたちは､ストーリーに書き

込まれる論点について討議したあと､各自が自分の想像力や知識にもとづいてペーパーを書き､ク

ラス全体で批評した｡最良のペーパーがストーリーに取り入れられ､タイプ打ちされて､クラスで

読まれた｡ストーリーでは､人間が自然の原素材を利用して家屋や武器や道具をつくり出し､徐々

に改良を加えていったことを書き上げた｡

冬学期のはじめに､デラウエア湖の短い説明を取り上げ､陶器やかごの制作､動物の飼育､種子

の改良等にとって走住生活による余暇が重要だったことを示した｡それから､現在も原始時代の生

活をしている人々､われわれとは異なる文明を発展させた人々の研究を開始した｡そして､文明の

程度を測る基準は何かを兄い出しだ9)｡今学期の課業は､世界の地理を学び､異なる大陸の文明の諸

形態はそれぞれの環境への適応の結果であることを学ぶことである｡

理科-昆虫の冬への準備､および植物が昆虫に食物を提供することで受粉と雑種交配をおこなっ



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年 195

ていることを研究した｡受粉に関連して､花の各部分の名前を知り､それぞれがどのような目的に

適応しているかを学んだ｡

理科ではいま一つ､機械の最も単純な原理を学ぶため､ホイールとスプリングを取り上げた｡そ

れから､時計を分解し､組み立て､歯車の動きと振り子が働きを知った｡ 3つの長さの振り子で､

振り子の長さと時間の関係を兄い出した｡この中で､子どもたちは数の二乗､正比例､反比例を学

んだ｡

料理-先週報告したGroupVIと同じ｡昼食では､テーブルの設定､席の指定､客を待つことが順

番に2人の子どもによっておこなわれた｡他のグループの子どもが1名か2名招待され､客は特別

席でもてなされた｡昼食は子どもたちによる社会的イベントとして取り組まれている｡

裁縫-先週報告したGroupVIと同じ｡いまは藤のバスケットを編んでいる｡

工作-さまざまな物品の制作｡小さな吸い取り紙の台を堅い木でつくった｡底の部分はノコギリ

で半楕円形に切り､つまみをつけて完成した｡トイレ用品を置く小さなトレイをつくり､粗い浮き

彫りを施した｡いく人かの者はテーブルに置く本棚と､小さな画架をつくった｡全員が､料理の記

録を綴じておくブック･バインダーをつくった｡

音楽-発声と聴き取りの個人ドリル｡グループ･ソングをつくり､合唱の歌を学んだ｡

芸術-ラテン語で学んだ物語のイラストを措いた｡いまは橋のたもとのオラチウスを措いている｡

フランス語-ボキャブラリーが拡大され､単純な動詞が三人称の単数と複数､および疑問文と否

定文の形で取り上げられた｡単語が与えられ､その単語を使って何か文を書くように求められた｡

レッスンの一部は､裁縫の作業の中で自分がおこなっていることをフランス語で記述することによ

っておこなわれた｡

体操-身体運動と､注意力を必要とするゲームを継続した｡

数-すべての学習と結びつけておこなわれる｡

3) 1899年4月21日

世界地理-さまざまな人種と世界地理の学習は､今後はもっと早い年齢で始めることになるが､

子のグループはこれまでまったくおこなってこなかった｡まずはじめに､最も単純なものとしてア

フリカ大陸を取り上げ､赤道と気候の関係を考察した｡それから､アメリカ大陸が急速に探険され

定住化されたのにに比べて､なぜアフリカ大陸は未開のままなのかを話し合い､さまざまな国がア

フリカに領土をもっていることを地図で確認した｡リビングストンの探険についての話を聴き､ピ

グミー族について書かれた本で原住民の生活や部族組織について学んだ｡

次に､オーストラリアを取り上げ､特有の動物相､季節の逆転に特に注目した｡フィールド･ミ

ュージアムでアフリカとオーストラリアに関する展示物を見学し､ブーメランのコレクションに特

に興味をもった｡次に､アジア大陸を取り上げ､その大きさを知り､山脈や川の位置を確認した｡

中国の孤立した文明の発展について説明をしたあと､メソポタミアとエジプトを取り上げ､文明が
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東から西へと発展していく段階を､それに貢献した指導者たちを中心にたどった｡すなわち､エジ

プトの絶頂期を代表するラムセス2世､ヘブライのソロモン､フェニキアの繁栄とヒラム､バビロ

ニアのネブカドネザルとバビロン補囚､ベルシアのキュロス大王による一つの法のもとでの大帝国

の建設､アレキサンダー大王の世界制覇とギリシア征服､ローマによるエジプト征服｡

そのあと､ローマの衰退と暗黒時代の到来､諸国家のはじまり､キリスト教の普及と十字軍の影

響､封建制度を取り上げた｡そして､大航海時代の到来とともに､最後にアメリカ大陸の発見を取

り上げた｡

以上のような一連の学習について､実践報告は次のような解説を加えている｡

これらの学習は､子どもたちがたくさんの知識を獲得することを意図していたわけではなく､諸民族

相互の作用と反作用について明確な印象を与え､一つ一つの出来事についてその原因を見つけ出そうと

する習慣を彼らが身に付けることを意図していた｡そして､アメリカ大陸の発見は､実に多くの歴史上

の出来事や発展の集大成として生じたもので､コロンブスがいなくても遅かれ早かれそうなったことを

理解させることを意図していた90)｡

植物-昆虫による受粉と雑種交配､次世代への影響｡トゲによる植物の防衛策｡トゲの3つのタ

イプ､ 1)小枝に似せた派生物､ 2)樹皮からの派生物､ 3)葉がトゲになったもの｡

発芽に及ぼす気温と湿度の影響を知るために､同量の土をいれたガラスケースと植木鉢に種子を

植え､ガラスケースの方が温度と湿度を保つのでよく発芽することを兄い出した｡そして､温暖で

乾燥している環境と温暖で湿った環境とで植物の成育にどのような違いが出るかを話し合った｡

次に､土壌の違いが与える影響を知るために､粘土と砂を筒に入れ､水を注いで比較し､植物に

は水分が必要だが多すぎても有害だということから､理想的な土壌は水を保つ粘土と水はけのよい

砂の両方の特徴をもち､かつ養分を含んでいるものだと結論づけた｡

植物の環境への適応を復習するために､概略を示す地図を作製し､さまざまな土壌の条件を表示

し､乾燥地帯､岩石土壌､森の腐葉土､湖水地帯のそれぞれで群生する植物の種類を表示した｡こ

れに関連して､さ砂丘の形成についても学んだ｡北部と南部のトウモロコシを植え､発芽に要する

日数の違いから､北方のトウモロコシは短い季節に適応していることを知った｡

ラテン語-メティウス･クルチウスの物語､コリオラヌスの物語､ユーネリアと彼女の息子たち

の物語が､翻訳なしで意味を理解し､変化形に注意しながら学ばれた｡ラテン語の歌と歌詞が学ば

れ､歌った｡

フランス語-2つの側面で取り組んだ｡一つは､裁縫､料理､木工に結びつけて単語を学ぶこと､

もう一つはラ･フォンテーヌの寓話を読み､書き､劇化することであった｡

工作-藤でバスケットを作る｡それから､子どもたちが特別に作りたいと興味をもったものを作

った｡例えば､一人の少年は堅いモミジバフウの木材からタガネを使ってペン･トレーを作り､浅

いレリーフを彫った｡別の少年はスタンプを入れる仕切り箱を作った｡もう一人の少年は黒いクル
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ミの木棚を作った｡一人の少女はオリジナル･デザインのコーナー棚を作った｡これらは多くの時

間と細かい技能を必要とした｡

芸術-日常生活とオブジェクトのスケッチ｡木炭と色チョークを使用｡正確な素描､遠近､色の

とりあわせが目標であった｡

音楽-新しい歌を学ぶ｡楽譜を書くドリル｡戟没者記念日[5月30日]のための歌を作曲｡

4 1899年8月18日

歴史-春学期の開始とともに､アメリカの発見と探険を主題とした｡各自は､各探検家の生涯を

扱った本を読み､要点をまとめ､それを記録に書いた｡本はいつでも自由に読めるようにした｡

最初にコロンブスの生涯を取り上げ､彼は地球が丸いことを最初に表明した人物でもなければ､

アメリカに最初に到達した人物でもないことを知って､子どもたちは当惑した｡しかし､彼は地球

が丸いことを証明するために航海を組織した最初の人物であり､他の人々はたまたまアメリカに来

たにすぎないという事実を知って､コロンブスに最高の探検家としての地位を与えた｡

次に､デソトによるミシシッピーへの航海が地図でたどられ､関連して南部のインディアンの生

活について学んだ｡

次に､北からのミシシッピー流域への探険が取り上げられ､セントローレンス湾の発見､モント

リオールとケベックへのフランス人の植民について簡単な説明がなされたあと､マーケットとジョ

リーの物語が読まれた｡マーケットがシカゴの地で病気になり野営していたときに書いた旅行記を

読んだ｡

次に､ラサールを取り上げ､デソトが発見した川と､マーケットとジョリーが記述した川は同じ

川であることがわかり､ミシシッピー流域全体がフランスの領土とされたことを学んだ｡略地図に

各探検家のルートを記入し､フレンチ･インディアン戦争までに建設された砦の位置を記入した｡

1763年の条約で決められたフランス､スペイン､イギリスの領土を確認し､独立革命後にアメリカ

がミシシッピーを領土として主張したのはいかなる根拠によるものかを､ジョージ･ロジャーズ･

クラークの戟役の物語を読んで理解した｡

理科(植物) -株分けによる繁殖｡バラの株分けをおこなった｡接ぎ木による繁殖｡自然状態で

はどのようにしておこなわれるかが討論され､ヤナギを研究した｡

理科(生理学) -胃による消化からはじめた｡図解が示され､人工胃液で固形食品(卵白)と液

体食品(ミルク)の消化を試した｡胃から腸への食物の移動､腸から血液への養分の吸収､肝臓と

すい臓の働きについて話し合った｡養分の吸収にはどのような条件が必要かが検討され､養分が血

液に吸収されるルートを確認した｡血液の成分が簡単に説明され､血球を顕微鏡で確かめた｡血液

の循環経路､心像と肺の機能､呼吸による血液の変化が学ばれた｡

数-数の課業は､さまざまな学習で生じる問題と結びつけて取り組まれた｡その中で､十進法の

使用が必要とされたが､十進法の使用はまだ少し難しかった｡
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料理　-GroupVIと同様､ 1年間の課業を復習し､さまざまな食品を分類するとともに､記録を料

理本として体系的にまとめる準備をした｡このグループでは､新たな食品要素として卵白を取り上

げた｡それを最もよく調理する方法を決定するために､玉子の自身を水に入れ熟を加えて観察した｡

子どもたちは温度計をもっていなかったので､湯の様子を見て温度を知る方法を教えられた｡玉子

の船積みにおいてどのような注意が払われるかに1コマを費やした｡振動が殻だけではなく､卵黄

の膜を壊す危険もあることが兄い出された｡また､玉子の殻にある細かい穴から水分が蒸発し､不

純な空気が入って玉子を腐らせることが兄い出された｡卵黄は油脂を含んでいること､そして玉子

が壊れたとき､白身が卵黄を保護して､卵黄の油脂が空気で劣化しないようにしていることが兄い

出された｡

ラテン語-耳でラテン語の文を認識できるように､練習用に特別につくられた口頭物語で聴き取

りの訓練をした｡それから､これらの文が黒板に書かれ､訳され､分析された｡単語と文の構造が

完全に理解されてから､物語の内容がラテン語で質問され､文の構造をわずかに変化させて答えた｡

文法は最初は無意識に獲得され､その後に体系化される｡活用ははじめ単純な時制で構成される｡

名詞と形容詞の単純な変化形が､子どもたち一人ひとりが作っている文法書に記入される｡時々､

それまでに学んだ新しい単語を全部集めて､彼らの単語帳に記入される｡

フランス語-さまざまな課業に関連した話題をフランス語で会話した｡子どもたちの一部はド･

モンベルの『ジャンヌ･ダルク』を読んでいる｡ラ･フォンテーヌのLaCigeleetlaFourmiが彼ら向

けに直されて､劇の形で学ばれた｡ラサールの生涯がフランス語で語られ､子どもの一人が教師役

になり､残りの者が生徒役になって､ラサールの探険についての歴史の授業をフランス語で再演し

た｡

芸術-戸外でスケッチ｡ GroupVIと同じ課業｡

音楽-歌の楽譜の読みと分析のドリルのほかに｢戦没者記念日｣と｢7月4日｣の歌が作られた｡

工作-切手箱､伝票ファイル､ペン･ラックを作り､学校の音楽室のベンチにデザインを彫った｡

織物-バスケットを完成｡ソファー･クッションの制作｡糸紡ぎの発展について､年少児でおこ

なわれた内容をおこなった｡

GroupV! (11歳)

(1) 1898年12月2日

ローマ史-昨年度の在学者はカエサルの死までを学んだので､カエサルの生涯を復習して､それ

からアウグストウスとネロの時代までを学んだ｡

学習は次のようなやり方で進められた｡すなわち､年代や出来事を一つ一つ覚えるのではなく､

子どもたちに出来事の流れを理解させるようにし､一方で社会生活の発展を､他方で政治制度の発

展を､それぞれ具体的な光景を措くようにして捉えさせる｡教科書は使わず､教師が口頭で主な出

来事を説明し､参考になるような記事の抜粋を読み聞かせ､あるいは子どもたち自身に読ませる｡
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いろいろと条件が示されたところで､子どもたちはある出来事の原因や結果について意見を述べあ

い､教師やあるいは彼ら自身によって意見が修正され､結論を導き出す｡

週に1回､子どもたちは指定されたテーマでレポートを書くように求められる｡例えば､カエサ

ルと同時代の貧しい少年になったつもりで､カエサルについてのレポートを善くなど｡

ラテン語-昨年度の復習をし､いくつかの寓話を学んだ｡ GroupWと同様､単語と文を､書く前

に話すことと演じることによって学んだ｡

料理-果実の調理｡小麦を､小麦粉やフレークなどの加工品にする方法｡

工作-理科で使う試験管立てと､クローク･ルームの上履きを入れる箱の制作｡

数-数の課業は学校の実務や工作の作業と結びつけておこなわれた｡また､ 6インチの六角形が

示され､それと正確に同じものを措くように求められた｡ある者は正方形から､ある者は円から出

発し､またある者は円の半径と円周の関係から六角形を構成した　GroupVIIと同じ分数のドリルに

も取り組んだ｡

音楽-クリスマス･ソングの作曲｡通常のドリル｡

フランス語　-GroupVI, VIIと同様に､簡単な日常会話を寸劇でおこなった｡現在､子どもたちは

学期末に全校生の前でフランス語劇を演じようと練習している｡

理科-子どもたちが日常使っているもので､しかも工業に関連しているものについて､物理と科

学の学習をおこなうために､金属の属性を研究した｡鉱石が採れる場所､鉱石から金属を取り出す

方法､現代生活における金属のさまざまな用途について話し合った｡金属の属性を知るために､金

と銀を使って実験をした｡金を王水で溶かし､銀を硝酸で溶かした｡銀を溶かした硝酸に塩酸を加

え､銀を沈殿させ､それに亜鉛を加えると､銀が回復された｡いろいろな金属の破片が水銀によっ

てアマルガムになることに注目した｡これは合金の研究への導入になった｡

(2) 1899年2月17日

歴史-ローマ史では後期の歴史が学ばれたが､詳細にたどることはよくないと考えて､代表的な

皇帝だけを取り上げ､その間の歴史は教師が要約した｡まず､ネロの性格と統治が詳細に取り上げ

られ､子どもたちはこの時代の肉欲､アパシー､懐疑論を､共和制時代の公共心や神々-の信仰と

比較して理解した｡そして､キリスト教の弾圧にもかかわらず､それが強大になっていった理由が

明らかにされた｡トラヤヌス帝とハドリアヌス帝による軍制改革､属州の重視､強力な政府の確立

が取り上げられた｡デイオクレティアヌス帝の改革の骨子を検討し､失敗を予測した｡コンスタン

テイヌス帝については詳しく学び､コンスタンティノープルへの遷都､宮廷の東方化､キリスト教

の公認を取り上げ､討論した｡

冬学期のはじまりとともに､合衆国史が開始され､北西部の植民と探検を取り上げた｡その内容

は､ラサール､マーケット､ジョリエの探検を取り上げた1899年1月27日付のGroupVIの歴史学習

の内容とほぼ同じであり､ 1899年8月18日付のGroupVHの歴史学習の内容とも一部重なっている｡
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毎週30分は､現代の出来事についても討論している｡フィリピン領有問題と､ニカラグアの運河

開発について討論をおこない､子どもたちはことの成り行きを見守っている｡

理科-地殻ができあがるプロセスを取り上げ､地球の冷却によって山脈ができたこと､地球の内

部の溶解状態は間欠泉や火山によって知ることができ､鉱山の地下を降りていくと気温が上がるこ

とを学んだ｡子どもたちはいろいろな物質が液体や気体に変化する温度を調べ､ 6フィート下降す

るごとに1度温度が上がるということから､それぞれの物質がどれくらいの深さのところで液体に

なったり気体になったりするかを計算した｡星雲説について話し合い､冷却によって岩石､水､空

気の層ができることを知った｡地球の直径と山の高さを比較するために､エベレストの高さをマイ

ルに換算した｡直径25フィートの地球を措き､それにエベレストやその他の高山の高さを書き込む

と､ 10分の1から20分の1インチになることを発見した｡

ラテン語-文法を､短いやさしいストーリーと結びつけて開始した｡単語は､最初は音から学び､

意味は動作を演じたり対象物を見たり措いたりする中で獲得された｡文法の多くは無意識に獲得さ

れた｡複数名詞は複数動詞と､単数名詞は単数動詞と結びつけることや､目的語とその語尾変化は､

注意しながら何度も使っているうちに無意識に獲得されるようにした｡子どもたちがセンテンスの

中の語の使用に慣れ､ラテン語のストーリーを眼で見て､あるいは耳で聞いてすぐに翻訳できるよ

うになるまでは､文法の課業はまったくおこなわなかった｡

裁縫-台所で使うエプロン､タオル､ホルダーを作り､それらにイニシャルをつけた｡歴史との

関連で､インディアンの酋長の人形に着せるゼム皮のズボンとマント､防止､貝殻玉のベルトを作

った｡

料理　-GroupVI, VHと同じ課業を､より正確な知識にもとづいておこなった｡加えて､ホワイト

ソースを作るために最も適した小麦粉を選ぶため､子どもたちはパン粉とパスタ用の小麦粉とを比

較し､セルロースの量が少ないパスタ用の小麦粉を使うことにした｡小麦粉をミルクで煮る方法を

検討し､デンプンの嚢のうをバターで妙めて破裂させ､それにミルクを少しずつ混ぜることにした｡

トマト･スープを作り､その作り方が全校生徒の前で報告された｡

音楽-音符で音階を書くたくさんのドリルと､耳の訓練をおこなった｡クリスマスのためのグルー

プ･ソングが作られ､全校のクリスマス会で歌った｡

芸術-クリスマス会のプログラムのデザイン｡今学期､子どもたちは植物を背景との関係で光と

影をつけて措くことを研究し､その成果をモデルの素描に応用する仕方を学んだ｡

フランス語-料理と裁縫の課業に結びつけて､自分たちのやっている作業をフランス語で書いた｡

工作-年少グループのために､さまざまな建築を例示する模型を木片で作っている｡また､植民

地時代の部屋で使われるキルティングの木枠を作っている｡

体操-通常のドリルをおこなった｡身体検査を実施し､伸長､体重､感覚能力について記録がつ

けられた｡
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(3) 1899年4月28日

歴史-北西部地方の探険と植民の研究を継続した｡ラサールとマーケットの生涯をかなり詳しく

取り上げ､彼らが直面した諸困難を理解し､ミシシッピー渓谷の地理を学んだ｡

次に､シカゴの研究に取り組んだ｡デイアボーン砦が建設された理由を考察し､写真と図解で砦

の様子や役割を研究した｡それから､ 1812年以降のシカゴの発展をたどった｡当時のシカゴの14家

族の生活の様子をレポートにまとめることに時間をかけた｡住民の数が増えた結果､統治の必要性

が生じ､ 5人の理事が選出されて､課税の計算と徴収をおこない､タウンの元首(president)を任

命し､警察署長の選出をとりはからったことが､タウン憲章の研究によって明らかにされた｡

1834年と1835年に人口が非常に増え､治安が悪化したので､新憲章を制定し､市長が警察署長を

任命し､警察署長が補助者を選ぶようにした｡

公立学校の基金にするため､第16地区が売却されたが､学校は建設されなかった｡タウンではチ

ャペル女史の私立学校が唯一の学校であった｡彼女は公的基金の存在を知り､補助金を申請し､ 1837

年にシカゴで最初の学校公費が支出された｡

タウンの次の課題は､上下水道の整備であり､子どもたちはいまこの間題について調べている｡

織物-羊毛と椀毛そもうの布のサンプルを検討し､糸の長さ､保温性､耐水性について調べた｡

顕微鏡で羊毛を観察し､小羊のものと親羊のものを区別した｡

羊毛産業の発展をたどるため､まず原毛がわたされ､手で繊維がまっすぐになるようにすいた｡

この作業をおこなうための機械を作ることになり､機械の仕組み示す図解を自分たちで考えて措き､

実物の機械の図解と比較した｡次に､機械の改良は労力の削減と生産量の増大のためにおこなわれ

たという事実が明らかにされた｡シリンダーの発明が取り上げられ､それに関連して水力､蒸気､

電気といった動力についても話し合った｡特に､水力の利用に関しては､工場が運河や川沿いの土

地に建てられたことを説明した｡

理科-堆積岩の形成の関連して､炭酸カルシウムの形成を取り上げた｡そして､二酸化炭素と酸

素が植物の成長におよぼす影響を確かめるため､実験装置を作った｡子どもたちは堆積岩や土に含

まれているほとんど唯一のガスは二酸化炭素であるという事実を知った｡そして､亜硫酸ガスの作

用についても､いくらか時間をとって研究した｡春学期から､消化作用の生理化学的原理のいくつ

かを研究し始めた｡これは料理における食品の研究と関連づけておこなわれた｡実際の料理は､ 1899

年4月14日付のGroupVIの課業と同じであった｡

数-二酸化炭素が健康に有害だということを知って､子どもたちは学校の大小2つの部屋におい

て一定数の人間に必要な新鮮な空気の量を計算した｡また､振り子の長さを､振動の時間との関係

から導き出す計算をした｡

ラテン語-週2時間｡ボキャブラリーを増やし､たくさんの事例から文法規則を一般化した｡ロー

マの伝説に関する物語を､最初は簡単なラテン語のセンテンスで語られ､子どもたちはそれを聞き

ながら翻訳した｡物語の内容がラテン語で質問され､物語に出てくるラテン語のセンテンスで答え
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た｡ラテン語で作文をすることにも取り組んだ｡

フランス語-ラテン語と同じ方法で教えられたが､ボキャブラリーは学校や日常生活の諸活動に

関連づけられていた｡時々､短いフランス語の作文を書くように求められる｡

芸術-遠近法を使って素描することと､遠近法の鑑賞を正確におこなうことをねらいとした｡生

徒たちがモデルとなってポーズをとり､それを措くこと､戸外でのスケッチがおこなわれ､静物画

をいくつか研究した｡

工作-机上の備品の製作｡吸い取り紙の台､インク立て､伝票ファイル､切手箱､ペン皿｡週30

分､年少児の工作の手伝いをしている｡子どもたちにとって､これは以前の工作の課業の復習とな

り､また年少児と交流することで社会的な態度の形成にも役立つ｡

体操-多くは戸外でおこなわれた｡

(4) 1899年9月22日

歴史-シカゴの歴史を継続し､ ｢水の供給｣の問題を取り上げた｡私企業がミシガン湖からの水

を供給したが､必ずしもうまくいかなかったことから､問題解決を話し合った｡これはもっと一般

的に､公共事業を公営にするか私営にするかという議論に発展した｡

シカゴの発展の研究に続いて､南部植民地の典型としてバージニアを研究した｡シカゴの研究と

植民地の研究は､次年度以降は3年目と4年目でおこなわれることになる91)｡このグループはこれま

で植民地時代のことは扱ってこなかったので､この時点で取り上げることになった｡子どもたちは

できるかぎり原資料を使って討論したり､レポートを作成したりした｡レポートでは､自分が植民

者の一人になったつもりで､想像をまじえて書くことも許された｡

数-数の課業はさまざまな学習において生じる問題に関連づけておこなわれた｡その一つは､学

校の大小2つの部屋でどれくらいの換気が必要かを計算することだった｡子どもたちはまず､部屋

の体積を求め､突出部分についても別個に体積を求めた｡一部屋に許容される二酸化炭素の量は1

万分の2であることを教えられ､これをパーセントに換算した｡たくさんの練習問題をおこなった

あと､それぞれの部屋に許容される二酸化炭素の量が計算された｡ 1時間当たりに大人と子どもが

はき出す二酸化炭素の量をもとに､それぞれの部屋が限界に達する時間を計算で求めた｡そして､

天気図からシカゴの平均風速が1時間1マイルであることを知り､これをメートルになおして､窓

の面積を平方メートルで出し､部屋全体を換気するのにどのくらいの時間がかかるかを計算した｡

糸紡ぎの作業との関連では､大小2つの車輪に回転数の比を求めた｡

シカゴの歴史との関連では､いく人かの人物が当時実際に支払った税額から､それぞれの人物の

財産総額を見積った｡

植物-冬を戸外で生き延びる植物(多年性植物)と､毎年植えなおきなければならない植物(一

年性植物)の違いを兄い出すため､多年性植物を検討し､地上部分は木質繊維によって寒さを防い

でいること､地中部分は土の中で生きていることを兄い出した｡
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苗の多くが成長する前に死んでまったことから､各品種ごとに生存の割合を求め､その結果かな

り画一的であることを発見した｡そして､生き残る苗は根と葉がしっかりしていることを兄い出し

た｡

織物-年少児グループで取り組まれた糸巻きのプロセスをやり遂げることに加えて､より複雑な

プロセスについて年長児グループを一緒に取り組んだ｡フライヤーとボビンの利点を学び､間欠紡

糸と連続紡糸を区別した｡羊毛の機械紡糸でのローラーの使用に注目し､図解によって一対のロー

ラーの間から羊毛が引き出される仕組みを理解した｡

オーロラ[シカゴ郊外の町]の綿糸工場を訪問し､綿糸製造の全工程を見学した｡

ラテン語　-GroupVHと同じであったが､子どもたちは有能であったので､文法についてさらに多

くの学習をおこなった｡

フランス語-会話､物語､劇化､ 『ジャンヌダルク』の読み､文法｡

芸術-戸外でのスケッチ｡天候のために屋内でおこなうときは､糸紡ぎの各段階を生徒がモデル

になって措いた｡

音楽-歌の学習と分析｡野球の歌｡

GroupIX (平均12歳)

(1) 1898年12月16日

この報告では､最年長グループのGroupIXは11歳から14歳の子どもたちからなり､一部の子どもは

学校開設以来在学しているが､残りの多くの子どもは在学半年､つまり10月の新学年開始から入学

した者であることが記されている｡ GroupDCの次の報告からは､平均年齢は12歳と記されている｡

歴史-ローマ史がGroupVIIIとほぼ同じ内容で扱われたが､レポート作成と討論に多くの時間をか

け､政治経済や社会学の基本原理を明らかにし､歴史上の出来事の原因をつきとめることに重点を

おいた｡

例えば､アウグストウスによる改革との関連で､法を多数者の意志に反して強制できるかどうか

という問題が議論した｡また､カリグラ[A.D. 12-41､浪費と残虐で恨まれて暗殺された皇帝]の

死後､元老院が共和制の再建に失敗した原因は､民衆の政治的無関心であったことが兄い出された｡

キリスト教の急速な拡大は､ローマの旧い神々への信仰が意味を失い､キリスト教徒たちの熱心な

福音伝道があったこと､そしてキリスト教信仰が帝国の統合に役立ったことが明らかにされた｡皇

帝ネロの乱費が財政窮乏をまねいた結果､国庫の補充のためどのような方策がとられたかが話し合

われ､まず増税､次に富裕な市民を反逆罪にかけて財産を没収したことが明らかにされた｡さらに､

子どもたちが知らなかった方法として､通貨の質の低下と寺院に寄贈された金の回収が説明された｡

最後に､ネロはローマに火を付けたかどうかについて､デイベイトをおこなった｡

デイベイトでは､クラスの半数がデイベイタ一になり､残りの半数がジャッジを演じた｡ジャッ

ジは必ずしも中立を保ったとはいえなかった｡しかし､デイベイトの目標は､議論のスキルを獲得
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することではなく､それまでに獲得した知識を明瞭にして､ものごとを正確に論じる能力を獲得す

ることにあった｡

ラテン語-他のグループと同じやり方で教えられるが､このグループは昨年からラテン語を学ん

でいるので､より多くの課業をおこなった｡まず､名詞と形容詞についての文法を学んだ｡それか

ら､いくつかのおとぎ話のラテン語による読み聞かせを聞いて､ストーリーが理解できたら､それ

を翻訳した｡新しい単語の意味はイラストや身振り､あるいはラテン語から派生した英語を使って

理解した｡

理科-物理と化学については､身近な現象から典型的なものを選んで実験をおこない､そうして

一般的な観念を獲得するようにしている｡まず､昨年の復習をおこない､酸素､窒素､水素はどこ

に兄い出され､どのように利用されているかを討論した｡次に､酸素についていくつかの実験を行

い､酸素の作り方と酸素の性質を調べ､これに関連して酸素の発見の歴史についても取り上げた｡

そして､身近な金属の酸化と還元を取り上げた｡

次に､チョーク､石灰石､大理石のような炭酸カルシウムの生成と利用を取り上げた｡石灰石を

焼いてモルタルと漆喰しっくいを作った｡そして､旧い漆喰しっくいには二酸化炭素が吸収されて

いることを実験で確認した｡また､二酸化炭素を含む水に炭酸カルシウムがよく溶けることを兄い

出した｡それから､軟体動物やポリプの石灰質の部分は水に溶けた炭酸カルシウムから作られるこ

とを知った｡地球の地殻の形成を復習し､空気中の二酸化炭素を取り込んだ水蒸気が冷えて雨水に

なり､溶岩中のカルシウムと結合して岩石を分解することを理解した｡

数-学校の床を塗装するため､床の面積を計算した｡フィートの分数計算が必要だったが､これ

は難しかった｡ 1/3+1/2+3/4フィートを計算するよう求められ､定規を使って12で通分する

ことを発見した｡工作と関連して､八角形､六角形のような図形の問題に取り組んだ｡

裁縫-昨年始めた作業バッグを完成させた｡カンバス布に十字形のデザインの針差しをした｡

料理-デンプン野菜の典型としてジャガイモを､水分の多い野菜の典型としてトマトを研究した｡

果実の保存方法と小麦の精製について年少グループに報告した｡

いまはシリアルについて研究しており､オート麦､トウモロコシ､米を取り上げている｡シリア

ルの調理法と調理時間を決定するため､各穀物のデンプン量とセルロースの性質を調べている｡ト

ウモロコシと米を破裂させ､重さを測定し､教師の質問に導かれて､次のような結論を引き出した｡

1)トウモロコシを熟すると中の水分が膨張して皮が破裂する｡ 2)水分は蒸気となって消え去る｡

3)失われた水分の量だけトウモロコシの重さは減る｡

工作　-GroupWと一緒に試験管立てと上履きの箱を作った｡この他､クリスマス･ギフトとして､

ペーパーナイフ､手鏡の木枠､吸取り紙の台､マニユキア･セット用のトレーなどを作った｡

フランス語-簡単なセンテンスでフランス語会話をおこなうことができた｡フランス語で書くこ

とをはじめた｡いま､クリスマス劇を書いている｡

音楽-音階を聴覚と視覚で認識するドリルと､異なるキーで音階を学ぶドリルをおこなった｡
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芸術-ローマ史のレポートを綴じるブックカバーのデザインを考えた｡光と影をつけるテクニッ

クについても学んだ｡

(2 1898年3月3日

歴史-1コマ30分､週3時間が歴史に充てられた｡内容はGroupVIと同じであったが､討議とレ

ポート作成に多くの時間をかけた｡ローマ史をさらに進めて､ローマの衰退､異民族の台頭､教皇

制の成立､ルターの宗教改革を簡単に取り上げた｡火薬､羅針盤､印刷術の発明が､アメリカ大陸

の発見を結びつけて考察された｡子どもたちは､中間の歴史を知らなかったので､これらはごく簡

単に触れただけだった｡冬学期からはGroupWと同様に合衆国史を開始した｡

理科-石灰石と堆積岩について10週間にわたって取り組んできた成果を､地殻の形成を説明する

一連の物語へと仕上げた｡この物語の実例は､その一部がデューイの『学校と社会』の第2章に紹

介されている92)｡子どもたちは､一つ一つの実験について､ 2､ 3人の生徒の記録を選んでふり返り､

それらにもとづいて物語を書いた｡

スレートやフリントや粘板岩のような堆積岩の形成についてクラス討論をおこない､参考文献を

読んだ｡陸地の形成と変化における物理的力の作用を取り上げ､陸地形成のさまざまな条件を示す

実例を地図に措いた｡海の侵食作用によってできる海岸線と､陸地の隆起と沈下によってできる海

岸線とを比較した｡陸地の傾斜と渓谷の形成との関係､および河口での陸地の形成を示す地図を描

き､そこに一人は金属と石炭の鉱床を､もう一人は農業や牧畜に適した土壌と建築資材の石が採れ

る場所を示した｡

数-星雲説について討論していた際､なぜ月は地球よりも早く冷えたのかが問題となり､実験を

おこなって､冷却の割合は表面積と体積の比によって決まることを知った｡それで､地球の表面積

と体積を求めることになった｡球体の体積の求め方は全員が知らなかった｡ 2人の生徒が､球体を

たくさんの正四角錐に分割することを思いついた｡まず､球の表面積が､平行四辺形の面積の求め

方から類推して､直径と円周を掛けることで求められると考えた｡次に､その表面積を1平方マイ

ルごとに分割し､底面が1平方マイルで高さが地球の半径となるたくさんの正四角錐を考えた｡そ

して､紙で底面と高さが同じ正四角錐と四角柱を作り､砂を入れて､正四角錐の体積は四角柱の体

積の3分の1であることを確かめた｡その結果､正四角錐の体積は底面積に高さの3分の1を掛け

ればよいことがわかった｡この法則から､球の体積は､表面積に半径の3分の1を掛けることで求

められることがわかった｡そして､地球と月の表面積と体積を計算した｡また､練習問題として､

オレンジの体積を求めた｡

料理と裁縫　-GroupW, Wと同じ｡

工作-体操で使う棒､糸紡ぎ用の糸巻棒､さまざまな建築様式を例示するための積み木細工､自

分たちで使うかまたはプレゼントにする手鏡と切手箱を作った｡

ラテン語-たくさんの物語が与えられ､文法についても多くの事柄を学んだ｡やり方はGroup
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おん

Ⅷと同じであった｡すなわち､まず書く前にラテン語の音に慣れるようにし､イラストや実演や文

脈によって意味を理解し､それから翻訳する｡子どもたちはカトウルス[ローマの詩人]の詩の一

節を暗唱し､リズミカルに復唱した｡

フランス語-いろいろな作業をしているときに､それをフランス語で表現した｡家事に関するす

べての語嚢を知るようになったので､容易にフランス語で会話できるようになった｡ときには詩が

暗唱され､たのグループの前で復唱した｡

音楽-楽譜の読みと書きのドリル｡その他に､歌を作った｡

芸術-一人の生徒がモデルとなってファンシー･コスチュームでポーズをとり､みんなで措い

た｡スクール･ペーパー95)　このグループの子どもたちは､火曜日の午前の最後の1 5分間に全

校生徒の前で読み上げられるスクール･ペーパーの全責任を負っている｡エディター(不在の場合

はアシスタント･エディター)が司会をする｡

(3) 1899年5月12日

歴史-合衆国史はGroupVIと同じ内容であったが､より多くの読みがおこなわれた｡フランス人

の最初の探険から1850年頃までのシカゴが取り上げられた｡このグループでは､統治について年少

児たちより多くの事柄が取り上げられた｡ 14家族の村の統治の仕組み､タウン憲章の要点､小村か

らタウンへの発展において統治システムがどのように分化していったか､公有制と私企業の利点と

欠点などについて､可能なかぎり子どもたち自身が調べ､討論し､発見するようにした｡

官吏の俸給はどのようにして支払われるべきかを話し合う中で､当時の村民の税額と税率から､

彼らがどれくらいの財産をもっていたかを計算した｡そして､税の仕組みを学び､子どもたち実際

に学校の納税申告書を作成した｡

週に30分は現在の出来事についての討論に充てられ､レポートに記録した｡

数　-GroupWと同様に税金の計算をおこなった｡また､年少グループが布を染める際に用いる型

紙のために､三弁花を幾何学的に描く方法を考え､正三角形の3つの角を中心にして辺の長さの半

分を半径に3つの円を措くことを発見した｡正三角形のほか､ ､二等辺三角形､不等辺三角形､直

角三角形についても名前と性質を学んだ｡

織物の課業との関連で､大きな糸巻き車と小さな糸巻き車の回転数の比､および車と軸とレバー

の関係を学んだ｡

ラテン語-カエサルの『ガリア戦記』を読みはじめた｡授業時間の一部は読みと翻訳に充て､残

りの時間は文法､またはローマ史に関する物語を聞いたり､読んだり､翻訳したりすることに充て

た｡

理科-合金について若干の授業がおこなわれた｡シロメ[錫に鉛などを混ぜた合金]の混合の割

合と融解点を調べ､易融合金､活字合金､ハンダについても調べた｡

春学期の開始とともに､食品の構成要素の分析をはじめた｡これに関連して､植物についてより
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広い観点を与えるための課業がおこなわれた｡

家庭科-このグループでは3つの観点で取り組まれた｡ 1)実践的な課業として､いろいろな種

類の食品の調理法を学ぶこと､いろいろな縫い方で作品を作ること､ 2)理論的な課業として､食物

の構成要素を分析すること､布地の素材を用途にしたがって識別すること､ 3)発明の利点を知る課

業として､原料が製品に変えられていぐプロセスを理解すること｡子どもたちは､原始時代の羊毛

の単純な手すきから蒸気や電気の使用による機械生産までの仝進化をたどり､それぞれの段階につ

いて学んだことを文字で記録したり､絵で素描したりした｡オーロラの綿糸工場に行き､一日かけ

て製造工程の全体を学んだ｡

裁縫-女子はスカートを縫っている｡型紙を措き､布を裁断し､寸法をとって縫う｡男子はその

間､織機の組立をした｡女子はこの性別分業に不満をもち､男子もズボンを縫うべきだと主張した｡

それで､男子は印刷室の作業に必要なエプロンを縫うことになった｡

料理-いろいろな食品を分析して､ 5つの｢食品要素｣に還元した｡ 1)デンプン､糖分､セル

ロース､ 2)卵白､結合組織､ 3)脂肪､4)水分､ 5)ミネラル｡子どもたちは､非常に多くの食品

が少数の｢要素｣に還元できることに驚き､何が違いを生み出すのかを考え､ ｢要素｣の割合が違

うことを兄い出した｡いろいろな｢要素｣を含んでいる食品の調理法はどうするのかという質問が

一人の子どもから出され､別の一人が主要な｢要素｣にしたがって調理すべきだと答えた｡

科学的調理法は､食品分析をおこなって､最も消化しやすい条件になるように水と熱を加えるこ

とだとという結論を得た｡一人の子どもが｢なぜ料理の本に書いてあるとおりにやらないのか｣と

言うので､クラスで討論し､盲目的に指示に従うよりは､自分たちで根底にある理由を知ったうえ

で料理をすることが指示されだ4)｡

料理の実践的な課業は､ 4月14日付で報告したGroupVIの課業と同じであった｡それに加えて､こ

のグループでは玉子の料理をおこない､落とし玉子､ゆで玉子､オムレツを､いつものように実験

をしながら作った｡玉子の自身は純粋なアルブミンであると教えられ､その調理法を知るために､

自身を水にいれて熱を加え､変化の様子を観察した｡温度計を使わずに湯の温度を知る方法を教え

られ､そこから玉子の最適な調理時間を決定した｡

工作-黒いクルミ材で音楽室のベンチを作りはじめ､オリジナルなデザインで浅いレリーフを彫

った｡

フランス語-ガーデニングのボキャブラリーを学び､ガーデニングのプロセスについて家で作文

を書いてきて､それに水彩画で挿し絵をつけた｡たくさんの文法の課業をおこなった｡いまジャン

ヌダルクを読んでいる｡

音楽-年少児グループが作った歌を分析し､まだ楽譜が書けない年少の作曲家たちのために､そ

れを楽譜に書いた｡少数の歌が歌われ､いまオリジナルな歌が作曲途中である｡

芸術-戸外で学校の近所の風景をスケッチした｡音楽ベンチのデザインは､芸術教師の指導のも

とでで考案された｡
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スクール･ペーパー-このグループの子どもたちは､毎週印刷されるスクール･ペーパーを監修

した｡彼らは各グループからレポートを集め､それらを印刷して､全校集会での読み手を選び､全

体集会では司会をおこない､読まれたペーパーについての意見を聞く｡

(4) 1899年9月24日

歴史　-GroupYEと同じだが､より多くの読みがおこなわれ､統治の側面がより多く強調された｡

理科-土壌の研究をおこなった｡粘土､砂､腐葉土のそれぞれが吸収する水の量を実験で確かめ

た｡野外に出かけ､実験結果を確かめた｡野外では粘土､砂､腐葉土がさまざまな割合で混じりあ

って土壌が多様になっており､それぞれの土壌に特徴的な植物が育っていることを観察した｡

次に､しようの役割を発見するための実験をおこなった｡

子葉をつけたままのエンドウ豆と､子葉を取り除いたエンドウ豆を2-3日水に浸して比較した｡

同様の実験はドングリでもおこなった｡

よく成長した植物では子葉が枯れてしまっていることを兄い出し､中身は使い尽くされたと考え

た｡そして､この中身は何かが問題となり､子葉を細かく砕いて熱湯で柔らかくし､ヨード液を加

えると青くなったので､デンプンが含まれていることがわかった｡ドングリの実も確かめ､やはり

デンプンが含まれていることがわかった｡ここから子どもたちは､子葉は幼い植物のために養分を

蓄え供給すると結論づけた｡

次に､成長した植物はどうやっ･T養分を得ているかが問題となり､植物は土壌と空気にしか接触

していないから､これらが養分を供給しているのだろうと推測した｡子どもたちは､土壌に含まれ

る化学成分のいくつかを知っていたので､それ以外の成分について教えた｡そして､植物はそれら

の成分のうち水に溶･けるものだけを吸収すること､なぜなら細胞の壁を通過しなければならないか

らということを教えた｡そこで､実際に植物はどの成分を吸収しているのかが問題となったが､植

物の化学的分析を実行することはできなかった｡それで､植物の灰の主成分を教え､それらの成分

を含む溶液に植物の標本を浸し､蒸留水に浸したものと比較した｡ 2-3日後､溶液の植物は根と

茎が大きくなっていた｡

子どもたちは､植物が空気中の酸素と二酸化炭素を利用することを知っていた｡学期の終了によ

り､光合成と呼吸の実験をおこなうことはできなかったので､植物による養分の製造と消費の違い

について説明を加えた｡

数-歴史との関連で､当時のいく人かの人の税額を計算した｡また､当校の財産税申告書を作成

した｡理科との関連では､砂が吸収する水のパーセンテージを求めた｡これに関連して､ 10進法の

分数について学んだ｡植物の葉は光がよくあたるように配列されていることから､光の入射角と反

射角を求める方法､および一定の角度の等しい角度を措く方法を取り上げた｡また､一つの角度を

二等分する方法にも取り組んだ｡

料理　-GrouoVII, YD!と同様に､復習をかねた植物成分の分類をおこなった｡それに加えて､ミル
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クの成分の研究をおこなった｡ミルクを観察し､ミルクは多量の水分を含んでいること､乳脂肪は

軽いので表面に浮くことを知った｡ミルクを味わい､糖分の存在を兄い出した｡ミルクを暖め､表

面にできた膜を卵白と比較した｡次に､多量の凝乳ができているミルクを検討し､味見をして酸の

存在を確認した｡新鮮なミルクに少量の酢を加えると､同様に凝乳ができることを兄い出した｡こ

こから､ミルクには酸で固まる物質が含まれていると結論づけた｡この物質は｢タンパク質｣とい

う名前であると教えられた｡そして､ 1)熟で固まるタンパク質は｢アルブミン｣と呼ばれ､ 2)酸

で固まるタンパク質は｢カゼイン｣と呼ばれることが教えられた｡

子どもたちは､ミルクをカスタードのように濃くすにはどうすればよいか知りたがった｡一人の

子どもが､アルブミンを加えれば濃くできるといった｡それで､ 3分の2カップのミルクに玉子と

砂糖を加えてカスタードを作った｡

最後に､レンネット[子牛の胃の膜]を使ってミルクを凝固させ､チーズを作った｡

ラテン語-授業時間の一部はカエサルの『ガリア戟記』の読みに充てられ､一部は単純な物語を

眼で読んで､あるいは耳で聞いて､翻訳することに充てられた｡文法では､動詞の4つの活用形の

一覧表を自分たちで作り､語幹の母音､時制のしるし､人称の語尾と対応させた｡

フランス語-受動態の文法の研究をおこなった｡モリエールの『心ならずも医者にされ』が子ど

も向けに修正され､学校の終業日に上演された｡

芸術-戸外のスケッチ｡芸術教師の引率で､ある日の午後､芸術協会(Art Institute)を訪れ､

好きな絵を自由に選ばせて､彼らの趣向を判断した｡地階では学生たちが粘土で頭部や胸部の模型

をつくっているところを見学した｡子どもたちは､学校での粘土細工を幼稚な遊びと見下す傾向が

あったが､学生たちの熱心な様子を見て､粘土細工について新しい印象を得た｡

工作-音楽室のベンチを制作し､彫刻でデザインを施すことに多くの時間をかけた｡自分で特別

に作りたいものがある子どもは､そうすることを許され､ 1-2名の子どもが､吸取り紙の台､ペ

ン入れ､インク立て､彫刻を施した切手箱などのデスク用品のセットを熱心に作った｡

音楽-7月4日[独立記念日]の歌を作曲した｡



210 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育学科偏　第51巻(2000)

註

序

1) Katherine Camp Mayhwe and Anna Camp Edwards, The Dewey School : The Laboratory School of the University of

Chicago,1896-1903 (NewYork:D.AppletonCenturyCompany, 1936)邦訳としては､メイヨ一･エドワー

ズ共著､梅根悟･石原静子共訳『デューイ実験学校』 (明治図書館､ 1978年)があるが､抄訳になってい

て､原著のいきいきした記述を十分伝えるみのにはなっていないのかが残念である｡

2) Ibid., pp. vii-viii,参照｡

3) John Dewey & Laura L. Runyon(Eds.), Elementary School Record 【a series of nine monographs] (Chicago : The

University of Chicago Press , 1900)

4)ただし､パーカーは1902年3月に死去しており､実験学校が教育学部の附属小学校に統合されたのは､デ

ューイがパーカーの後任として教育学部長を併任するようになってからである｡

5)デューイの示したガイドラインについては､ Laurel N. Tanner, Dewey'sLaboratorySchool: Lessons for Today

(New York : Teachers College Press, 1997) , pp. 73-75,参照｡

6) Mayhew & Edwards, The Dewey School, p. 374.

7) Nellie Lucy Grimths, "A History of the Organization of the Laboratory School of the University of Chicago,"

Unpublished MA. dissertation, The University of Chicago, 1927, p. 118.ちなみに､ Emmons Blain Hallは､

パーカーのシカゴ大学教育学部のために1903年10月に完成した建物で､デューイの実験学校はパーカーの

教育学部の附属小学校と統合されて､完成直後にこの建物に入った｡ただし､パーカーは前年の3月に死

去しており､教育学部長はデューイが兼任していた｡ EmmonsBlainHallは､現在はTheUniversityof

Chicago Laboratory SchoolsのLower School (小学校)の校舎となっている｡

8) Arthur G. Wirth, John DeweyAs Educator (Huntington, New York : Robert E. Krieger Publishing Co. , 1979) , p.

313.初版は1966年.

9) Jerald Alan Katch, "Discord at Dewey's School : On the Actual Experiment Compared to the Ideal," Unpublished Ph.

D. dissertation, TheUniversity of Chicago, 1990, pp. v-vi,参照

10) Tanner, Dewey'sLaboratorySchool, p. xv. See also, p. 185.なお､ JuddHallはThe School of Education (シカゴ

大学教育学部の学部･大学院課程)が使用している建物で､ The University of Chicago Laboratory Schoolsの

LowerSchoolが入っているEmmons BlainHallにつながって建っている｡

ll) Wirth,op.cit., p.189.

12) Mayhew & Edwards, The Dewey School, p.3 9.

13) Ibid., p. 54.

第1節

14) John Dewey, 'The University Elementary School," first published in The President's Report : July 1898- July

1899 ( Chicago : University of Chicago Press, 1900), Middle Works of John Dewey, vol. 1, p. 318.

15) John Dewey, "Plan of Organization of the University Primary School , " (1895? ) Early Works of John Dewey,

vol. 5, pp. 224-243.

16) John Dewey, " The University Elementary School : History and Character, " University Record, The University of

Chicago,vol. 2, no. 8, May　21, 1897, pp. 72-75.この論文は､ MiddleWorksofJohnDewey, vol.

1, PP. 325-334,に収録されている｡

17) Dewey,"TheUniversitySchool,"in UniversityRecord, vol. 1 , no. 32, November6, 1896, p.417, Early



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年 211

Works 5 , p. 436; John Dewey,"The University Elementary School : History and Character, 'in University Record,

TheUniversityofChicago,vol. 2, no. 8, May21, 1897, p.72, MiddleWorks 1, p.325; Mayhew&

Edwards,op.cit., p. 8 ; DePencier, TheHistoryoftheLaboratorySchools, p. 26,参照｡なお1899年2月に

デューイが学校の父母会の会合でおこなった講演｢大学附属小学校の3年間｣では,キンバーク街当時の

生徒の人数は25名となっているが,これは何かの間違いであろう｡ Dewey, "ThreeYearsof血eUniversity

Elementary School, " p. 57.

18) Dewey,op.cit.,p. 72. (MiddleWorks,vol. 1, p. 325.

19) Mayhew&Edwards,op.cit., pp. 35-36.これは､デューイが1899年2月に実験学校の父母会(Parents'

Association)でおこなった講演の速記録からのものでる｡なお､この講演は"ThreeYearsof血eUniversity

ElementarySchool"と遺して『学校と社会』の初版本(1900年)の第4章として収められたが､第2版

(1915年)以降では削除され､現在はMiddleWorksofJohnDewey, vol. 1,に収録されている｡ただし､メ

イヒュ--エドワーズが引用した講演速記録と比較すると､こちらには削除された部分や表現に修正を加

えられた部分がかなりある｡ここで筆者が引用した部分は､ "ThreeYearsoftheUniversityElementary

School"にはない部分である｡

20) Mayhew&Edwards,op.cit., p. 36.なお､この引用部分は､メイヒュ--エドワーズがDewey,"The

University Elementary School : History and Character, University Record, vol. 2 no. 8 , p. ,　Middle Works,

vol. 1, p.334,から引用している部分である｡

21)彼女は1897年3月までデューイの実験学校の教師を務め､その後は再びパーカーのクック郡師範学校附属実

習学校に戻っている｡

22) Tanner,op.dr. , p.99.

23) Katherine Camp Mayhew, Draft for Chapter I, " General History , " (1934) in Katherine Camp Mayhew Papers,

Special Collections, Milbank Library, Teachers College, Columbia University,p. 26.これは､ Mayhew & Edwards,

TheDeweySchool (1936)の第1章"GeneralHistory"の草稿である｡

24) John Dewey,"Pedagogy as a University Discipline : I,"University Record, The University of Chicago,

vol.l,no.25,Sep.18 1896,p.,Early Works of John Dewey, vol.5,p.284.

25) Mayhew&Edwards, op.cit. , p. 25.なお､引用訳出にあたっては､次も一部参照した｡ Dewey,…Three

Years of the University Elementary School, Middle Works of John Dewey, vol.1 , pp. 59-60.

26)註4に同じ｡

27) Mayhew&Edwards, op.cit., pp. 7-8

28) Ibid., pp.41-42.

29) Dewey,…The University Elementary School ‥ History and Character, " University Record, vol. 2 , no. 8 ,

May　21, 1897, p.75, MiddleWorks, vol. 1, p.334.

30) Dewey,HThree Years of the UniversityElementary Sぐhool, " Middle Works, vol. 1. pp. 64-65.なお､ Mayhew

&Edwards,op.cit., p.35,も参照｡記述内容に少し違いがある｡

31) Mayhew&Edwards, op.cit., p.35.

32) " School Reports, Notes, and Plan : The University of Chicago School I,October 16 1896," University Record, vol. 1,

no. 32, November 6 1896, p.420.

33) Mayhew &Edwards, op. cit., p. 35.

34) AnnualResister 1895- 1896, The University of Chicago,p. 52.

35) JohnDewey," PlanofOrganization of the UniversityPrimary School, " (1895? ) EarlyWorks, vol. 1 , pp. 229



212 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第51巻

-232.

36)ギリシア神話で､エリス[争いの女神]が｢最も美しい人へ｣と書いて神々の間に投じたリンゴ｡これを争

ってへラ[デウスの妹にして妻]とアテナとアフロデイテが美を競い､トロイア戟争の原因となった｡

37)スパルタ王メネラオスの妻で､トロイのパリスに連れ去られたことからトロイヤ戦争が起った｡

38)ギリシャ神話の四季の神｡ゼウスとデーメ-テールの娘で､冥界の王ハデスの妻｡

39) " School Records, Notes, and Plan IV, The University of Chicago School, , " University Record, vol. 1 , no.

33, November13, 1896, p.431.

40) ｢金の羊毛｣を探しに大船アルゴで遠征した勇士の一行｡

41)トロイヤ戟争におけるギリシア軍の総大将｡

42) " School Records, Notes, and Plan V, The University of Chicago School, , " University Record, vol. 1, no. 34,

November20, 1896, p.442

43) Ibid,p.442.

44) " School Records, Notes, and Plan XV, The University of Chicago School," University Record, vol. 1, no. 47,

February19, 1897, p.575.ケデイは､ 1880-1888年にミシガン大学の音楽講師を勤め､その後1901年まで

シカゴ音楽学校に勤めた｡おそらくデューイとはミシガン大学時代からの知り合いであっただろう｡な

お､ケデイ音楽教育論については白石文子｢C.B.ケデイの音楽教諭における知性と感情の育成｣ (日本デ

ューイ学会紀要､第33号､ 1992年6月､ pp73-78)による考察がある｡

45) Ibid. , pp.575-576.

46) " School Records, Notes, and Plan XVI, The University of Chicago School," University Record, vol. 1, no. 48,

February 24, 1897, pp.581-582.

47) Mayhew & Edwards, TheDeweySchool, p.49.

48) " School Records, Notes, and Plan XVI , The University of Chicago School," University Record, vol. 1, no. 50,

March 12, 1897, p.603.

49) Ibid,pp. 603-604.

50) "School Records, Notes, and Plan XV, The University of Chicago School," university Record, vol. 1 , no.

47, February 19, 1897p.575.

51) Dewey, "The University Elementary School : History and Character," University Record, vol. 2 , no. 8 , May

21, 1897, p., MiddleWorks,vol. 1, pp.326-329.

52) John Dewey "A Pedagogical Experiment," Kindergarten Magazine, June 1896, in Early Works, vol. 5 , p.

245.

53) Dewey, "The UniversityElementary School : History andCharacter," UniversityRecord, vol. 2 , no. 8 , May

21, 1897, p., MiddleWorks,vol. 1, pp.326-327.

54) Katherine C. Mayhew, Draft for Chapter I, "General History," Katherine Camp Mayhew Papers, Special Collections,

Milbank Library, Teachers College, Columbia University, p. 5.

55) Dewey, "The University Elementary School : History and Character," university Record, vol. 2, no. 8, May 21,

1897, p., MiddleWorks,vol. 1, p.327.

56) "ReportoftheUniversityElementarySchool in," UniversityRecord, vol. 2 , no. 37, December 10, 1897,

p.300.

57) Laurel Tanner, Dewey's Laboratory School, p. 60.

58) John Dewey, "Plan of Organization of the University Primary School, " (1895? ), Early Works, vol. 5 , p.



小柳:シカゴ大学実験学校の実践記録: 1896-1899年 213

231.後にデューイは､ 1900年の論文｢初等教育における歴史科の目的｣でまったく同様の主旨から､歴史

は｢間接の社会学｣ (anindirectsociology)であり､ ｢社会の生成過程と組織様式を明らかにするところの

社会研究｣でなければならないと述べている｡歴史教育に関するデューイの基本的な考え方は､終始一貫

していたことがわかる｡ Dewey, TheSchoolandSociety, Middle Works,vol. 1 , p. 104 『学校と社会』岩波文

庫, 157頁.

59) Dewey,op.cit., UniversityRecord, vol. 2, no. 8, May21, 1897,p. ,MiddleWorks,vol. 1, p.327.

第2節

60) Ibid., UniversityRecord,vol. 2, no. 8, p., MiddleWorks,vol. 1, pp.331-332.

62) John Dewey,"The University Elementary School : General Outline of Scheme of Work," University Record, vol.

3, no. 40, December　30, 1898, p.,MiddleWorks,vol. 1, pp. 37-338.

63) John Dewey,"The Psychology of the Elementary Curriculum, " The Elementary School Record, No. 9 ,

Curriculum (Chicago: TheUniversityofChicagoPress, 1900) , pp. 221-232, in Middle Works, vol. 1 , pp.

67-80.なお､この論文は1915年のThe SchoolandSociety (revisededition)の第4章に"ThePsychology of

ElementaryEducation"のタイトルで収録され､デューイ『学校と社会』 (宮原誠一訳､岩波文庫､

1957年)に訳出されている｡

63) " The University Elementary School : General Information," University Record, vol. 2. no. 38, December

17, 1897, p.304.

64) "WorkofHouseholdArtandScience," UniversityRecord, vol. 3. no.ll, June 10, 1898, p.71.

65) Ibid., p.71.

66) Dewey,"The Psychology of the Elementary Curriculum," Middle Works, vol. 1, p. 74.前掲邦訳, p. 109.

67) " The University Elementary School : General Information," university Record, vol. 2 , no. 38, December

17, 1897, p.303.

68) " Report of the University Elementary School El," University Record, vol.　2 , no. 37, December 10,

1897, p.300.

69) "Reportofthe University Elementary School VI," UniversityRecord, vol. 2 , no.48, February 25, 1898, p.

386.

70) "Reportofthe UniversityElementary School IV," UniversityRecord, vol. 2 , no. 43, January 21, 1898 p. 331.

71) " Report of the University Elementary School VIII, Greek History-Group VI," University Record, vol. 3 , no. 1

April 1, 1898, p.2.

72) Ibid., pp.2,3.

73) Ibid., pp. 2-3.

74) John Dewey,…The Aim of History in Elementary Education," in The Elementary School Record, No. 8 : History

(Chicago : TheUniversity ofChicagoPress, November 1900), Middle Works, vol. 1 , pp. 106, 107. 『学校と

社会』 (岩波文庫), pp.160, 163.

75) " Report of the University Elementary School II : Record of Work Done in Roman History," university Record, vol.

2, no. 36,December3, 1897, p.292.

76) " Report of the University Elementary School IX : Roman History in Groups VII and VIII," University Record, vol.

3, no. 6,May 6, 1898,p.38.

77) Ibid., p.



214 鹿児島大学教育学部研究紀要　教育科学編　第51巻(2000)

78) " Report of血e University Elementary School II : Record of Work Done in Roman History," p. 292.

79) Ibid., p.292.

第3節

80) "The University Elementary School," UniversityRecord, vol. 3, no. 29, October 14, 1898, p. 176.

81) Dewey, "Three Years of the University Elementary School," Middle Works, vol. 1, p. 65 J Mayhew & Edwards, The

DeweySchool, p. 8.

82) Dewey, "Three Years,"p. 65.

83) "The University Elementary School," UniversityRecord, vol. 3, no. 29, October 14, 1898, p. 176.

84)この課業については､デューイの『学校と社会』第2章に､実際に子どもが描いた絵とともに説明が出てい

る｡ Dewey, TheSchoolandSociety, Middle Works, vol. 1, pp. 27-29. 『学校と社会』岩波文庫　pp. 52-53.

85)実験学校では､出来合いの教科書は用いず､学校に印刷機を導入して､子どもたちが学習の成果を記録した

レポートを印刷して製本し､それらを学習の参考資料として用いるということをやった｡これは､フレネ学

校の実践とほぼ同じことを､フレネ学校よりも30年ほど先駆けておこなっていたことになる｡学校に印刷機

を導入するというアイデアについては､ 1897年5月21日付の『大学広報』でデューイ自身が論じており､印

刷機は次年度(1898-1899年度)に導入する予定だと記している｡ Dewey, "The UniversityElementary School :

History andCharacter, UniversityRecord, vol. 2, no. 8, May 21, 1897, p. 330.

86)なお､フランス語の学習は､すでに一昨年度(1896-1897年度)に取り組まれている｡ "SchoolRecords,

Notes, and Plan": The University of Chicago School, XXV, University Record, vol. 2, no. 8, May 21, 1897, p.

69 ; School Records, Notes, and Plan:The University of Chicago School, XXVI," University Record, vol. 2, no. 9,

May 28, 1897, p. 80 ; "School Records, Notes, and Plan : The University of Chicago School, XXIX, University

Record, vol. 2, no. 12, June 18, 1897, p. 115 ;　School Records, Notes, and Plan : The University of Chicago

School, XXX," universityRecord, vol. 2, no. 13, June 25, 1897, p. 124.

87) "The University Elementary School, Group VI," University Record, vol. 3, no. 44, January 27, 1899, p. 292.

Report of the University Elementary School II," University Record, vol. 2. no. 36, December 3, 1897, p. 292.

89)ここでは子どもたちが｢文明の程度を測る基準｣を何に求めたかは直接記されていない｡しかし､ ｢文明｣

の基準について､実験学校の子どもたちがどのような理解を得ていたかは､前年度にローマ史の学習に関す

る実践報告で紹介されている一人の少年の次のような作文から知られる｡これは､主としてインディアンと

の対比で得られた理解である｡ ｢文明国は政治をもち､鉄道､蒸気船､法律､文学､消防署､郵便､科学､

農業､生理学､学校をもっている｡｣ " Report of the University Elementary School IX, Roman History in Group

VII andVIII, UniversityRecord, vol. 3, no. 6, May 6, 1898, p. 38.

90) "The University Elementary School, Group VII," UniversityRecord, vol. 4, no. 3, April 21, 1899, p. 31.

91)デューイは､ 1900年に書いた｢初等教育における歴史の目的｣と題する論文で､実験学校が最終的に到達し

た歴史教育の三段階構成を説明し､その中でシカゴと合衆国の地方的事情を取り上げるのは第1段階の3年

目から第2段階の2年目まで､すなわち3年目と4年目と5年目であるとしている｡ちなみに､実験学校が

最終的に到達した歴史教育の三段階構成は次のように説明されている｡第1期では､ 6歳児で社会的オキュ

ペーション､ 7歳児で原始生活における発明のあゆみ､ 8歳児で移住､探検､発見の大運動を扱い､そして

第2期への移行として､ここでシカゴと合衆国の探検と植民の歴史が扱われ､第2期の3ヶ年の学習内容は

直接間接にここから取られる｡そして､やはり3年日が第3期への移行期で､アメリカの初期の歴史とヨー

ロッパの関連を取り上げ､第3期で本来の歴史学習がはじまり､古代の地中海世界から年代順にヨーロッパ
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史を扱い､そして再びアメリカ史に戻ってくるのである｡ Dewey,…TheAimofHistoryinElementary

Education," MiddleWorks, vol. 1,pp. 108-109. 『学校と社会』岩波文庫　pp.164-165.

92) Dewey, TheSchoolandSociety, Middle Works, vol. 1, pp. 35-36. 『学校と社会』岩波文庫, 61-63頁.

93)スクール･ペーパーの編集は､ 1899年1月の冬学期開始からはじまったことが､ 1899年1月27日付のGroup

Ⅵの報告の冒頭で述べられている｡ ｢冬学期の開始とともに､スクール･ペーパーのエディター1人､アシ

スタント･エディター1人､査読者2人､スクール･レポーター1人を選出した｡スクール･ペーパーは､

エディターが選んだクラス･ワークと､エディターが依頼したいずれかのグループが1週間におこなったす

べての学習についてのレポートからなっていて､毎週木曜日午前の全体集会の最後の15分間に､全校生徒の

前で読み上げられた｡｣ " The University Elementary School, Group VI," university Record, vol. 3, no. 44,

January 1899, p. 291.

94)この部分については､デューイが『学校と社会』の第2章で取り上げている｡ Dewey,TheSchooland

Society,Middle Works,vol. 1, p. 26. 『学校と社会』岩波文庫, 49-50頁.


